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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


























　序章







　白はく桜おうには、誰だれにも言えない大きな『秘密』があった。

　それを目の前の男から隠かくす為ために、やや胸を反らして足を開き気味に立つ。

　顔には力を入れ、凜り々りしい表情を作った。

　それが一番男らしく見える姿だと、何度も鏡で練習して知っていた。

「……相変わらず女のような奴やつだな」

　それなのに、男が何もかも知っていると言いたげに口角を上げる。

　背中からは汗あせが噴ふき出ているが、何とか平静を装って、口元には笑えみを浮うかべた。

「青せい丞じよう、そんな風に言わないで下さいと、何度も言ったはずですが」

　わずかにでも動どう揺ようしたら、秘密が知られてしまう気がした。

　青丞の冷たい眼まな差ざしに潜ひそむ観察力の鋭するどさは侮あなどれない。

「見た目が女そのものだから、そう言ったまでだ、坊ぼうや。小こ柄がらで、白い肌はだに赤い唇くちびる。その顔でおどおどした態度でいると、どう見てもか弱い女にしか見えないぞ」

　青丞が持っていた扇おうぎで、白桜の顎あごを持ち上げる仕草をした。そのまま顔を上に向けられ、息がかかるほど間近で彼と視線を合わせる。

「都は魑ち魅み魍もう魎りようの巣そう窟くつだ。宮中では本物の鬼おによりも恐おそろしい貴族達が、お前を陥おとしいれようと待ち受けている。……女のような田舎いなか者ものの坊やでは、すぐにとって食われてしまうだろうな」

　含ふくみ笑いにぞっとする。白桜は扇を逃のがれて俯うつむき、両手を交差させて自分の身体からだを抱だきしめた。

　この男物の狩かり衣ぎぬの下に、必死で隠している秘密がある。

　自分が本当は『男』ではなく『女』だという秘密が。

（わたしはとんでもない所に、とんでもない秘密を抱かかえて飛びこんでしまった。でも……）

　気持ちを引き締しめて顔を上げた。そして青丞の目をまっすぐに見つめる。

「わたしはどんな相手にも負けません。必ずやりとげなければならない事がありますから！」

　再び大きく胸を張った。もしこの秘密がばれたら命だって危ないだろう。

　それも自分だけではなく大切な家族さえもだ。

　しかし、白桜がこうして自分を偽いつわって暮らしているのもまた、大切な家族の為だった。

　そっと目を瞑つぶると、父と姉の顔が浮かぶ。彼らの笑顔を思い出すだけで、口元が自然と笑みを象かたどった。二人に最後に会ったのはいつだろう。

　あれはそう、まだ自分が白桜ではなく、里り桜おと呼ばれていた頃ころだった。




　　　　[image: 区切りマーク]




「里桜、都み桜お。よい物を買い求めてきたぞ」

　父の言葉が嬉うれしくもあり、震ふるえるほど恐ろしくもある。

　里桜は顔を引きつらせつつ、ほくほく顔の父を見つめた。

　ここは陽や真ま乙と国の都から少しばかり離はなれた、のどかで平和な片田舎だ。

　見み渡わたす限り竹林と畑しかないような場所に、里桜が住むお世辞にも立派とはいえない屋や敷しきがある。その屋敷で父と姉と自分、そしてたった一人の奉ほう公こう人を含ふくめた四人で、つつましくも穏おだやかに生活……できていないのが、里桜の目下の悩なやみだった。

「よ、よい物って、いったい何を買ってきたのですか？　父上」

　父は四十歳をすぎてもなお、山やま吹ぶき色の直ひた垂たれがよく似合う美中年だ。その上優やさしくて穏やかで、自じ慢まんの父でもある。

　だけどその優しさが、時には災わざわいする事もあった。

「よくぞ聞いてくれた！　実は都の大だい内だい裏りに住まわれる帝みかどもお使いになっておられるという、難病に効く軟なん膏こうを手に入れたのだ。これを身体の悪い所に塗ぬれば、一発で病気が治るという。都桜、きっとお前の病気にも効くはず……」

「父上、失礼ですけど、すっごくうさんくさいっ」

　顔も肌の白さも十人並み。取り柄えは身の丈たけほどもある漆しつ黒こくの髪かみの艶つややかさと、この反応の早さだけだとよく言われる里桜は、思いっきり顔をしかめた。

「何を言う。これは都桜の病気を治す為に、苦労してやっと買い求めて……」

「いくらだったの？」

　今度は父がびくりとする番だった。里桜はその反応に、眉まゆをつり上げる。

「この前は、都で一番大きな神社の病気に効くっていうお守りで、その前はどんな病も祈いのれば一発で治せるっていう都一の加か持じ祈き禱とう者で、そのまた前は万病に効く飲み薬を買ってきたでしょう。でもどれも全部偽にせ物ものだったじゃない」

　里桜は重ね着した裳も唐から衣ぎぬの裾すそを上手にさばいて、足早に父に詰つめ寄った。

「いいですか、父上。うちは一応貴族だけど、ド田舎に住む貧びん乏ぼう貴族なの。わずかな財産でやっと食いつないでいるの。……それは、姉様の病気はもちろんわたしだって治したいけど」

　ちらりと姉に目を向ける。

　一つ違ちがいの都桜は、自分と違って色白で整った顔で、都にいけばたくさんの貴族達から言い寄られるほどの美しさを持っていた。

　優しくておっとりして性格もいい都桜は、父と同じくらい里桜の自慢だ。

　だけど完かん璧ぺきな姉は、生まれつき身体が弱かった。

「お医者様に毎日薬を飲んでゆっくり養生するしかないって言われてるでしょう。だからもう、うさんくさい物は買ってこないで。これ以上散財すると、お医者様から頂いている日々の薬も買えなくなってしまうのよ」

　しゅんとする父の姿を見ると、心が痛んだ。

　父は一日も早く娘むすめの病気を治してやりたくて、健康になれると言われれば、金に糸目をつけずに何でも買ってくる。その気持ちは本当によくわかるが、ここは心を鬼にするしかない。

「父上は人の良さが災いして、先日お仕事をクビ……あ、いえ、お辞やめになったし、蓄たくわえはわずかだし、考えて使わないとうちは破産します。そこで父上、かねてからご相談していましたが──わたしは働きに出ようと思います！」

　優しいけど頼たよりない父と、優しくておっとりしている姉。この二人は顔立ちも性格もとてもよく似ている。だけど自分は、ちょっと……というか、だいぶ二人とは違う。

　五年前に亡なくなった母の教育方針で、金銭感覚が庶しよ民みん並みに研とぎ澄すまされているのだ。

　だから今の家計がどうなっているか、正確に把は握あくできている。

　姉が父に似ているなら、里桜は母に似ていた。母はおっとりしすぎている父と姉を心配し、活発な里桜を子供の頃から世間と交わらせる事で、生活力をつけさせたのだ。

　しかし父は、里桜の提案にぶんぶんと首をふった。

「いやいや、それはいかんぞ。貴族の姫ひめが働くなど聞いた事もない。それにお前はもう十六歳。その年とし頃ごろの姫は、そろそろ結けつ婚こんする年だ。働くなど考える前に、婿むこを探して……」

「婿より先に、明日生活するお金です！　うちにはもう余分なお金はないし、そのわけのわからない軟膏の金額によっては、わたしは今すぐにでも働きに……」




　ドンドンドンッ！




　突とつ然ぜん屋や敷しきの入り口の方から勢いよく戸を叩たたく音がして、里桜は思わず言葉を止めた。

「な、何？　ずいぶんと乱暴な叩き方ね」

　音はすぐに止やんだが、今度は門の方から男の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

　何を言っているかまではわからないが、不ふ穏おんな様子が伝わってくる。

「いったい何事だ。お前達、ここにいなさい。私が見て来るから」

　父がびくびくしながらも、庭との境にある几き帳ちように手をかけようとすると、ちょうどそこから顔を見せた者がいた。

「大変です、旦だん那な様」

「どうしたのだ、想そう月げつ」

　父の前で膝ひざをついたのは、この屋敷に仕える唯ゆい一いつの奉ほう公こう人である想月だ。

　背が高くて色白で、こんな田舎にはそぐわない整った顔立ちをしている。肩かたまでの癖くせ毛げは、日の光の下だと金茶にも見える薄うすい色で、瞳ひとみも同じ色をしていた。

「お客様がいらっしゃったのですが……何やら様子がおかしいのです。ずいぶんとお怒いかりで、旦那様を呼べと仰おつしやって」

　どういう事だろうと父と顔を見合わせる。

　父は穏やかな性格のおかげか、人から恨うらまれるなんて事はなかった。こんな風に屋敷にまで怒鳴り込んでくるほど、他人から怒りを買うなんてあり得ない。

「客……？　私にか。はて、いったいどなただろう。あのように乱暴にやってくるなんて」

「名前をお聞きしましたが、旦那様を呼べの一点張りで教えては頂けませんでした。とても身なりがよいご老人で、見た事もないような立派な牛ぎつ車しやでいらっしゃって。ですが少々……その、不思議な容姿をされていて」

　それを聞いて、里桜は真っ青になって口元に両手を当てた。

（こんなに乱暴に屋敷に訪ねてくるなんて、まさかずっと恐れていたあの事態が、ついにやってきたんじゃ……！）

「ち、父上。まさか内ない緒しよで変な物を買って、借金とかしてないでしょうね！」

　頭に一番に浮うかんだのはそれだ。立派な牛車に乗って屋敷に怒鳴り込んでくる人物なんて、借金取りしか思い浮かばなかった。

　そして恐ろしい事に父は半笑いだ。

「……ええっと、確かこの間、月の天てん女によのように肌はだが白くなって、鼻が高くなって口角がきゅっと上がって美人に早変わりするというおしろいを、年頃の里桜にと思って……」

「いくらだったのーっ」

　詰め寄られて、庭に目を泳がせた父の表情が、一いつ瞬しゆんで凍こおり付く。

　里桜は不思議に思って動きを止める。

　父はお気楽極楽を絵に描かいたような人で、頼りないけれどあまり物事には動じない、ある意味とても得な性格をしているのだ。こんなに緊きん迫ぱくした表情は今まで見た事がない。

「ようやく見付けたぞ……！」

　地じ獄ごくに住む鬼おにとは、もしやこんな恐おそろしい声をしているのではないか。里桜がそう思ってしまうくらい低い声が庭からした。恐る恐るそちらに目を向けたと同時に絶句する。

　そこには、浅黒い顔に深いしわを刻んだ老人が仁に王おう立ちしていた。

「だ、誰だれなの……？」

　思わず呟つぶやいて、父の腕うでを両手で握にぎりしめる。

　里桜が驚おどろいたのは、老人の瞳と髪の色だ。

　近所に住む人達はみんな、黒か茶の髪と瞳をしている。しかし老人は、日差しを受けて輝かがやく白銀の髪を一つに結び、紅色のつり上がった瞳をしていた。

　老人に睨にらみつけられて、思わず怯おびえて父の後ろに隠かくれる。

　いつもは鷹おう揚ような父が一歩前に出て、さっと両手を広げた。

「白びやつ虎こ様……どうしてここに？」

　どうやら父は老人を知っている様子だった。都桜が恐ろしそうに父の背にすがる。

「父上、こちらはいったい、どなたです？」

「わしは、白虎上総かずさだ。──そなた達の祖父だ」

　顔と同じく、迫はく力りよくがあって野太い声で都桜の質問に答えたのは、老人本人だった。

「おじいさまですって？　まさかそんな。噓うそよね、父上……」

　驚いて見上げたが、父は真しん剣けんな表情を崩くずさず、老人を見つめていた。

「白虎様、お帰り下さい。妻はもう……」

「妻などと、わしの娘を……たった一人の娘を気安く呼ぶなっ。この盗ぬすつ人とが！　娘をさらってこんな田舎いなかの崩れかけた屋や敷しきで暮らさせていたのか。お前と駆かけ落ちなどしたせいで、娘は亡くなって……。お前のせいじゃ。お前が桜さくら子こを殺したのじゃ！」

（よ、よくわからないけど、この人が母上のお父様だっていうのは本当なの？　でも……）

　怒鳴り声が怖こわくて震ふるえていた里桜だが、一方的に父が批難されるのを見て、段々と怒りがこみ上げてきた。

　何とか堪こらえようとしたが、口くち汚ぎたなく罵ののしり続ける老人に我が慢まんができず、父の後ろから飛びだす。

「待って下さい！　母が亡くなったのは父のせいではありません。父は父なりに母の病気が治るよう手を尽つくしたのです。その場にいなかったあなたが、とやかく言うのは許せません！」

　しとやかにつつましく、それが世間一いつ般ぱんの姫だ。

　だけど、母は違う事を里桜に言って聞かせていた。

〝自分の意見を持って、強くたくましく生きなさい〟と。

「ずいぶん立派な身なりをされているし、きっとそれなりの地位の方なのでしょう。ですが突とつ然ぜんやってきて怒鳴り散らすなんて、位の高い貴族様のされる事ではございません。どうか一度お引き取りになって、礼を尽くして改めてお越こし下さい」

　ただ人びととは異なる容姿を持つ老人が怖くて、本当はまだ手が震えている。

　だけどこれ以上父を傷つけるのは許せなかった。それに都桜も真っ青になっていて今にも倒たおれそうだ。家族を守る為ためにも、威い圧あつ的に怒鳴り散らすだけの老人には負けるつもりはない。

　そんな里桜の様子を見て、なぜか老人は満足そうに目を細める。

「……決めた」

　ぼそりと呟いた老人の顔には、笑えみが広がっていた。その紅くれないの瞳が里桜をじっと見み据すえる。

「その度胸が気に入った。そなたを引き取る。我が名門白虎家の跡あと取と……いや、姫として！」

「え!?　ちょっと待って。どうして急にそんな話になったの、引き取るっていったい……？」

　目を瞬またたかせた里桜は、まだ知らなかった。

　この祖父との出会いが、これから先の里桜の運命を大きく変えてしまうことを。









　一章







　まずは父からきちんと事情を聞くべきだ。とりあえず客間に通した老人は、里桜を都に連れて行くの一点張りで、何を言っても帰る気はないようだった。

「いったいどういう事なんですか、父上。駆け落ちなさったって本当？」

　里桜は別室で父に詰つめ寄る。それを、都桜と想月が真剣な顔で見つめていた。

「それに、白虎様って、まさかあの有名な名門貴族の……？」

　半信半疑で聞いてみる。老人がまとっている布ほう袴こはかなり上質な生き地じでできたもので、腰こしに差していた飾かざり太刀たちは金銀や玉がちりばめられた立派な物だった。

　その身なりだけでも、老人がそうとうな地位にあると察しはつく。そして老人が名乗った名字は、田舎者の里桜でも知っている。

　もし想像通りなら、話をするのも恐れ多おおい人物だ。

　父が神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。

「里桜、お前が思っている通りだよ。あの方が都を守る四神の一つ、白虎神を祀まつる一族の当主、白虎上総様だ。恐れ多くも帝みかどの右みぎ腕うでとして、大だい内だい裏りでも左大臣の位を頂いていらっしゃる。その一人ひとり娘むすめが桜子。つまりお前達の母上なんだ」

「は、母上が……!?　あの白虎家の姫ひめ君ぎみだと仰るのですか!?」

　思わず口をぽかんと開けた。座って話を聞いていた都桜が、小さく首を傾かしげる。

「あの、父上、四神の一族とは具体的にどういう方達なのですか？　話には聞いた事がありますが、詳くわしい事はよくわからなくて……」

　身体からだが弱く、外にもほとんど出た事がない都桜が世間知らずなのは仕方ない。

　父は都桜の前で膝ひざをついて、目線を合わせた。

「ではわかりやすいように話そう。白虎家とは、都の……いや、この陽真乙国を守る四神を祀る一族の一つだ。都には青せい龍りゆう、白虎、朱す雀ざく、玄げん武ぶという四神を祀る四つの一族が、東西南北に屋敷を構えて住んでいてね。その四つの一族は帝の次に権力を持つと言われているんだよ」

　それは里桜も知っていた。祀る神の名をそれぞれ名字に頂く一族は、四神の一族と言われているらしい。

　里桜は目を瞬かせつつ、父に詰め寄った。

「確か白虎家を含ふくめた四神の一族の中から、この国を治める帝が選ばれるのでしょう？」

「その通りだ。帝は世せ襲しゆう制ではなくて、青龍家、白虎家、朱雀家、玄武家の四家の跡あと取とりの中から選ばれるんだ。今の帝は青龍家の当主だよ」

「では、母上がその名門貴族のご息女だったという事なのですか？」

　目を見張っている都桜に、父がわずかに苦く笑しようした。

「お前達には黙だまっていたが、実はそうなんだ。母上は、本当なら宮中に上がって中ちゆう宮ぐうになっていたかもしれないような、身分の高い姫君だったんだよ」

「ええっ！　あの母上が!?」

　目を大きく見開いてつい叫さけんでしまった。

　中宮といえば帝の正室だ。着古した裳も唐から衣ぎぬ姿で、父に内緒で縫ぬい物などの内職をしていたたくましい母。その母が帝と結けつ婚こんしていたかもしれないなんて、とても信じられない。

「本来なら貧びん乏ぼう貴族だった私は、身分の高い彼女とは話をするのも無理だった。でもある宴うたげで偶ぐう然ぜんが重なって運良く話をする事ができてね。彼女の優やさしさと強さに恋こいをしたんだ」

「まあ、素す敵てきだわ」

　都桜がぽっと頰ほおを赤らめて両手を合わせた。

　初めて聞く父と母のなれそめに、里桜も興きよう味み津しん々しんに耳みみを傾かたむける。

「そして無む謀ぼうだとわかっていたけれど、結婚を申し込んだ。桜子は私の妻になると言ってくれて、心底嬉うれしかった。……しかし白虎様は大反対されたんだ」

　里桜は先さき程ほどの老人の様子を思い出す。父を憎にくんでいるのを隠そうともしていなかった。あの調子で父と母の結婚も反対したのだろうと予想はついた。

「何度も白虎様を説得したが、聞いてはもらえなかった。だから、桜子と一いつ緒しよに都を出てこの屋敷へと身を隠したんだ」

（父上っていつも頼たよりなくて気弱だけど、いざという時はそんな大だい胆たんな事もできるんだ）

　目を見開いて感心していると、父に手招きされた。

　都桜と一緒にすぐ近くまで膝でにじり寄ると、父の両手が里桜達を抱だき寄せる。

「五年前に桜子は亡なくなってしまったけれど、お前達は彼女が私に遺のこしてくれた大切な宝物だ。白びやつ虎こ様の所に行けば、きっと贅ぜい沢たくな生活ができるだろう。だから、本当なら笑って里桜を送り出すべきかもしれない。でも……」

　父が眉まゆ根ねをぎゅっと寄せて、顔を俯うつむけた。里桜は父の腕うでに手を添そえ、握にぎりしめる。

「嫌いやです。わたしは行きたくありません」

　父が驚おどろいたように顔を上げた。里桜は不安げに顔を歪ゆがめて、父の腕を握る手に力を込める。

「贅沢な暮らしなんていりません。今のままで十分です。父上と姉様と別れて暮らすなんて絶対に嫌」

　かろうじて泣きはしなかったが、手がわずかに震えた。父がその手に手を重ねてくれる。

「しかし白虎家に行けば、立派な屋敷で綺き麗れいな着物を着て美味おいしい物を食べて、生活の心配などせずにゆったり暮らせるのだぞ」

「いいえ、母上の思い出が詰まった屋敷を出るつもりはありません。貧しくてもここで父上と姉様と想月と一緒に暮らす方が幸せだもの。お願い、父上。わたしはここにいたい……！」

　潤うるんだ瞳ひとみで必死に見上げる。

　父がしばらく目を伏ふせていたが、やがて里桜の手をしっかりと握りしめてくれた。

「……お前の気持ちはわかった。白虎様には、私がきちんとお断りしてこよう」

　父は青ざめていたが凜り々りしい表情をしていた。

　その言葉にほっとして、立ち上がろうとした父の袖そでを握って引き留める。

「待って、父上。わたしが直接お断りしてきます。父上が行ったら、おじいさまはさっきみたいに感情的になってしまわれると思うの。わたしの方が落ち着いて話ができると思うから」

「しかし……」

　渋しぶい顔の父に、胸に手を当てて大きく頷いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。ここにいたいんだって、自分の口からおじいさまに伝えたいの。ちゃんと話せば、おじいさまだってわかってくれるはずだから。……想月、一緒に来て」

　想月が静かに立ち上がる。

　里桜は心配そうな父と姉の顔を見て微笑ほほえみ、想月を伴ともなって部屋を後にした。
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　里桜は背筋をぴんと伸のばして、屋や敷しきの一番広い客間へと足を踏ふみ入れる。

　その一番奥であぐらをかいているのは、祖父の上総だ。

（ぶすっとした顔をしてるなぁ。孫に初めて会ったんだから、もっと笑えばいいのに）

　一緒に来ていた想月に、部屋の入り口で控ひかえるよう目で合図して、上総の前までゆっくりと進んで腰を下ろす。

　上総は眼光鋭するどく恐おそろしいほどの迫はく力りよくを全身から放っているが、負けるわけにはいかない。

　里桜は大きく息を吸い込んで、まっすぐに上総を見つめた。

「あの、結論から言いますが、わたしはおじいさまの所に行く気は……」

「結論から言うとは、まるで『男』の話し方じゃな」

　話の途と中ちゆうでぴしゃりと言い返されて、里桜は眉根を寄せた。

「……？　こまごまと話すのは苦手なので、わかりやすくしようと思っただけです」

「なるほど。論理的に物を考えられるようじゃの。お前はずいぶんと頭の回転がよいようだ。はきはきしていて問いかけにもしっかり返答する。わしに意見するほどの度胸もある。たおやかに育った普ふ通つうの姫ひめとは違ちがうようだ。……うむ、やはりお前がよい」

「勝手に一人で納なつ得とくしないで下さい。あなたは確かに名門の貴族で大金持ちかもしれない。だけど、わたしは貧しくても幸せなのです。ですからあなたの屋敷に行くつもりは……」

　断る気は満々だ。家族と離はなれて都へ行くなんて冗じよう談だんではない。

　祖父なのは間ま違ちがいないようなので邪じや険けんにはできないが、こんな自分勝手そうな人と暮らすなんてとうていできなかった。

　しかし上総はふいに低い声こわ色いろで、こちらへ探さぐるような視線を向けた。

「姉の……都桜の病気は、あまりよくはないようだな」

　ぼそりとした声に、目を見開いて言葉を途切らせる。

「ここに来る前に調べさせたが、肺の病のようだな。治すには、異国の薬がよいと聞く」

「わ、わたしもそう聞きましたが、都の施せ薬やく院でも異国の薬はそうそう手に入らないそうで。こんな田舎いなかではまず見かける事さえないと……」

　異国の薬の〝偽にせ物もの〟なら、一度父が手に入れてきた事があった。

　だが一向に効かず、舐なめてみたら驚く程甘かった。

　結局ただの砂糖だとわかって、家族みんなで落ち込んだのだ。

「わしなら、その薬を手に入れられるぞ」

　その言葉に、息を吞のんだ。思わず両手を畳たたみについて、前のめりになる。

「ほ、本当に、薬を？　でもお医者様が、帝みかどでもなかなか入手は難しい貴重な薬だって」

「確かにそうじゃ。しかしわしは、異国と交易している商人と懇こん意いにしておる。多少手間取りはしたが、数日中にはわしのもとに届くじゃろう」

「お願いです、その薬、譲ゆずって下さい……！」

　必死の形相で、床ゆかにつくくらい頭を下げる。

　最近は落ち着いてきているが、都桜はたまに血を吐はく時がある。

　今すぐでなくても、命の期限はそう遠くない所にあると医者に言われてもいた。

　それを知っているから、父もうさんくさい薬とわかっていながらも、病気に効くと言われれば買ってきてしまうのだ。

　もちろん里桜だって、都桜の病気を治せる本物の薬なら喉のどから手が出るほど欲しかった。

「頭を上げるのじゃ。……お前の頭を一つ下げたくらいでは、あの貴重な薬は譲れぬぞ」

　愕がく然ぜんとして目を見開いた。血のつながった祖父だ。なんだかんだ言っても、都桜を助けたくて薬を取り寄せてくれたのかと思ったのに、どうやらそうではないようだ。

　頭を上げると、上総の厳しい視線が里桜を射い貫ぬいた。

「里桜、お前は賢かしこい。欲しい物を、たとえばそれがとてつもなく貴重なものだとしたら、何と引き替かえなら手に入れられると思う？」

　問いかけもまた、厳しい口調だった。無む償しようで何かをしてくれる気はないのだと思い知る。

　少しは肉親の情を期待していた自分は、どうやら甘かったようだ。

　だが、ここで引き下がるわけにはいかない。

（姉様が苦しむのも、父上がそれを見てもっと苦しい思いをされているのを見るのも嫌。姉様の薬が欲しい。どうしても……！）

　里桜は大きく息を吸い込んで、正面の上総を見み据すえた。

「たとえあなたが帝に次ぐ権力を持っていたとしても、その薬を手に入れるのは、かなり困難だったはず。それだけの苦労をしても引き替えにしたいと思うものとなら、取引できるのでしょう。……確か母上は一人ひとり娘むすめ。という事は、あなたにはもう子供はいない。あなたはお年を召めしている。あなたがどうしても欲しいのは跡あと取とりか、もしくは跡取りを産む、女性」

「完全な正解ではないが、間違ってはおらぬ。少々複雑な問題が絡からんでおるからな」

　推測ではあったが、上総は満足げに呟つぶやいた。

「とにかく、わしはお前を引き取って都に連れて帰る。その代わりと言ってはなんだが、都桜の薬を手に入れてやった。後はお前が選ぶだけだ。自分の人生と生き方を。……まあ、この状じよう況きようでは、お前の選ぶ道は一つしかないがな」

　くっと口角を上げた祖父に、心底腹が立った。

　要するに里桜に都に来て、見も知らぬ男と結けつ婚こんして跡取りを産めと言っているのだ。

（嫌だ、嫌だ。絶対に嫌だ……！　何が一番嫌って孫が病気で苦しんでいるのに、薬を取り寄せても何かと引き替えじゃないと渡わたさないなんて、そんな血も涙なみだもない人と暮らす事だ！）

　父も姉も大好きだ。離れて暮らすなんて考えられなかった。

　だけど返事はできないでいた。嫌だけど、断れば都桜の病気は治らないからだ。

「……少し失礼します」

　立ち上がり、上総に背を向ける。一人になってどうすればいいのか考えたかったし、何より彼の顔をこれ以上見たくはなかった。

　部屋の隅すみにいた想月も立ち上がり、入り口の几き帳ちようを上げてくれる。

　彼は何も言いはしなかったが、痛々しそうな顔をしていた。

「ありがとう、想月」

　几帳をくぐって部屋を出ようとした里桜は、驚いて足を止めた。

　廊ろう下かでは心配そうな父と姉が、こちらの様子を窺うかがっていたのだ。

「どうした、里桜。いったい何を話していたのだ。ちゃんと都へは行かないと断れたのか？」

「顔色が悪いわ、里桜。何か嫌な事を言われた？」

　二人の顔を見るとほっとする。だけどそれと同時に、自分が都に行かなければ二人はどうなってしまうのだろうかと、不安になった。

（姉様の病気が治らなければ、父上は心配のあまり偽物の薬を買い続ける。そうしたら生活は成り立たない。それに何より、姉様の病気はいつまでたっても良くはならない……）

　それは里桜の心を大きく揺ゆさぶった。それを見み透すかしたように背後から上総の声がする。

「里桜、わしの屋敷へ来い。それが誰だれにとっても幸せだ」

（ひどい。そんな事を言われたら断れない。だっておじいさまは姉様の命を握にぎっている。……姉様にはこれからも元気でいて欲しい。笑ってすごして欲しい。その為ためならわたしは……）

　息が止まりそうだったけれど、しっかりと顔を上げて父と姉を見つめた。

　そして無理をして口角を上げる。

「父上、姉様。──わたしはおじいさまの屋敷に参ります」

　父と姉が驚おどろいたように目を見開いて、身を乗り出した。

「な、何を言い出すんだ。里桜」

「そうよ、里桜。さっきまでは行かないって……」

「そうなんだけど、おじいさまとお話ししたら、やっぱりいい人だなって思って」

　噓うそをつくのは辛つらい。だけど、里桜は自分にとって何が一番大事なのかをよく知っている。

　大切な家族を守る為の噓ならば、いくらでもつける。

「それにおじいさまは一人娘が駆かけ落ちしてしまって、寂さびしいのですって。ですからお慰なぐさめしたいのです。都まではせいぜい牛ぎつ車しやで一日。どうしても嫌いやだったら帰って来られますし」

　一人娘を奪うばって駆け落ちしたのは父だ。だからそのせいで寂しいと言われれば、反対はしにくいだろう。そう計算しての言葉だった。案の定、父がぐっと言葉に詰つまっている。

　上総が立ち上がって大おお股またで近づき、父と向かい合った。

「そうじゃ、里桜は桜子と顔立ちも性格もよく似ておる。そばにいてくれるとわしも心強い。それにこんな田舎ではまともな婿むこの来てもないぞ。わしの所に来れば、名門子息との結婚も夢ではないのだ」

　上総は、人の痛い所を探り出すのがうまいらしい。都桜の病気に効く薬を里桜との取引の材料として使ったように、父には娘と良家の子息との縁えん談だんという材料を突つきつけた。

「里桜は、都に行った方が幸せになれる……のか？」

　呟いた言葉は自分に言い聞かせるようでもあった。里桜は複雑な気持ちになる。

（反対して欲しい。だって行きたくないんだもの。だけど、賛成してもらわなきゃ。だって姉様の命を救う為だもの。お願い、父上。うんと言って！）

　その願いは届いたようだ。しばらく考え込んでいた父が、決心するように頷うなずいた。

「……わかりました。里桜は賢くしっかり者で、こんな田舎で燻くすぶらせるのは惜おしいと思っておりました。都に行けば、様々なよい出会いもあるでしょう。ただし」

　顔を上げた父の目には常にない迫はく力りよくがあった。その目が部屋の隅に向けられる。

「そこにいる想月を一いつ緒しよに連れて行って下さい」

　跪ひざまずいていた想月が珍めずらしく驚いた顔で、父を見上げた。

「想月は、五年前から我が家に仕えておりまして、今年で二十三歳になります。もともとは高貴な家いえ柄がらの奉ほう公こう人として仕えていたそうで、礼れい儀ぎ作法も完かん璧ぺきです。里桜も兄のように慕したっていますし、彼が一緒なら私も安心です」

「でも、父上。想月はたった一人の奉公人で、彼がいなくなるとこの家は……」

　家事に掃そう除じに力仕事に至るまで、みんな想月と里桜で手分けしていたのだ。

　自分達がいなくなったら、お気楽な父と身体からだの弱い姉だけではとても暮らせないだろう。

　しかも想月は亡なくなった母に恩があるそうで、今でもそれを感謝してほぼ無給で働いてくれているという奇き特とくな人物だった。彼を逃のがしたら、新しい奉公人なんて雇やとえるはずがない。

　事情を察したのか、祖父がちらりと想月に目をやった。

「よかろう。里桜も一人では心細かろうから、その者も連れて行こう。この家の世話なら、わしが信用できる奉公人を用意するので心配するな。もちろん金の心配もな」

（姉様の薬と家族の生活費。それがわたしが都へ行く報ほう酬しゆうなんだ。……悪くない条件だよね、きっと。だってわたしがどんなに働いても、それだけの物は手に入らないもの。おじいさまと一緒に都に行けば、父上も姉様も楽に暮らせるようになる。これが一番いい道なんだ）

　俯うつむいて自分に言い聞かせていると、父がそっと背中に手を当ててくれた。

　優やさしくて温かな父の手だ。昔から、この手で撫なでられるのが大好きだった。

「里桜……準備を手伝おう。何もできない父だが、そのぐらいはさせてくれ」

「ありがとう。父上」

　嫌がっているとわかったら、父は祖父と戦ってでも止めてくれるだろう。

　だから本心は絶対に悟さとられてはいけない。

　どうか、声の震ふるえを誰にも気付かれませんように。
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　生まれて初めて乗る、金の装そう飾しよくが施ほどこされた牛車に揺られ、里桜が都についたのは故郷を出てから丸一日が経たった頃ころだった。

「こちらにどうぞ」

　都の西にあるという白びやつ虎こ家の屋や敷しきにつくと、綺き麗れいに着き飾かざった女によう房ぼうが里桜達を出で迎むかえた。

　しずしずと歩く女房が案内してくれたのは、客間なのか広々とした部屋だ。

　傷一つない床ゆか張ばりで、庭に面した廊下には、人目を避さける為か几帳がかけられている。部屋の真ん中には畳たたみが数枚敷しかれ、脇きよう息そくが置かれていた。

　女房がそちらを手で示したので、里桜はおずおずとそこに座る。

　軽くおじぎして部屋を出て行った女房を目で確かめてから、斜ななめ後ろに控ひかえて座った想月に膝ひざでにじり寄った。

「ねえねえ、白虎家のお屋敷って思ってたのの何倍も立派なのね。びっくりしちゃった！」

　小声だが興奮気味に囁ささやきかける。屋敷に到とう着ちやくするまで、狭せまい牛車から顔を出す事も許されなかったから、ずっと息苦しくて仕方なかった。

　その上、大人しくしていないと祖父に睨にらまれる為、気軽に想月と話もできなかったのだ。

　やっと窮きゆう屈くつな環かん境きようから解放されて、里桜はのびのびと辺りを見回す。

「こんなに大きくて綺麗なお屋敷は初めてよ。屋敷に入ってからこの部屋に来るまでだって、長い渡り廊下を通ってちょっとした散歩並みに歩いたし。あ、それにみてみて。お庭もすっごく眺ながめがいいのね！」

　几帳が上がっている所から、庭が見み渡わたせた。

　庭は白しろ砂利じやりが敷き詰められていて、その向こうには広大な池まである。

　その周りには品よく植えられた松の木や置き石が整然と並んでいた。

「お金ってある所にはあるのね。わたし、このお屋敷で迷子になれる自信があるなぁ……」

「里桜姫ひめ、そうやって物もの珍めずらしそうに辺りを見るのはお控え下さい。田舎いなか者もの丸出しでみっともないですよ」

　冷静な声が切れ味鋭するどい嫌みを放った。里桜はむっとして、傍かたわらにいる想月を見上げる。

「失礼でしょ、想月。あなたどうしてそう、顔は綺麗なのに口は悪いの」

　想月は五年も前から一緒に暮らし、奉公人というよりほぼ家族のようだ。

　色素が薄うすいのか、太陽を浴びて金茶に光る瞳ひとみと髪かみ。肌はだも透すき通とおるように白くて、顔立ちは里桜よりよほど整っている。

　この綺麗な顔で辛しん辣らつな嫌みを放つ事を知っているのは、実は家族でも里桜だけだった。

「里桜姫の教育の為です。私は以前奥方様に、並々ならぬご恩を受けました。奥方様がお亡くなりになった今、そのご恩を里桜姫や都桜姫、そして旦だん那な様にお返しするのが務めと思っております。これからは名門白虎家の姫になられるのですから、以前にも増して厳しく姫ひめ修しゆ業ぎようを致いたしますからね」

「想月って、いつもわたしにだけ厳しくて、失礼な事を言っていじめるよね。しかもすっごく嬉うれしそうに！」

　つい口調が荒あらくなる。怒いかりも伴ともなっているが、想月は昔から本音で話せる唯ゆい一いつの相手なのだ。

「おや、私への悪口が聞こえたような気が。里桜姫は相変わらずよい度胸の持ち主ですね。後からどんな目に遭あうか、今まで嫌というほど味わってこられたでしょうに」

（ええ、よくわかってる。黙だまって遊びに行って、門を閉められて入れてもらえなかったりとか。想月を落とし穴に突き落とそうとして、反対に落とされたりとか。山に一緒に山菜を採りにいって、口答えしたら置き去りにされたりとか）

　言い出したらきりがない。想月は綺麗な顔でちくりと刺ささる毒を吐はく。

　その口の悪さに腹を立てて仕返ししようとして、いつも失敗してしまうのだ。

　里桜が口を尖とがらせたのを見て、想月がくすりと笑えみをもらした。

「まあ、新しい生活が始まるのです。里桜姫もこれから大変になるでしょうし、意地悪はこのくらいにしておきましょう。……何か困った時は一番に私にご相談下さい」

　男性に対して失礼かもしれないが、微笑ほほえんだ顔はまるで大輪の花のように美しかった。

　うっかりその笑みに見とれてしまった里桜は、慌あわてて首を振ふって気を取り直す。想月の言う通り、今から新しい人生を歩まなければならないのだ。ぼんやりしている暇ひまはない。

「うん。わかってる。──あのね、本音を言うと頼たよりにしてるよ。だってあなたはどんな意地悪をしても、最後には必ず助けてくれるでしょ」
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　閉め出しても、心から反省すれば門を開けてくれる。落とし穴に落ちたら、引き上げてくれる。山に置き去りにしても、必ず後で迎むかえに来てくれる。

　だから彼は里桜のもっとも信しん頼らいする人物でもあるし、父も彼を都へと同行させたのだ。

「──あのね、想月。父上におじいさまとの取引を黙っててくれてありがとう。それと……一緒に来てくれてありがとう。本当は知らない屋敷で暮らすなんて不安でいっぱいなの。でも、想月がいてくれたらすごく心強いよ」

　上総との話に同席していた想月だけは、都桜の薬の事を知っていた。

　それを家族には黙っててくれと頼たのんだのは里桜だ。

　しおらしく頭を下げると、想月が優しく微笑んでくれる。

　その笑顔を見て、里桜はようやく肩かたの力を抜ぬいてほっと息をついた。
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　里桜がしばらく想月と話をしていると、上総がやや乱暴な足音を立てて部屋に入ってきた。

　そして里桜の姿を上から下までじろじろと見つめて、顔をしかめる。

「湯ゆ殿どのの用意をさせた。その貧びん乏ぼう臭くさい裳も唐から衣ぎぬを脱ぬいで身を清めてこい」

「は？　び、貧乏臭い!?」

　思わず目を見開いて立ち上がる。今着ているのは、里桜が持っている中でも一番上等の裳唐衣で、去年父が大奮発して買ってくれた大切な物だった。

「その言い方は失礼で……」

「口答えするな！　お前はこれからは白虎家の跡あと取とりとなるのだぞ。それに相応ふさわしい恰かつ好こうをするのは当然だ」

　頭ごなしに怒ど鳴なられて、首を竦すくめた。

（ううっ。言い返したい！　でも、おじいさまの機き嫌げんを損そこねて、姉様の薬をもらえなくなったりしたらまずいよね。ここは我が慢まん我が慢まん）

　里桜は仕方なく、案内の女房に続いて部屋を出る。

　連れて行かれた湯殿は床張りで、部屋の中央に大きなついたてが置かれていた。女房が湯殿から出たのを確かく認にんして、ついたての向こうを覗のぞくと、大きな盥たらいに湯が張られている。

　里桜は大人しく着物を脱いで、湯気が立つお湯に浸つかった。

　長旅で疲つかれていたから、温かな湯が気持ちいい。密ひそかな自じ慢まんの長い黒くろ髪かみと身体からだをじっくり洗ってついたてから顔を出すと、いつのまにか着物が一式用意されていた。

「ん？　なに、これ」

　貧乏臭いと言っていたから、新しい着物を用意させたのだろうなとは、見当がついた。

　だけどその着物がどこからどう見ても、おかしかった。

「これって狩かり衣ぎぬだよね……。何で男物の着物が用意されてるんだろ」

　辺りを見回したが、床張りの部屋には他ほかには何も置かれていない。

　どうやら里桜が着ていた裳唐衣も持っていかれてしまったようだ。

「どうしよう。誰だれか呼ぼうかな。でも裸はだかだし」

　たとえ女性でも肌はだを見られるのには抵てい抗こうがある。

　ましてや初めて来た屋敷。呼びかけに男が来たりしたら大変だ。

「しょうがないな。とりあえずこれを着ようかな」

　父の着き替がえを手伝ったりするから、狩衣の着方はわかっている。

　里桜は袖そでを通し、身の丈たけほどもある髪を一つに束ねた。

　いつもは垂らしているのだが、髪を結ぶ飾かざりひもが置いてあったし、男物の狩衣を着たのに髪だけおろすのは何となく変だと思ったからだ。

「おや、里桜姫。……男らしいと思っていましたが、やはり男でしたか」

　部屋から出ると、廊ろう下かに控えていたらしい想月が、珍めずらしく驚おどろいたように片眉まゆを上げた。

「そんなわけないでしょ。着替えがこれしかなかったの。間ま違ちがえて持ってきたんじゃないかな」

「なかなかお似合いですよ。里桜姫は女性にしては少しばかり背が高くていらっしゃいますし、顔立ちも凜り々りしい感じがしますし。まあ、喋しやべると元気が良すぎて、少々お馬ば鹿かさんに見えてしまうので、黙っていればの話ですが」

「失礼でしょ！　ねぇ、想月、どうしてあなたはわたしにだけそう意地悪を言うの？」

「意地悪ではありません。里桜姫に立派な貴族の姫として成長して頂きたいので、心を鬼おににして苦言を申し上げているのです」

　まじめな事を言っているが、含ふくみ笑いした顔は面おも白しろがっている時のものだ。

「噓うそよ、絶対想月はわたしをいじめるのが楽しいのよ……。ああ、もういい。それより、持ってきた荷物の中から、わたしの着物を持ってきて」

「それは、もうすべて捨てさせた」

　ふいに聞こえた威い厳げんのある声に、里桜は慌てて振り向むいた。

　廊下の向こうから大おお股またで歩いてきた上総が、里桜の姿を上から下までじっくりと見つめて、にやりと笑う。

「やはり似合うな。男としては少々背が低いし華きや奢しやだが、まだ十六歳でもあるし、成長途と中ちゆうだ。今から伸のびると言えばよい。大だい丈じよう夫ぶじゃろう」

　一人納なつ得とくしている様子の上総に、里桜は思いっきり眉まゆ根ねを寄せた。

「あ、あの、何を言ってらっしゃるのですか？　男にしてはとか、成長途中とか。あっ、それより、わたしの着物をすべて捨てさせたって、どういう……」

「着物だけではないぞ。小物にいたるまですべて燃やした」

　堂々と言い返されて、怒りでかっと頰ほおが赤くなる。

「な、なんて事をっ。確かに高価な物ではありませんが、父上に買って頂いた大事な……」

「高価かどうかが問題なのではない」

　上総が息を大きく吸い込んで、里桜に向かって宣言するように声を発した。

「よいか、里桜。いや、『白桜』。お前は今日この時より、女を捨てて、男として生きるのだ」

「な、何を言ってらっしゃるのですか、おじいさま。白桜って……？」

「お前の名じゃ。白びやつ虎こ家の跡取り息子むすこ、白桜。うむ、よい名じゃ。それにしても、狩衣が似合っているな。初めてお前達姉妹を見た時、細身で美しすぎる都桜よりも、お前の方が男おの子こ姿が似合うと思ったのじゃ。やはり、わしの目に狂くるいはない」

　満足そうに頷うなずく上総に、ずっと堪こらえていた里桜の怒いかりが爆ばく発はつした。

「何が狂いがないよ！　ぜんぜん意味がわからない。男として生きるってどういう事!?」

　大人しく上総のもとで暮らそうと覚かく悟ごを決めていたが、さすがにわけのわからない事ばかり言われて、今までの鬱うつ憤ぷんを全部叫さけびに込めてしまった。

「ほう、やはり威い勢せいのいいのが本当の性格のようだな。なおさらよい。外にもほとんど出ないようなたおやかな姫ひめでは、この大事は務まらぬ」

　にやりと笑った上総が、ふいに背を向けて廊下を歩き出した。

「来なさい。今からお前を引き取った本当の理由を教えてやろう」

　里桜は想月と顔を見合わせる。

　不安もあったが、自分がどういう状じよう況きようにあるのか知りたくて、仕方なく二人で彼の後を追った。
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　広い畳たたみの間は、屋や敷しきの一番奥にあった。

　想月を廊下に残した里桜は、部屋の中央に座り、上総と向かい合う。

　しばらく無言だった上総が、やがて小さく息をついた。

「里桜、この国の成り立ちと四神の話は知っているか？」

「は、はい。えっと……この国が陽真乙国と呼ばれるようになって間もない頃ころ、雨が一年も降らず作物が育ちませんでした。その上、都では大火事が。そんな時、都に住むある若者達四人が、自らの命と引き替かえに国を救ってくれと祈いのりを捧ささげ、それに応こたえたのが、青せい龍りゆう、白虎、朱す雀ざく、玄げん武ぶの四神」

　昔からある有名な伝説だ。この国に住む者なら知らない者はいないだろう。

　里桜は子供の頃から聞かされていた話を思い出しながら、口を開く。

「四神は天より現れ、大火事を消して民たみを救い、雨を降らせて作物を実らせた。四神を呼び寄せた若者達は、神と心を通じ合わせた証しよう拠ことして、人とは違ちがう神聖な姿になったといわれています」

　ちらりと上総を見上げる。紅くれないの瞳ひとみに、白銀の髪かみ。それはこの国の人が本来は持たないものだ。

　つまり四神と心を通じ合わせた者達の姿が人と違うものになったというのは、こうして特別な瞳と髪の色を持つようになった事を示しているのだろう。

「その若者達は、それ以来この国を先導してまとめる役目を担にない、四神を祀まつる四家に分かれた。それが四神の一族、青龍家、白虎家、朱雀家、玄武家。彼らはこの国に住む者達の信しん頼らいを集め、いつしか四家の中から国の頂点に立つ帝みかどが選ばれるようになった。──そう聞いています」

「よく勉強しておるな。加えていうなら跡あと取とりの中から帝を選ぶのも、わしら人間ではない。四神が帝を通じて次の帝が誰かお告げをなさるのだ。四神の声を直接聞ける者、それが帝だ」

　何となくは知っているものの、田舎いなかに住む里桜には初耳の事も多かった。

　わずかに首を傾かしげた里桜に気付いたのか、上総が詳くわしい話を聞かせてくれる。

「帝になれる資格がある者は、四神の跡取り達だけじゃ。そして各一族の跡取りとなるには、四神がお告げを下して決めた、跡取りの御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきに参加せねばならん」

「御披露目の儀式……？　ではそれを受けないと跡取りにはなれないのですか？」

「そうじゃ。他にも跡取りとなるには、細かい条件がある。まずは一族の血を引いていること。十三歳から二十三歳までであること。そして先さき程ほども言ったが、跡取りの御披露目の儀式に必ず参加することだ」

　それが自分とどういう関係があるのだろう。目を瞬またたかせると、上総が渋しぶい顔をした。

「もしこの条件を満たせる跡取りがいない場合、その一族は位を剝はく奪だつされ、財産を没ぼつ収しゆうされて都を追放される。そして四神が新たな一族を選び直してお告げを下されるのだ」

「そ、それは大変ですね。もし跡取りがいなければ、身分も何もかもなくして、都落ちするって事でしょう？……あれ、その儀式って、いつなんですか？」

　とても嫌いやな予感がして、上うわ目め遣づかいで上総の顔色を窺うかがった。

　彼の苦虫をかみつぶしたような顔が更さらにひどくなる。それがまた嫌な予感に拍はく車しやをかけた。

「──一月後じゃ」

「ああっ、嫌な予感が当たった……！」

　思わず泣きそうな顔になって声も出てしまった。上総がじろりとこちらを睨にらむ。

「里桜、お前の嫌な予感とやらを聞かせてみろ」

「……母上は、あなたの一人ひとり娘むすめ。屋敷は広いけれど、奉ほう公こう人しか見当たらない。つまり、あなたには他に家族はいない」

「さよう。妻は早くに亡なくし、娘は駆かけ落ちした。そして孫はお前とその姉だけ。わしの弟の孫が男子だが、年は十一歳だ」

　嫌な予感が増すばかりの情報だ。里桜は頭痛すらして、額に手を当てた。

「つまり、その男子を跡取りにするには年ねん齢れいがあわない。だって一月後の御披露目の儀式には、必ず一族の血を引く十三歳から二十三歳までの者を参加させなければならない。もっと言うなら、跡取りですもの。やっぱり男子でないといけませんよ……ね？」

「やはり、お前は頭の回転がよいな。察した通りじゃ。我が一族は今、存続の危機に瀕ひんしておる。このままでは跡取りがいないせいで、白虎神を祀る資格を失い、都落ちしてしまうだろう。それを避さける為ためにも、絶対に跡取りが必要じゃ。それも一族の血を引く、十三歳から二十三歳までの男子が」

　がしっと両りよう肩かたを握にぎりしめられた。上総の紅の目がぎらぎらと光っていて、恐きよう怖ふさえ感じる。

「その条件に合うのは、一族の中でもお前だけなのじゃ、里桜。……いや、白桜！」

「む、無理ですって！　だって、わたしは女ですよっ」

　両手と頭を力いっぱい振ふって拒きよ否ひする。しかし、上総は聞く耳を持たなかった。

「だから、今からは男のふりをして生きろと言っておる。もちろんずっととは言わぬ。弟の孫が十三歳になるまでの二年間だけでよい。儀式を受けた後ならば、不ふ慮りよの事故や病気で跡取りが亡くなった場合のみ、新たに相応ふさわしい年齢の者を跡取りとして立てる事ができるからな」

　必死なのは上総も同じようだった。握られた肩が痛いくらいだ。

　それでも、ここでわかりましたと納得するわけにはいかなかった。

「二年間だけって、二年間も隠かくし通せるわけないじゃないですか。誰だれか他ほかにいないんですか。いとことか、はとことか、何でもいいから、とにかく血のつながった男子が」

「おるにはおるが、みな年齢があわぬ。弟の孫が十三歳になるまで、御披露目の儀式をするというお告げがなければよかったのじゃが……。四神から帝を通して下されるお告げは、いつあるかもまったくわからぬ。そのお告げがあった時に跡取りとなる男子がいるかどうか、我らにとっては、まさにそれが運命を分けるのだ」

　必死な気持ちが肩を握る手の強さから伝わってくる。だけど、何とかその手を振り払はらった。

「わたしにはできません。二年間も男のふりをするだなんて。帝や世間を謀たばかったりして、もしばれたら処しよ刑けいは免まぬかれませんよ。命と引き替えに一族を守る義理はわたしにはありません！」

　心が痛んだが、了りよう承しようするわけにはいかない。上総の考えは無む謀ぼうすぎる。

　里桜はすぐに立ち上がり、背を向けた。部屋を出る為に、几き帳ちように手をかけようとする。

「──都桜の薬はいらぬのか？」

　手がぴたりと止まった。背後から上総の重々しい声が響ひびく。

「都桜の肺の病は重いようだ。わしなら都で一番の医者と異国の薬、お前の家族が食べる物や着る物に困らないだけの生活費と、世話をする奉公人も雇やとってやれる。だが今お前が帰ったとして、それだけの生活を姉と父に与あたえてやれるか？」

　手が勝手に震ふるえ出す。聞いてはいけないと思った。

　地じ獄ごくの番人の声だ。捕つかまったら最後、この身は地獄の炎ほのおで焼かれてしまうかもしれない。

「よく聞け。男のふりをするのは二年間だけでよいのだ。その後はお前は死んだ事にして自由にしてやろう。それに二年間といっても大事なのは御披露目の儀式、それもたった一日だけじゃ。後は物もの忌いみだ病気だと理由をつけて外にでずともよい」

　一月後の跡取りの御披露目の儀式だけ。それさえ乗り切れば、もうお金の心配も、都桜の薬の心配もしなくていい。

　それは里桜の心を大きく揺ゆさぶるのには十分な話だった。

「現在の帝はまだまだご健在だ。跡取りを選んで教育し、その中から次期帝が選ばれるまでには数年はかかるだろう。だからお前がそうそう人前にでなければならぬ事もない。儀式さえ終われば、男の恰かつ好こうをしてこの屋敷で二年間、誰にも会わずに暮らせばよいのじゃ」

（本当にそれだけでいいの……？　この屋敷で男の恰好をして暮らすだけで、姉様の病気がよくなる薬をもらえて、わたしも田舎に戻もどれてみんなで一いつ緒しよに暮らせるのかな。儀式で人前には出ないといけないけど、一日だけだし。あとはわたしが二年間、我が慢まんしさえすれば……）

　ゴクリと喉のどを鳴らす。祖父が提示したものは、どれも今、もっとも欲しいものばかりだった。

「里桜、わしは迎むかえに行く前にお前達の事を調べさせた。お前は働いてでも家族を養おうとしていたのだろう。そういう気き概がいがあるからこそ、この大事を任せようと思った。……よいか、わしに感謝するべきなのじゃぞ。お前のような小こ娘むすめでは、一生かかっても稼かせげぬほどの報ほう酬しゆうがある仕事をやるのだからな」

　高圧的な上総の言動には、本当に腹が立つ。それでも里桜はぐっと怒いかりを堪こらえた。

　田舎に逃にげ帰るのは簡単だ。だけど、逃げた先には病気の都桜の未来はないかもしれない。

　一人だけ楽に暮らしたいと思うくらいなら、最初からこの屋や敷しきには来ていないのだ。

（もし断って帰っても、父上も姉様もわたしを責めたりしない。でも今ここで逃げて姉様にもしもの事があったら、わたしは自分自身を許せない……！）

　里桜は意を決して身を翻ひるがえし、上総を真っ正面から見つめる。

　誰でも生きていれば、命をかけた覚かく悟ごをする時もあるだろう。

　里桜にとってはきっと今が、その時だ。

「──わかりました。二年間、わたしは男として生きます！」

　決意の眼まな差ざしでそう言い切ると、祖父がわずかに息をついて頷うなずいた。




　　　　[image: 区切りマーク]




　色んな事があっためまぐるしい一日だった。里桜は、夜になって布ふ団とんに入ったもののちっとも寝ね付つけず、何度も寝ね返がえりを打つ。

　ふかふかすぎる布団も立派すぎる屋敷も、雨あま漏もりばかりの貧相な屋敷に住んでいた里桜には落ち着かない。部屋でじっとしていると息苦しい感じがして、目は冴さえるばかりだった。

「……よし、怖こわいけど、ちょっとだけ外の空気を吸ってこよう」

　きっと色んな事がありすぎて、頭が興奮しているのだろう。

　実家にいた時は、そんな状態になったらよく、庭を散歩したりしたものだ。

　適度な運動は眠ねむ気けを、静かな夜の空気と優やさしい月の光は落ち着きをもたらしてくれる。知らない屋敷なのでうろつくのもどうかとは思ったが、今はとにかく外で深呼吸がしたかった。

　こっそり部屋を抜ぬけ出し、廊ろう下かから階段を下りて庭に出ると、正面に大きな池が見み渡わたせた。

「あの明かりはなんだろう……？」

　池の右手にゆらゆら風に揺れている小さな炎があった。

　里桜は首を傾げてそちらに足を向ける。

　普ふ段だんなら知らない屋敷の庭を、それも一人で夜に歩くなんて恐おそろしくてできないだろう。

　だけど今は、居い心地ごこちが悪くて閉へい塞そく感かんがある祖父の屋敷よりは、暗いが開放感のある庭の方がずっと気楽だった。

　炎に近づいてみると、池のほとりに建てられた東あずま屋やが見えてくる。炎の正体は、東屋の脇わきで焚たかれているたいまつらしい。そう大きくはない東屋だが、月を眺ながめるにはもってこいだ。

　里桜は、東屋の床ゆか張ばりに腰こし掛かけた。静かで誰もいない東屋は考え事をするにはいい場所だ。

（わたしは、これからどうなるんだろう……？）

　男として生きると決めた事は後こう悔かいしていない。それで都桜の病気が治るなら覚悟はできている。ただ、不安は大きかった。

　もし男のふりをして世間を謀ったとわかったら、処刑されても文句は言えない。

　祖父は明後日あさつて、七夕たなばたの宴うたげを行うと言っていた。そこで身体からだが弱くて田舎いなかで暮らしていた跡あと取とり『白桜』が帰ってきたと、貴族達に紹しよう介かいするらしい。

「いくら御み簾すから出なくてもいいって言っても、本当にわたしにできるのかな……」

　宴の事を思うと、不安のあまり胸が押しつぶされそうになる。

　何だかじっとしていられなくて立ち上がったものの、どこにも行く当てはなかった。

　結局、東屋を出て池のほとりでしゃがみ込み、水面に映る自分を見つめてため息をつく。

　想月にも内ない緒しよで出てきたから、夜着のままだ。万が一誰かに見られたら恥はずかしいので、白い袿うちきを頭から被かぶって顔を隠していた。

　水面を見つめつつ、女としての自分は今日で見納めだと思う。

　明日から二年間、自分は男である『白桜』として暮らすのだ。

「だめだめ。暗くなっちゃ。頑がん張ばるって決めたんだから！」

　声に出して心を奮い立たせる。不安だし怖いけれど『自分の意見を持って、強くたくましく生きなさい』そう母に教えられて育った。だから一度決めた事を曲げるのは信念に反した。

　里桜は再び、水面に映る自分の姿を見つめる。

「さよなら、女の里桜。明日からは白桜。それがわたしの名前……」

　ふと、東屋の脇にあるたいまつの炎がうごめいた。夜よ闇やみの中なか、唯ゆい一いつの明かりである炎の動きはとても目立つ。風のせいかと思ったが、すぐに違ちがうと気付いた。

（何か変だ……）

「誰っ？」

　東屋の陰かげに人の気配がした。屋敷の見回りかと思ったが、現れたのは複数の男達で、黒装束から覗のぞく黒い目が鋭するどい殺気を放っていた。どう見ても、屋敷の者ではない。

　とっさに逃げようとしたが、右みぎ腕うでを痛いくらいの力で摑つかまれた。

「きゃぁぁ……うっ」

　瞬またたく間に男達に羽は交がい締じめにされ、手で口を塞ふさがれる。

　恐きよう怖ふのあまり混乱し、じたばたと暴れたが、男の腕うではびくともしない。

「静かにしろ。殺されたいのか」

　その一言に背筋がぞっとした。

（何!?　この人達、盗とう賊ぞく？）

「ここの女によう房ぼうか？……殺されたくなければ、白桜という跡取りのもとに案内しろ。そうすればお前の命は助けてやる」

　口を塞ぎ、身体を拘こう束そくしたまま、男が耳元で囁ささやいた。

　命令口調に抑よく揚ようはないが、摑まれている腕はしびれるくらい痛かった。

（白桜……？　この人達、どうして白桜の所に案内しろなんて言うの？　こんな夜中にこっそり忍しのび込むなんて、絶対にろくな用事じゃないよね……！）

　怖くて怖くて仕方なかったけれど、彼らを屋敷に連れて行くわけにはいかない。

　どうみても、彼らは白桜の──つまり自分の〝敵〟なのだ。

　勇気を振ふり絞しぼって身じろごうとしてみる。声さえ出せれば、屋敷の誰だれかが駆かけつけてくれるかもしれない。だが、男の力は強くて少しも動けなかった。

「ううっ」

　呻うめいていると、押さえつけていた男が軽々と里桜を担かつぎ上げた。別の男が手早く里桜の口を手ぬぐいで塞ぎ、背負っていた布ぬの袋ぶくろから取り出した細い縄なわで両手を縛しばり付ける。

「時間がない。この女に道案内をさせて屋敷に潜せん入にゆうする。なるべく静かに行動しろ。誰にも見付からずに白桜を捕とらえて連れ出すのだ」

　小声の男の命令に周りの男達が頷いた。そして忍び足で屋敷の方へと移動しようとする。

（賊は五人……どうしたってわたしが敵かなうわけない。白桜に……わたしに何の用があるっていうのよ。連れ出してどうしようっていうの！）

　いくら屋敷を探しても白桜は見付からない。なぜなら今まさに、彼らに捕つかまっているからだ。

　白桜が見付からなくて、すんなり里桜を解放してくれればいいが、そううまくはいかない予感がする。賊の潜入を知っている里桜に何もせず、自由にしてくれるとは思えなかった。

　しかし、突とつ然ぜん男達の歩みが止まった。

「あ、あなたは……！」

　里桜を担いでいる男が、驚おどろいたような声を上げた。

　肩かたに担がれている里桜には、男が何に驚いたのかわからない。

（そこに、誰かいるの？）

「この愚おろか者が」

　地の底を這はうような低い声は、怒りを伴ともなっていた。男達がたじろいだように一歩下がる。

「さっさとこの屋敷から出ろ。こんな事をして恥ずかしいと思わないのか」

「しかしこれは、あなたの為ためでもあるのです。どうかそこを通して下さい」

　里桜を抱かかえている男が、懇こん願がんするような声を上げた。しかし低い声がそれを一いつ蹴しゆうする。

「ならん。さっさと戻れ。……その女は何だ？」

　おそらく自分の事だろう。現れたのが敵か味方かわからなくて、不安が最高潮に達する。

「この女は、庭で捕らえたのです。ここの女房のようで」

「……女を降ろせ。お前達は俺と一いつ緒しよにここから出るぞ」

　助かるかもしれない、ふいに心に希望の光が灯ともった。

　だがまだまだ油断はならないと、気持ちを引き締しめる。

（賊の知り合いみたいだもの。屋や敷しきに忍び込んだ事を知っているわたしを、このままにしておくはずがない）

　乱暴に地面に降ろされて、里桜は恐る恐る新たに現れた男に顔を向けた。

「えっ……？」

　思わず声が漏もれ出て、慌あわてて口を塞ふさいでいる手ぬぐいを嚙かみしめる。

　低い声の持ち主は、里桜よりいくつか年上の青年だった。

　細身で身の丈たけが高く、その顔立ちはまるで、都一の人形師が丹たん誠せいを込めて作り上げた傑けつ作さくのように整っている。

　しかし、月明かりに浮うかぶ彼の髪かみと瞳ひとみは、この国の誰とも違う色をしていた。

　それは一度だけ父に連れられて見た、どこまでも続く海のような紺こん碧ぺきに近い。

（きっと、この人も四神の一族だ。神に選ばれた人間……）

　一いつ瞬しゆんで里桜はそう悟さとった。祖父と同じく特別な髪と瞳を持つ青年は、腰こしの刀を引き抜き、うろたえている里桜に向かって構える。

（こ、殺される！）

　ぎゅっと目を瞑つぶったが、手首の辺りでざくっと何かが切れる音がしただけで、痛みはなかった。恐おそる恐る目を開けると、手首に巻かれていた縄が切られている。

「……今夜の事は夢だ。屋敷には誰も来なかった。これから先も長生きしたければ、今夜見た夢は他言しない事だ。それが誓ちかえるなら、その口の手ぬぐいもとってやるが、どうだ？」

　冷たい表情と声だった。嫌いやだと言えば、里桜の胸は簡単に刀で貫つらぬかれてしまうだろう。

　とりあえず今はうんと言っておこう。まずは命が最優先だ。祖父への報告は後だっていい。

「今だけ誓うと言っても無む駄だだぞ。賊が入った形けい跡せきはすべて消していく。何の被ひ害がいもないのに、賊が入ったと女房が騒さわいでも誰も信じまい。それにもしお前が、今夜の事を誰かに話したとわかったら、おそらく近いうちに事故にでもあって命を落とす事になる」

（何で考えている事がわかったの!?）

　抑揚のない低い声こわ色いろに震ふるえが走った。

　つまり、余計な事を言えば事故にみせかけて殺すと言っているのだ。

「俺は無駄な殺せつ生しようは嫌きらいだ。秘密を守れるなら、お前には手を出さない」

　里桜は頷うなずくしかなかった。

　それが本気だとわかってくれたのか、青年が口元の手ぬぐいをとってくれる。

「念ねんの為に聞くぞ。今夜の事は？」

「……夢です。何も被害はなかった。だから、忘れます」

　蚊かの鳴くような声しか出せなかったが、それでも気を強く持ってしっかりと答えた。

「こんな状じよう況きようでも返事ができるとは、なかなか度胸のある娘むすめだな。……ひどい目にあわせてすまなかった」

　ぼそりとした一言は、冷たい表情の青年からとは思えないほど温かみがあった。

　少しだけ顔を上げると、青年がわずかに微笑ほほえんでこちらを見つめている。

「美しい黒くろ髪かみだな。こんなに闇が濃こい時刻に一人で出歩くと、その艶つややかなぬばたまの髪に惹ひかれて、鬼おにが来るかもしれないぞ」

　さらりとした髪の手て触ざわりを確かめるように指を動かして、青年が目を細めた。
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　だがそれも一瞬で、厳しい声色を男達に向ける。

「帰るぞ！」

　青年と男達が夜の闇に消えて行く。

　その姿が見えなくなってもなお、里桜は身体からだが震えるのを止められなかった。

　いったい彼らは何者だろう。

　あの青年はおそらく四神の一族の一人だろうが、どこの誰なのかまではわからない。

　どうやら都には人の皮を被かぶった魑ち魅み魍もう魎りようがいるようだ。そして彼らが狙ねらっているのは、白びやつ虎こ家の跡あと取とり白桜、つまり自分らしい。

「わたし、とんでもない所に来てしまったのかもしれない……」

　里桜は冷たい月が浮かぶ庭の片かた隅すみで、恐きよう怖ふのあまり立つ事もできずに、身体を抱えるようにしてうずくまっていた。









　二章







「これが、我ら一族が崇あがめる白虎神の化け身しんじゃ」

　狩かり衣ぎぬをまとった里桜は、上総と一緒に屋敷の一角にある白虎神を祀まつる社に来ていた。

　昨夜は色々あって寝ね付つけなかったが、社の床とこの間に祀られた白虎の石像を見た途と端たん、一気に目が覚めた。

　里桜の背せ丈たけほどもある石像は、力強く地面を踏ふみしめ、天に向かって咆ほう哮こうを上げている。

　まるで生きているかのような迫はく力りよくで、背筋が震えそうだった。

　上総が白虎神の石像の前で、うやうやしく膝ひざをつく。

「わしら白虎の一族の使命は、この像を祀り守ることじゃ。お前もこれから二年間は、白虎家の跡取りとしてすごす事になる。この石像をお守りすることが、何よりも優先されるべきことじゃと心得よ」

　上総にならって膝をついて頭を下げつつ、目だけを上げてじっと像を見つめた。

（この部屋に入ってから、何だか息苦しい。像に見られてる気がして、怖こわい……）

　石像だとわかっているのに、目が合うと思わずそらしてしまうほど緊きん張ちようする。

　隣となりにいた上総がすっと立ち上がり、像へと手を伸のばした。

「あっ……！」

　上総が触ふれた途端、像が眩まぶしいほどの光を放った。

　薄うす暗ぐらかった社の中が、一瞬で昼間のように明るくなる。

「白虎の一族の血を引く者が触さわると、こうして像は反応する。しかも、成人と認められる十三歳以上の者だけに。跡取りを御お披ひ露ろ目めする儀ぎ式しきでは、集まった貴族達の前で像に触れて、跡取りとしての資格があると示さねばならない」

　光はすぐにおさまり、また辺りが薄暗くなる。

　里桜は突然光がさしたせいで、痛くなった目を瞬またたかせた。

「だからわたしが選ばれたのですね。女のわたしに男の恰かつ好こうをさせるより、分ぶん家けの十一歳の男子を十三歳だと言い張った方が、まだ世間を欺あざむける。でも、それではこの像はごまかせない」

「そうじゃ。それさえなければ、女のお前にこんな大切な事を任せたりはせぬ」

　吐はき捨てるような言葉に、里桜はむっとした。

（これは仕事。わたしが一生かかってももらえないような報ほう酬しゆうの仕事。これで姉様の病気が治るんだから、我が慢まんしなきゃ）

　自分に言い聞かせていると、上総が里桜に向き直った。

「よいか、この像に触った一族の者は、男女の区別なく髪と目の色が変わり、特別な姿になる。像に触らなければいずれもとに戻もどれるが、それには数年の時を要するだろう」

　それは重い言葉だった。男として無事にすごしたとしても、自由になるのは十八歳。それから髪や目の色がもとに戻るまで数年かかる。その間はきっと、人前には出られないだろう。

　もとの姿に戻って生活できるようになるのは何年後か、想像もつかない。

「これからお前は白虎家の跡取り、白桜として生きていく。女の幸せはすべて捨てるのだ」

　上総の言葉が、ずんと心にのしかかった。それでも意識して口角を上げる。

　作り笑いだったけれど、それでも何とか笑えみを浮かべ続けた。

「わかっています。わたしは男として生きると決めました。一度決めた事はやり通します！」

　女としての未練を振ふり切る為ためにも声を張り上げて宣言すると、上総がわずかに目を伏ふせた。

「よい覚かく悟ごじゃ。それでこそ、我が白虎家の跡取り。では、像に触れるがいい」

　里桜は立ち上がって像に近づき、大きく深呼吸して息を整える。

（さようなら、里桜。わたしは今、この時から白桜になる……！）

　ゆっくりと像に手を伸ばした。そして冷たい感かん触しよくを手に覚えた途端、放たれた光と共に身体がしびれるような衝しよう撃げきを受け、意識が途と切ぎれた。
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　里桜が目覚めたのは、自分に与あたえられた部屋だった。道具入れが一つあるだけの広い部屋は閑かん散さんとしていて、夏だというのに寒々しささえ感じる。

　その部屋の真ん中で布ふ団とんに横たわっていた里桜は、ゆっくりと起き上がった。はらりと落ちてきた髪かみに何気なく目をやる。それがいつもの艶やかな黒髪でない事に目を見張った。

　慌あわてて手近にあった手鏡を摑つかむ。見るのは恐ろしかったが、それでも勇気を振り絞しぼった。

「白銀の髪……紅くれないの瞳ひとみ」

　鏡に映っていたのは、見慣れた姿ではなかった。祖父と同じ白く輝かがやく髪と秋の紅葉もみじのように鮮あざやかな紅の瞳。それが今の自分の姿だなんて、まるで実感がなかった。

　色しき彩さいが違ちがうだけなのに、面おも差ざしすら変わったように見える。

　この屋や敷しきにきて、色々と衝撃的な事はあったけれど、今ほど辛つらいと感じた事はなかった。

「里桜姫ひめ……」

　鏡を凝ぎよう視ししたまま小刻みに震えていると、背後から声をかけられた。慌てて振り向くと、どうやら部屋の隅すみで控ひかえていたらしく、想月が痛々しそうな眼まな差ざしでこちらを見つめている。

　里桜はぎゅっと鏡を握にぎりしめて一度目を瞑った。

（これは全部、自分で決めた事。おじいさまと同じ姿になるってわかってたはずよ。今いま更さら泣き言なんて言っちゃいけない……！）

「……これからは白虎家の跡取り、白桜だよ。それ以外の名前で呼んじゃだめ」

　静かに目を開いて、想月を見つめる。昨日彼にだけは、すべての事情を話していた。

　男として生きると宣言したので、反対するかと思っていた。

　しかし彼は意外にも、里桜が決めた事ならば、止めはしないと言ってくれた。

「白桜……様」

　ぎこちない呼び方に、ゆっくりと頷うなずいた。そして無む理り矢や理り、笑みを浮うかべる。

「うん、白桜ってけっこういい名前だよね。その名前でこれから頑がん張ばる。だから……」

　ずっと考えていた事を実行に移す為、立ち上がった。一歩動くたびに女としての自分から遠ざかっていく気がする。だけど歩みを止めるつもりはない。

　部屋の隅に行き、置いてあった道具入れを開けた。

　男物の衣類や小物などを祖父が用意してくれたから、きっと目当てのものもあるはずだ。

「あった」

　見付け出したのは、浮き彫ぼりの装そう飾しよくが美しい小刀だ。それを両手で持って、想月に差し出す。

　その手がわずかに震ふるえているのに、彼は気付いているだろうか。

「想月、これでわたしの髪を切って。男として生きるには、不自然な長さだから」

　覚悟を決めて見上げると、想月がさすがに躊ちゆう躇ちよするように首を振る。

「しかし、十年もかかって伸ばされた髪なのでしょう？」

「いいの。父上が貴族の姫は長くて艶つややかな髪を持っていてこそ美人と認められる、なんて言うから切れなかっただけ。本当はうんと伸ばして髪売りに売ろうと思ってたんだし」

　努めて明るく答えた。できるだけさばさばと、笑みも絶やさずに。

　だけど想月には里桜の本心がお見通しのようだ。

「ご無理はなさらないで下さい。……奥方様が生きていらした頃ころは、よくその髪を櫛くしで丁てい寧ねいにすいて下さった、それが一番大切な思い出だと仰おつしやっていたではありませんか」

　手の震えが更さらにひどくなった。母の手が髪を触ってくれる感触は今でも簡単に思い出せる。

　温かな母の手が大好きで、毎日髪をすいてとねだったものだ。

「ううん。髪はまた伸ばせばいい。髪を切ったって、わたしがわたしである事に変わりはないんだから。わたしは父上や姉様を何があっても守るって決めたの。でも……自分じゃなかなか切れないから、想月に切って欲しい」

　強がりも多少はあるけれど、本気の言葉でもあった。

　想月も、ようやく小刀を受け取ってくれる。

「……わかりました。しかし本当に私でよろしいのですか。髪かみ結ゆいを呼んで切ってもらった方がよいのでは？」

「ううん、想月がいい。……あのね、こんな事になって申し訳ないと思ってるの。これから想月には、今までよりもっと迷めい惑わくをかけてしまうかもしれない。でも、すごくわがままなお願いだとは思うけど、一いつ緒しよにいて欲しい。わたしが誰だれよりも一番信しん頼らいしてるのは、想月だから」

　窺うかがうように彼を見つめた。

　何と返事がくるのかが怖くて、手だけでなく身体からだ全体が小刻みに震えてくる。

　里桜は今から世間を謀たばかるという罪を犯おかす。想月もここにいれば、それに荷担する事になるだろう。面めん倒どうに巻き込まれたくないから屋敷を出て行くと言われれば、止められない。

「私はあなたの味方です。……だいたい、あなたをしつけるのが私の楽しみなのですから、そうそう離はなれたりは致いたしません。あなたはからかうと実に面おも白しろいですし」

　どんな返事が来るかとびくびくしていたのに、しれっと言われる。

　互たがいに見つめあったが、すぐに二人とも自然と笑みをこぼした。

「ありがとう。わたし頑張る。そして二年間秘密を守り通して、必ず父上と姉様の所に戻るんだ。もちろん想月も一緒にね」

　決意を口にして、里桜は目を閉じた。想月の指が髪を一ひと房ふさ摑つかむ気配を感じる。

「ええ、一緒に帰りましょう。お美しい髪は惜おしいですが、目的の為に涙なみだを吞のみましょう」

　悲しむような、愛いとおしむような声が聞こえた。

　同時にざくっと心蔵が震えるような音がして、はらりと髪の束が畳たたみに落ちる気配がした。
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　鏡の中にいる『白桜』は、自分ではないようだった。

　瞳は鮮やかな紅色で、白銀の髪はようやく耳が隠かくれるぐらいの短さだ。

　白の束帯を身にまとう白桜を見て、想月が痛々しそうな表情をした。

「まるで男子のような姿ですね。里桜姫……」

「想月、白桜って呼んでって言ったでしょ。それに男装してるんだから、男に見えるのは当然じゃない」

　白桜はあえて満面の笑みを浮かべて、鏡でもう一度自分の姿を確かく認にんした。

「わたしは男、立派な男。えっと、身体が弱くて田舎いなかで養生していて、つい最近白びやつ虎こ家の屋敷に戻ってきた、白虎上総の娘むすめ、桜子の息子むすこ、白桜。それがわたし」

　上総が考えた自分の生おい立ちを口にしてみる。全部が噓うそになると、つじつまがあわなくなってしまうかもしれないので、噓と本当を混ぜて作ってあるのだ。

「ううっ、緊きん張ちようする。今夜の宴うたげで男として初めて人前に出るんだものね。ねえ、想月。わたしの女としての色気が滲にじみ出ちゃったらどうしよう」

「女性の恰かつ好こうをしていた時でさえ、そんなものは一いつ切さい滲み出てなかったから大だい丈じよう夫ぶです」

　緊張をほぐそうとしての軽口だったのに、まじめに否定されてむっとする。

「どうしてそう失礼なの、想月！」

「怒おこっている場合ではないですよ。もう日が暮れます。そろそろお客様がいらっしゃるかと」

　几き帳ちようの外に目をやると、夕日が空をあかね色に染め始めていた。

　白桜は慌てて深呼吸して気持ちを整える。

「いよいよだね。初任務だから、頑張らなくちゃ！……でも本当にばれたりしないかなぁ」

　決意を口にしつつも、鏡から目が離せなかった。白虎神の像に触さわり、髪や目の色を変えた。男の恰好をして、髪も切った。鏡の中の自分は、どこから見ても高貴な家いえ柄がらの子息だ。

　それでも不安が拭ぬぐえないで、髪や着物をいじっていると、想月がにこりと笑いかけてきた。

「大丈夫です。白桜様は顔立ちは凜り々りしくていらっしゃいますし、背せ丈たけも女性にしては高い方です。肩かたには詰つめ物をして肩かた幅はばを広く見せるようにしていますし。……最初からほぼない胸にも、念ねんの為ためさらしを巻いていますし」

「だから失礼でしょ！　む、胸は確かにあんまりないけど、わざわざそれを言わなくてもいいじゃない。どうしてそう一言多いのよ」

「本当のことを言っただけです。……それよりも、見かけはまあ大丈夫だと思いますが、他ほかに心配する事がありますよ」

　優ゆう秀しゆうだけど失礼な奉ほう公こう人を一発はたいてやりたい衝しよう動どうに駆かられながらも、何とか我が慢まんした。

「いったい何よ。心配って」

「白桜様。もし人前に出られたらどう振ふる舞まわれますか？」

「どうって……男らしく、でしょう？」

「男らしく、ですか。では、あなたが思う男らしい振る舞いをなさってみて下さい。たとえば私が宴の客だとして、もし私に挨あい拶さつをしなくてはならなくなったら、どうされますか？」

　その練習は確かにした方がいいだろう。白桜はすうっと大きく息を吸い込んだ。

「オ、オレは、白虎白桜だ。よ、よろしく……だぜぇ！」

　うんと声は低く、相手を睨にらみつけるような顔つきで、身体を大きく見せる為にも背せ伸のびをした。精いっぱい男らしくしたつもりなのに、返ってきたのは想月の大きなため息だった。

「間ま違ちがってます。どこからどう指し摘てきしていいのかわからないくらい、間違ってます」

　呆あきれたような視線を向けられて、白桜はきょとんとした。

「で、でも、物語の強そうな男ってこんな感じよ」

「その物語の強そうな男は、どこぞの戦う英えい雄ゆうとか、義ぎ賊ぞくとかでしょう。あなたは貴族の、しかも名門白虎家の跡あと取とりなのです。身体が弱くてずっと都を離れていたのですから、そう強そうな男ではないと思いますよ」

　確かにそうかもしれない。病弱な田舎育ちの十六歳。

　慣れない都に来たばかりで、不安も大きいだろう。白桜は考え込みつつ頷いた。

「なるほど。じゃあ、多少語気を荒あらくするぐらいで……」

「いえ、あなたは姫ひめにしては言こと葉ば遣づかいも乱暴ですし、はっきり言って女らしくもありません。ですから、言葉遣いはそう変えなくてもいいと思います。自然にお話しされた方が違い和わ感かんもなくていいかと」

　またしてもなるほど、と納なつ得とくしかけて、すぐに目を剝むいた。

「誰が乱暴な言葉遣いよっ」

「今の感じでいいと思います。ああ、語ご尾びの〝よ〟は〝だ〟とかに変えて下さいね。それからあなたは動きも大ざっぱなので、立ち居い振ふる舞いも無理に男らしくしなくていいです。都の貴族は雅みやびさを大切にしますから、少しばかりなよなよしていてもかまいません」

　いちいちもっともなのだが、なぜだろう。想月に何か言われるたび、腹が立って仕方ない。

　それでも白桜は何とか怒いかりを堪こらえた。

「今日はとりあえず大人しくして、私のそばから離れないで下さい。私は以前それなりに位の高い貴族のお屋や敷しきで働いていた事があるので、大たい抵ていの事には対応できると思います。絶対にあなたの正体がばれるような事はさせません」

　向けられた決意の眼まな差ざしは力強かった。

　頼たよりがいのある凜々しい表情が、心に大きな安心感をもたらしてくれる。

「そうやってちゃんと心配してくれてるのがわかるから、本気で怒れないのよね……」

　俯うつむいた白桜は、彼に聞こえないようにもごもごと、口の中だけで呟つぶやいた。
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　白桜は宴が始まってからずっと、上総が用意してくれた小部屋にじっとして座っていた。

　男として人前に出るのは、この七夕たなばたの宴と跡取りの御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきの時だけ。

　だから今夜は、この御み簾すで仕切られた小部屋で大人しくしていようと決めていた。

　小部屋は庭に面していて、御み簾す越ごしに月明かりの下で酒と会話を楽しむ貴族達の姿が窺うかがえる。貴族の宴は初めてで、物もの珍めずらしくてその様子を眺ながめていた。

「あっ、あの人……！」

　客の中に一ひと際きわ目立つ青年を見付けて、思わず声を上げる。

（この間、賊ぞくと一緒に屋敷に来た人だ！）

　月の下でも深い色合いを見せる紺こん碧ぺきの髪かみと瞳ひとみ。あの男らしい彫ほりの深い顔立ちは、一度見たら忘れられない。白桜はつい彼の姿を凝ぎよう視しする。

　あの時の事は、未いまだに誰だれにも話せないでいた。

　白虎家に賊が入ったとなれば大おお騒さわぎになるだろう。これから秘密を抱かかえて生きていく身としては、騒さわぎに巻き込まれるのは嫌いやだった。

　男として生きていくと決めた以上、女だとばれるのだけは絶対に避さけなければならない。

　一番いいのは波風を立てないことだろう。二年間静かに、できれば誰にも会わずにすごすのが、一番安全で確実に秘密を守れる策なのだ。

　それに誰かに話したら、あの氷のように冷たい目をした青年が、本当に刀を抜ぬいて襲おそいかかってくるような気がした。それが怖こわかったというのも、正直な気持ちだ。

「どうかされましたか？」

　背後で控ひかえていた想月に聞かれ、白桜は御簾越しに、青年をそっと指さした。

「あの男の人、誰だれだか知ってる？」

　想月が庭に目をやって、ゆっくりと頷うなずいた。

「あの方はおそらく、四神を祀まつる一族の一つ、都の東に屋敷を構える青せい龍りゆう家の跡取り、青丞様だと思います」

「えっ、あの人、わたしと同じ跡取りなの!?」

「ええ。お見かけするのは初めてですが、間違いないと思います。奉公人達に色々と話を聞いて、情報を仕入れておきましたので」

　屋敷に来てまだ数日なのに、想月は彼なりにできる事をしていてくれたようだ。

　それに感謝しつつ、話に耳を傾かたむけた。

「それによりますと、青丞様は十九歳。当代の帝みかどであられる、龍りゆう宝ほう帝ていのご子息だそうです」

「み、帝って、あの帝？　この国で一番偉えらい……？」

　思わず目を白黒させた。田舎に住んでいた頃ころは、帝なんて雲の上のそのまた上のお方。

　一生その影かげさえ見る事は叶かなわないだろうと思っていたのだ。

「何をそんなに驚おどろいておられるのです。四神の一族の跡取りの中から、帝は選ばれるのです。帝のご子息が跡取りなのは当たり前でしょう」

「そうだけど、わたし田舎いなか育ちで、帝とか宮中とかぜんぜん縁えんがなく育ったから」

「今からはそのぐらいで怯ひるんでいてはいけませんよ。白桜様も次期帝の候補なのですから。もしかしたら次の帝に選ばれる、なんて事もあるかもしれません」

　そう言われてもまったく実感はないが、もしそうなったらどうしよう。

　落ち着かなくて持っていた扇おうぎを意味なく動かしながら、小さく息をついた。

「それはきっと大だい丈じよう夫ぶよ……じゃなくて、大丈夫だ。わたしが跡取りなのは、二年間だけなのだから」

「それでも、二年は長いですよ。その間に何があるかは誰にもわかりません」

　心に突つき刺ささる言葉だった。まさか自分が帝に選ばれる事はないと思うが、絶対ないとも言えない。顔色を変えた白桜に、想月が少しだけ微笑ほほえんだ。

「貴族社会でうまく立ち回るには、情報が大切です。二年間無事にすごす為にも、他人の言葉をよく聞いて、必要な情報かそうでないかをご自身で判断できるようになって下さい。それまではいくらでも私がお手伝いしますので」

　珍めずらしく優やさしい言葉に、素す直なおに頷いた。もし女だと知られたら自分の責任だけではすまなくなる。うまく都の貴族社会に溶とけ込む為にも、彼らについて勉強するべきだと思った。

「わかった。想月、情報を集めてくれてありがとう。他にも教えて」

「素直でけっこうです。……では続きを。青丞様はかなり優秀な方のようです。冷静沈ちん着ちやくで貴族達の信しん頼らいも厚く、宮中では〝氷の貴公子〟と呼ばれているそうです。しかし話してみると案外お優しくて気さくで好青年なのだとか」

（好青年？　屋敷に忍しのび込んできた時は、無表情ですっごく怖そうだったけど、でも……）

　あの時は混乱していたのでわからなかったが、今思い返せば、おそらく彼は賊が屋敷に侵しん入にゆうしようとするのを止めてくれたのだ。

　賊と知り合いだったようだから、完全に信用はできないが。

（あれって、『白桜』を助けに来てくれたのかな。という事は、あの人はいい人？　でも、わたしを脅おどしたりもしたし、やっぱり怖い人なのかな……）

　御簾越しに見る青丞は、貴族達と和なごやかに会話しながら時には笑えみも浮うかべている。あの時の氷のような冷たい雰ふん囲い気きはみじんも感じられなかった。

　今の彼だけをみたら、確かに見み目め麗うるわしい笑顔が素す敵てきな好青年だ。

　どちらが本当の彼なのだろうと考えていると、ふいに御簾の向こうに白びやつ虎こ家の奉ほう公こう人が現れた。御簾越しに何やら想月に話しかけているようだ。

「どうしたの？　想月」

「上総様からのご伝言です。わずかな時間でいいので、庭に出てお客様に顔を見せるようにとの事です。どうやら本当に跡取りがいるのかと疑って、顔を見たいと騒ぐ方達がいるようで。……いかがなさいますか？」

　御簾から出なくていいと祖父は言っていたが、やはりそういうわけにはいかなくなったようだ。七夕の宴うたげとなってはいるが、本当は白桜を紹しよう介かいする為ために開かれたものだ。

　それは招かれた客達も知っている。

（それなのに、主役のわたしが御簾から出ない、顔も見せないじゃ、あやしまれるよね）

　白桜は庭の客達に目をやって頷き、覚かく悟ごを決めて立ち上がった。

「行こう。白虎家には正式な跡あと取とりができたのだと、みなさんに知ってもらわなくては」

　声は気持ち低めに、腹の底から気合いを入れた。

　本当は息もできないくらいに緊きん張ちようしていたけれど、それでも勇気を振ふり絞しぼって、想月が上げてくれた御簾をくぐったのだった。







「おお、あの方が白虎家の……」

　御簾が上がった途と端たん、庭にいた客達が数人ざわついた。それが合図のように、その周りにいた大勢の客達が、いっせいに白桜が立つ廊ろう下かに顔を向ける。

　白桜は、敵意に満ちた視線、好こう奇き心しんに満ちた視線、様々な視線を受けてがちがちに緊張していた。転びそうになりながらも、何とか階段を降りて庭に足を踏ふみ出す。

　客達は物珍しげにこちらを見ているが、遠巻きにしているだけで話しかけてはこなかった。

（様子見って事かな？）

　心の中で呟つぶやいて、助かったと胸をなで下ろす。

　想月について歩きながら、鏡で練習した自分がもっとも凜り々りしく見える表情を浮かべる。

　顔に力を入れるので少しばかり疲つかれるが、緊張している事もあってそう難しくはなかった。

　しばらくそうして歩いていたが、どうにも大勢の人達のぶしつけな視線が気になった。

　一歩歩くごとに神経がすり減って、今にも倒たおれそうなほどの重圧を感じる。

　何とか顔には笑みを浮かべていたが、呼吸が浅くなってくるのがわかった。

（まずい。ちょっと息苦しいかも……）

「白桜様、顔色が悪いですよ。大丈夫ですか。こちらを見て、ゆっくり息をして」

　想月が客達から少しだけ離はなれた池のほとりで、白桜に囁ささやきかけた。顔を向けると、いつも一言も二言も多い失礼な奉公人が、見た事もないような優しい微笑みを浮かべている。

「大丈夫、客達は芋いもです。畑にごろごろしている芋。たとえ芋が何かを言ってきても、気にする事はありません」

「……それって失礼すぎるだろ」

　ふざけた発言ではあるが、白桜にとってはほっとできる会話だった。

　いつものやりとりをしていると、少しずつ呼吸が楽になる。

　肩かたからも力が抜けて、ふらふらしていた頭もはっきりしてきた。

「その調子です。では、もう少し頑がん張ばって庭を一周しましょう。話しかけられても頷いていて下さい。あとは私が何とかします。あなたをいじめて楽しむのは、私の特権ですから」

　どういう意味だと怒ど鳴なりたかったが、口にするのは控えて、辺りをそっと見回した。

　初めてみる貴族の宴は、想像していたものよりずっと盛大だった。

　客は当然だが男達ばかりだ。たいまつがたかれた庭では、敷しき物ものの上に酒や料理が並んだ大皿がいくつもある。南の方にある庭では、どうやら闘とう鶏けいが行われているらしく、歓かん声せいと一いつ緒しよに鶏とりの鳴き声がしていた。

　たくさん集まった貴族達を見回していた白桜は、ふと庭の片かた隅すみにある大木に目を留めた。

「あの人は……？」

　目で示した先には、大木に凭もたれて一人の男が立っていた。片手に持っている杯さかずきでぐいっと酒をあおる姿に、貴族達に酌しやくをしていた女によう房ぼう達がぽうっと見み惚とれている。

「あの方は、都の南に屋や敷しきを構える、朱す雀ざく家の跡取り、朱しゆ咒じゆ様です。お年は二十二歳。この国で一番腕うでのいいお医者様だそうです」

　四神の一族の一人である彼もまた、特別な姿をしていた。

　燃え上がるような赤毛と同じく情熱的な赤い瞳ひとみ。長い髪かみを背中でくくり、髪と同じ赤い狩かり衣ぎぬを洒しや脱だつに着こなしている。それだけ派手な姿なのに、品の良い美しさがあった。

　面おも差ざしは女性的な細ほそ面おもてだが、高い鼻び梁りようと鋭するどい眼まな差ざしには、男性的な力強さが窺うかがえる。

　雅みやびな貴族達の中でも、存在感は際きわ立だっていた。

「ものすっごく派手な感じの人だね。医者だと知らなかったら、役者か雅が楽がく師かって思っちゃう。あ、でも今、この国一番の医者だって言ったよね。だったら、姉様の病気を……」

　思わず目が輝かがやいた。見かけからはとてもそんな風には見えないが、それだけ腕のいい医者ならば都桜の病気を診みてもらいたかったのだ。

「いえ、あの方は怪け我がや骨などを専門に診られるそうです。臓ぞう腑ふの病は専門外だから診ないと断られるそうで」

　白桜はがっくりと項うな垂だれた。期待したのに、それはないだろうと恨うらめしくさえ思う。

　想月が、ちらりと朱咒に目をやって声を潜ひそめた。

「朱咒様ですが……あの方の人ひと柄がらを聞くと、女性と男性でかなり話が違ちがっていまして。女性はおおむね、朱咒様はお優しくて最高のお方だと。ですが、反対に男性は口を揃そろえて最低な奴やつだと。その理由が、都一の美女に言い寄られても袖そでにしたとか、女性が百人いたら、百人とも朱咒様に夢中になってしまうから、一緒にいるのが嫌いやだとか」

「それって、朱咒って人がすごくもてるからって、妬ねたんでるだけじゃ……？」

「ものすごく要約すればそうです。医者としての腕は確かで、最年少で宮中の大学寮りようの首席にもなったそうです。国で一番賢かしこい男はと問われれば、彼だと答える者は多いかと。それがまた、男性達には不評で」

　こそこそと想月と話していると、ふいに背後から聞き覚えのない声がした。

「そう、私はこの国で一番賢く、一番腕のいい医者で、一番女に愛され、一番男に嫌きらわれている、朱咒だ」

　突とつ然ぜん話しかけられて、飛び上がるほど驚おどろいた。

　振り向くと、先さき程ほど大木の下にいたはずの朱咒が、艶つややかな笑みを浮かべている。
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「初めまして、白桜殿どの。……うむ、殿と呼ぶなど色気がないな。白桜とお呼びしても？」

　そう聞かれて、嫌とはいえない。頷うなずくと、朱咒はまるで天てん女によのように綺き麗れいな顔を綻ほころばせた。

「では白桜。私も朱咒と呼んでくれ。白虎家に跡取りが来ると聞いて、会えるのを楽しみにしていたんだ。四神の一族同士、これからは協力する事も多いだろう。ぜひ仲良くしておくれ」

　朱咒が右手を差し出した。何かと目を丸くしていると、くすりと笑われる。

「異国では初めての相手と挨あい拶さつをする時に、手を握にぎりあうそうだ。異国式の挨拶もたまにはよいだろう。それとも、私の挨拶は受けられないかな？」

　断り切れずに仕方なく手を差し出した。どうも彼の思う通りに行動させられているような気がするが、なるべく騒さわぎは起こしたくない。

「あっ！」

　だが突とつ然ぜん朱咒が、その手をぐいっと引っぱって、身体からだごと白桜を引き寄せた。よろけた白桜を、反対の手で抱だきとめる。

「細い手だ。それにずいぶんと華きや奢しやだし、肌はだもなめらかで美しい……。いい匂においがするよ」

　耳元で囁かれて、血の気が引いた。薄うすい笑いを浮かべた朱咒が、まるで何もかも知っているように見えて、息が止まりそうになる。

（も、もしかしてばれちゃった……!?）

　焦あせっていると、想月が素す早ばやく白桜の肩を摑つかんで、朱咒から引き離してくれた。

「朱咒様。白桜様はお身体が弱く、そのせいでお年の割に体格はまるで子供のようなのでございます。白桜様も気にしておられる事なので、口に出すのはお控ひかえ下さればと」

　強ごう引いんだが、失礼ではない程度、という絶ぜつ妙みような力加減で、想月が白桜の手を朱咒から取り返す。

「おや、怖こわい番犬がいるようだ。……そうそう、白桜。身体が弱いなら私が診てあげよう。君の病気はなんだい？」

　朱咒が浮うかべた笑えみの中に、探さぐるような色があるのを感じた。

　白桜は背中には汗あせをかきつつ、顔では何とか笑みを浮かべる。

「せっかくのお申し出ですが、病気は完治致いたしました。だからこうして白びやつ虎こ家の跡取りとして都に参ったのです。田舎いなかで育ったので至らぬ事も多いですが、どうかご指導下さいませ」

　凜々しい表情を作って頭を下げると、朱咒がすねたように口を尖とがらせた。

「堅かた苦くるしくて色気がないな。さっきまでのどぎまぎした君の表情が可愛かわいかったのに」

　顔立ちは女性のように美しいが、背せ丈たけは白桜よりずっと高い。柔やわらかな視線の中には、白桜を見定めるような光が混じっている。彼の柔にゆう和わな態度に騙だまされてはいけないと直感した。

「わたしは田舎で育った子供でございます。朱咒……のように都育ちのお美しい殿との方がたのお話相手になるには、まだまだ世間知らず。わたしが白虎家の跡あと取とりとして、身も心も立派に成長するまで、どうかおからかいになるのはご勘かん弁べん下さい」

　視線だけは力強さを忘れずに、にっこり笑ってみせた。

　朱咒がやや目を見開いたが、しばらくして、ふうっとため息をつく。

「初対面の相手にも物もの怖おじしないなんて、なかなかいい度胸だ。……面おも白しろい子だね」

　微笑ほほえんだ顔がまた、ぞくりとするほど綺麗で色気があった。同時に朱咒から危険な香かおりを感じる。これはきっと、白桜の中の里桜という女性が鳴らしている警けい鐘しようだ。自分のようなまだまだ子供の域を出ていない者が、関かかわってはいけない人だと本能が叫さけんでいる。

「まあいいだろう。でも次に会った時はぜひじっくり話をしよう。君と私の、二人だけでね」

　麗うるわしい笑みを残して、朱咒がやっと背を向けた。

　酒さか瓶びんを片手にふらふらと屋敷の方へ行く彼を見送って、白桜は心の底から安あん堵どした。

「……な、何だか色んな意味で怖い人だった」

「ええ、あのような男性には絶対に一人で近づかないで下さい。彼は甘い毒を吐はいて、女性達を虜とりこにしてしまいます。旦だん那な様からああいう男をあなたに近づけないよう、きつく言いつかっておりますので」

　ずいぶんな言い方だと思ったが、確かにあの麗しい姿で言い寄られたら、女性達のほとんどが恋こいをしてしまうだろう。その気持ちもわかると納なつ得とくしそうになって、慌あわてて首を振ふる。

（ううん！　わたしは男なんだから、同じ男の朱咒に見惚れたりしちゃだめ。しゃきっとしてなくちゃ。ぼうっとしてたら、この宴うたげを乗り切れない！）

　白桜は深呼吸して気持ちを落ち着かせ、再び宴の様子を探るように辺りを見回した。

　そしてあっと小さな声を上げる。

　そう離はなれていない場所で、上総が青丞と話をしていたのだ。何を話しているのかまではわからないが、和なごやかな様子で会話も弾はずんでいるように見えた。

　上総がふいにこちらへ顔を向ける。

「ちょうどよかった。白桜、来なさい」

（うわっ、呼ばれちゃった。どうしよう。青丞には女の姿を見られてるから、できたら近づきたくないのに……）

　とっさに顔を背そむけ、気付かないふりをした。だが上総が青丞を連れて大おお股またで近寄ってくる。

「何をぼんやりしておる。せっかく青丞殿を紹しよう介かいしようと思ったのに、お前ときたら……！」

　上総は小声だが、怒いかりは十分伝わってきた。首を竦すくめると、青丞が静かな笑みを湛たたえる。

「そうお怒りにならないで下さい。大勢の客がいるのです。聞こえなかっただけでしょう」

　落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出した青丞が、安らぎを覚えるような低音の美声で話しかけてきた。

　優やさしげな笑みを見ていると、もしかしたら屋敷に侵しん入にゆうした青年は、違う人物ではないかとまで思う。そのぐらい、あの夜の彼と今の彼は印象がまるで違っていた。

「相変わらず青丞殿はお優しい。孫にもあなたのような立派な男になって欲しいものです」

　いつも怒おこっている上総だが、さすがに人前ではにこやかだ。

「愛あい想そのない孫で申し訳ありませぬ。身体が弱くて酒しゆ宴えんに出るのも初めてで、緊きん張ちようしておるのでしょう。……想月、白桜を連れて戻もどれ。疲つかれておるのだろう」

　厄やつ介かい払ばらいをするように、上総が顎あごで屋や敷しきを示した。白桜はよし、と心の中で拳こぶしを握る。これ以上青丞の前に立っているのは危険だ。もし自分があの時の〝女〟だとばれたらまずい。

　そそくさと屋敷に戻ろうとすると、想月より早く青丞がこちらに進み出た。

「お疲れになったのですね。それは大変だ。手を貸しましょう」

（あ、本当に心配そうな顔をしてる。もしかして、やっぱりいい人……なのかなぁ？）

　青丞にそっと手を握られて、思わず下を向いた。

　あの夜は暗かったし、袿うちきを頭から被かぶっていたので、顔は見られていないと思う。だが念ねんの為ため、近くで顔を合わせるのは避さけたかった。

　ちょうどその時、背後から誰だれかが呼ぶ声がして、上総がそちらに顔を向けた。青丞がちらりとそれに目をやって、持っていた品のいい紺こん碧ぺきの扇おうぎをさっと開いて口元を隠かくす。

「まだまだいとけないな」

　一いつ瞬しゆん、聞き違いかと思った。

　いとけないとはあどけないという意味で、年とし端はもいかない子供によく使われる。白虎家の跡取りである白桜に対して使うのはあまりに不自然で、ともすれば失礼にあたる言葉だった。

　呆ぼう然ぜんと青丞を見上げると、彼と目が合う。青丞がずらした扇の下から現れたのは、真冬の月のように冴さえた笑みだ。その冷たい表情は彼が氷の貴公子だと言われる所以ゆえんに違ちがいなかった。

（わざと言ったんだ……）

「顔色が悪い。病弱なのは本当のようだな。……それは好都合。田舎に帰らせる理由になる。さっさと都から出て行くがいい。いとけない坊ぼうやは、貴族という魔ま物ものが集まる、宮中という名の伏ふく魔ま殿でんでは生きてはいけないだろうから」

　言われた事を理解するのに、しばらく時間がかかった。そしてその意味に気付いてぞっとする。

　身体を強こわばらせていると、様子がおかしい事に気付いたのか想月が慌てて近づいてきた。

「青丞様、お手をわずらわせては申し訳ありません。白桜様は私が」

　想月がやんわりと青丞から白桜の手を取り戻し、屋敷の方へと促うながしてくれる。

　青丞は見送っているようだが、振り向く勇気はとてもなかった。

　またあの冷たい目を向けられたら、今度は立っていられそうもない。

　彼から少し離れた場所で、想月がそっと囁ささやいた。

「そんなに震ふるえられて。どうなさったのです。……もしや、青丞様に何か言われたのでは？　まだお伝えしてませんでしたが、四神の跡取り達は次期帝みかどとなるよう一族から多大な期待を受けています。つまり各一族の跡取りは帝の座を狙ねらう者同士で、非常に仲が悪いそうです」

　それは何となく想像がついていた。至高の権力者の座は、誰にとっても魅み力りよく的だろう。

「特に青せい龍りゆう家と白虎家は、他ほかの二つの一族に比べて、代々帝を多く輩はい出しゆつしているのです。ですから特に関係は良くないようですね」

（じゃあ、あの時の賊ぞくは、やっぱり青龍家の人達なんじゃ……？　きっと白虎家の跡取りのわたしの命を狙いにきたんだ。多分青丞はそれを知って止めに来てくれた。……どうして助けてくれたのかはわからないけど、これだけは確かだ。彼はわたしの味方じゃない……！）

　先さき程ほどの青丞の冷たい視線を思い出すだけで、冷や汗が止まらなかった。

　情報はやはり大事だ。白虎家と青龍家の暗い歴史をもっと早くに知っていたら、青丞の豹ひよう変へんぶりにもこんなに驚おどろかなかっただろう。

（四神の一族の跡取りになるって、本当に命がけなんだ……。わたしはやっぱり、とんでもない所に来てしまった）

　生まれて初めて受けた悪意に、身体からだが震える。だけど、これが自分の選んだ道なのだ。

　前に進むしかなかった。
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「青丞殿どの、いかがなされました。急に押し黙だまられて」

「……ああ、申し訳ありません、白虎様。素す晴ばらしい宴に呆然としてしまって」

　考え事をしていた青丞は、目の前にいる白びやつ虎こ家の主あるじに向かってそつのない笑えみを浮かべた。

「いやいや、先日行われた青龍家の宴にはかないませぬ」

　互たがいに作り笑いとお世辞での会話には慣れたものだ。

　青丞はにこやかな顔をして話を続けつつも、心の中ではため息をついていた。

「しかし、我が家の宴で青丞殿をお見受けするのは珍めずらしいですな。もしや初めてでは？」

　笑っていても、探さぐるような目つきは隠せない。帝の補ほ佐さをするはずの四神の一族だが、実際は帝の座を巡めぐって対立関係にあるといっていい。今までも、招かれても決して白虎家の宴には出席しなかった。そんな青丞が顔を見せたことに不ふ審しんを覚えているのだろう。

「白桜殿とお近づきになりたかったのです。互いに帝を補佐する四神の一族の跡取りですし、親しくなれたなら嬉うれしいと思いまして」

　すらすらと答えると、白虎家の主が笑みを浮うかべつつも疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを強めた。

「白桜はまだまだ子供。身体も弱く、青丞殿のお話相手もまともに務まりますかわかりませぬ。どうか──お手て柔やわらかに」

　眼差しに一瞬だけ、触ふれたら切れそうな程の鋭するどさが混じった。

　やはり先程白桜に少しばかり嫌いやみを言ったのに、気付かれていたようだ。

　それでも青丞はうろたえる事なく微笑み、白虎家の主と軽く会え釈しやくして背を向けた。

「白虎上総。……さすがは四神の一族の古ふる狸だぬき。侮あなどれないな」

　人ひと混ごみを避けて池のほとりまで歩き、くっと口角を上げる。

　白虎家の主は老ろう齢れいだが、油断ならない人物だ。

　四神の主達の中でも最年長で、左大臣の位を持ち、宮中でもかなりの発言力がある。年をとって衰おとろえるどころか、ますます気合いと迫はく力りよくが増していて、帝も無視をできない人物だった。

　青丞は気を取り直して、宴が行われている庭をぐるりと見回す。すると白桜が、奉ほう公こう人らしき青年に付き添そわれて屋敷へと入る姿が目に入った。彼は真っ青な顔で背を丸め、明らかに怯おびえた表情をしている。祖父と違って孫の白桜はずいぶんと打たれ弱いようだ。

「少しばかり脅おどしただけなのに、あの様子では……。もう会う事はないかもな」

　淡たん々たんとして呟つぶやき、青丞はもう一度宴の様子を見回した。

　先程から探しているのは、あの夜にこの庭の東あずま屋やで出会った娘むすめだ。屋敷に仕える女によう房ぼうだと思うが、あの時は急いで撤てつ退たいしなければならなかったから、名前も聞けなかった。

　普ふ段だんは断るはずの白虎家の宴に出席したのも、彼女の様子を探る為だった。

「あの娘。本当に約束を守って何も言わなかったのか？」

　その辺りも探りたくて白虎家の主に話しかけたのだが、先程の様子からすると、どうやら何も知らないようだ。

　しっかり脅しはかけておいたから、臆おく病びような娘なら言う事をきくかもしれない。

　その可能性もあったが、油断はできなかった。

「……面めん倒どうな事になったな」

　黒くろ髪かみが美しい娘だった。怯えた様子を見せていたが、問いかけには、はっきり答えられるぐらいの冷静さもあった。白い袿から一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みえた、意志の強そうな黒い瞳ひとみが印象的だ。

　不思議な娘だったと青丞は思う。

　周りにいるたおやかでか弱い姫ひめとはまた違う雰ふん囲い気きを持つ娘だった。

　彼女の事を思い出すと、なぜかわずかに胸がざわついた気がした。

　しかしすぐに頭を振ふって息をつく。

「……あの娘を探して、もう一度しっかり口止めをしなければな」

　青丞は腕うで組ぐみして、ほのかに庭を照らす月を見上げ、口元に冷たい笑みを浮かべた。









　三章







「白桜様、内うち股またでしずしず歩かない。腰こし掛かける時は足を閉じないで思い切り開く。話す時はきっぱりはきはきと……ああ、これは大だい丈じよう夫ぶですね。姫ひめだった時から歯切れのいい口調で近所の男の子を言い負かせていましたし。旦だん那な様もこれでは嫁よめの貰もらい手がないとお嘆なげきでしたね」

　廊ろう下かの先でにっこり笑うのは、相変わらず失礼な想月だ。白桜はむっとして口を尖とがらせた。

　跡あと取とりの御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきを十日後に控ひかえ、白桜はただいま想月の指導のもと、男になる訓練の真っ最中だ。

「想月、一言多いっていつも言ってるでしょ。それにね、その満面の笑みはなに？　わたしをいじめるのが楽しくてたまりませんって顔に書いてあるんですけどっ」

「いじめるなんてとんでもない。わたしはあなたを調教……いえ、しつけ……いえ、指導しているのです。か弱い白桜様に厳しく接するのは、私も内心辛つらくてたまらないのです」

　その言葉とは裏腹に、想月の口元は楽しそうに笑みを象かたどっている。

「噓うそばっかり。想月は本当に昔からわたしをいじめるのが生き甲が斐いだよね」

「当たり前です。そのぐらいの楽しみがなければ、ほぼ無給で五年も働いたりできません」

　あまりにも堂々と答えられて、腹が立つよりも先に呆あきれてしまった。

「……もういい。それより、わたし少しは男らしくなったかな」

　白桜は気を取り直して、廊下の先に目を向けた。そこには、歩いている姿を確かく認にんできるようにと想月が用意してくれた、大きな鏡が置かれている。

　鏡を見ながら動くと、歩き方や手の動かし方、座り方に扇おうぎの持ち方まで、やはり自分の仕草は〝女〟だった。それは生まれた時から教育されて、身体に染しみついてしまっているものなので、意識しないと男のような仕草はできないのだ。

　だが特訓の甲か斐いあってか、ここ二、三日でずいぶんと男の仕草が様になってきたように思える。鏡に映る狩かり衣ぎぬ姿の自分は、足を開き気味に立って背筋を伸のばすと、凜り々りしく見えた。

「うん、この角度が一番男らしく見えるな」

　何度も鏡で確認していると、想月が感心したように目を見張った。

「ずいぶんとやる気ですね。数日前までは、男としてやっていけるかとお悩なやみだったのに」

「うん、今のわたしはやる気に溢あふれてるよ。だって、これこれこれ！」

　白桜は満面に笑みを浮かべて、やる気の源である文ふみを袖そでから出して想月の顔の前で開いた。

「昨日届いた姉様からの文だよ。おじいさまが届けて下さった異国のお薬がよく効いて、咳せきがほとんど出なくなったってすごくお喜びになってるの。そのお薬のおかげで夜もぐっすり眠ねむれるようになったからとても楽だって！」

　止まらぬ咳のせいで苦しんでいた都桜をいつも見ていた。一晩中背中をさすって励はげますことぐらいしかできなくて、はがゆくてたまらなかったのだ。

「身体も軽くなって熱もほとんどでなくなったんだって。父上からの文もあるんだけど、姉様は顔色もよくて、とても調子がいいって書いてあるんだ。……よかった。本当によかった」

　嬉しさのあまり、苦しいぐらいに胸がいっぱいになるなんて初めてだ。

　先日の宴うたげで青丞から悪意のある言葉をぶつけられて、本当に跡取りとしてやっていけるのかと悩んでいた。しかしこの文のおかげでやる気と勇気が百倍になったのだ。

　今なら、どんな無む茶ちやな事でもやれそうな気がした。

「姉様が元気になってくれるなら、何でもするよ。何があろうと『男』として御披露目の儀式を乗り越こえてやるんだから！」

　拳こぶしを握にぎりしめて決意していると、想月がふっと微笑ほほえんだ。

「その意気です。白桜様は、男性としてはかなり中性的ではありますが、幸い四神の一族の跡取り達は美形揃ぞろいです。顔立ちだけで言えば彼らの方が白桜様よりよほどお綺き麗れいですから、女だなんてばれたりはしませんよ」

　男の方が女の自分より綺麗だと言われるのは、普ふ通つうならかなり腹が立つ。だけど想月の言葉には素す直なおに納なつ得とくしてしまった。そのぐらい宴で会った青丞と朱咒は美しかった。

（性格は……二人ともかなり難ありだけどね）

　そう思ってため息をつきそうになる。彼らとは再び御披露目の儀式で会わなければならないのだ。個性的すぎる彼らとどう話せばいいのかは悩みのたねだった。

　まだ見ぬ玄げん武ぶ家の跡取りが常識的な人である事を願うばかりだ。

　それでも都桜の文という宝を手に入れた白桜は、表情を引き締しめて大きく息を吸い込んだ。

「為なせば成る、何事も！　気合いをいれて、男として振る舞まってやるんだから。さあ、跡取りの御披露目の儀式まであと十日。それまでにもっともっと男らしくならなくちゃ」

「ええ、その意気です。ですが白桜様は今の時点でも十分頑がん張ばられていますよ。かなり立ち居い振ふる舞いが男らしくなってきました。それに儀式の事を調べましたが、決められた所作をすればよいだけのようなので、今の感じならまず女だとばれる心配はないでしょう。儀式自体も半日もかからないで終わるようなので、その時だけ乗り切れればいいのです」

「うん。儀式さえ終われば具合が悪いふりして屋や敷しきにこもればいいんだものね。そしてそのまま二年間、誰だれにも会わずにすごせばいい。その後はわたしは死んだ事にして自由に……」

「白桜……！」

　いつもはどんと構えている上総が、廊下を足早に駆かけてくる。

　珍めずらしく血相を変えているのを見て、何事だろうと驚おどろいた。

「大変じゃ。まずい事が起こったぞ！　今、帝みかどからの文を届けにご使者が来て……」

「うわっ、すごいな。帝から文が来るなんて、さすが白びやつ虎こ家は名門だなぁ……」

「吞のん気きな事を言っている場合ではない！」

　一いつ喝かつされて首を竦すくめた。気を取り直して見つめると、上総がようやく息をつく。

「よいか、白桜。実は帝からお達しがあったのじゃ。四神の跡取り達を、儀式が行われる神社に集めて、準備を手伝わせるようにと」

「え!?　四神の跡取り達が、自ら儀式の準備をするのですか？」

　そんな話は聞いていなかった。御披露目の儀式に出るだけでいいと言われていたから、男のふりをするのも引き受けたのだ。これでは話がまったく違ちがう。

「いいや、準備は神社の雑ぞう色しきや奉公人だけで十分足りる。それなのに帝は、跡取り達を今日から神社に呼び寄せ、一いつ緒しよに暮らさせて準備を手伝うようにと仰おつしやっているのだ」

「ど、どういう事ですか？　どうして手伝いが必要ないのに、そんな事を？　しかも儀式まではまだ十日もあるのですよ。その間、ずっと彼らと一緒にいろという事なのですか？」

　上総が一度深呼吸をしてから、大きく頷うなずいた。

「そうじゃ、要するに一番の目的は手伝いなどではなく、四神の跡取り達を神社に集めて、十日間一緒に暮らさせる事なのじゃ」

「はあ？　何でそんな事……!?」

　冗じよう談だんかと思うような話だった。だが上総の表情からすると、どうやら本気のようだ。

「実は四神の跡取り達……いや、跡取りだけではなく、それぞれの一族はかなり対たい抗こう意識が強いのじゃ。みな、自分達の一族の跡取りを次期帝にと望み、過去には対立する一族の跡取りを暗殺するような暴挙に出る事も少なからずあった」

　この屋敷に来たばかりの頃ころに、押し入ってきた賊ぞく達の事を思い出して背筋が寒くなった。

　彼らは屋敷に来た跡取り……つまり自分を狙ねらっていた。

「跡取り達も表面上は穏おだやかだが、個人的な交流はほとんどなく反目しあっておる。しかし四神の跡取り達はゆくゆくは帝の一番の側近として、この国の中ちゆう枢すうを担になう存在となる。帝は何かあった時にはすぐに協力しあえるように、跡取り達にはもっと交流を深めて欲しいと思っていらっしゃるようだ」

「それと、今回の事とどういう関係が……？」

「要するに、儀式までの十日間、互たがいに理解しあえるように共同生活をさせようという、帝の計らいじゃ」

「いらないよっ、そんな計らい！」

　思わず頭を抱かかえて叫さけんでしまった。

　帝に対して不敬だとは思ったものの、白桜には切せつ羽ぱ詰つまった問題がある。

「十日間も彼らと暮らすなんて無理だ！　絶対に女だってばれちゃうもの。男のふりをするのは儀ぎ式しきの時だけで、極力外に出なくていいって話だったから引き受けたんだよ！」

　上総としても想定外の出来事だったのだろう。渋じゆう面めんを浮うかべて、腕うで組ぐみをしている。

「わかっておる。わしとてそのつもりじゃった。だが、この間の宴で白虎家にはお前という跡あと取とりが帰ってきたと紹しよう介かいもしておる。跡取りがいるのに、帝の命令に逆らって神社には行かないなどとは言えぬ」

「病気だって言ってみたら。身体からだの具合が悪くて……」

　儀式以外は、それで乗り切る手はずになっていた。だが、上総は大きく首を振ふる。

「だめだ。これは帝からの直接の命じゃ。いかなる理由があろうと、断れば四神の跡取りとは認めぬと、文にしっかり書いてあった。おそらく病気だと言っても、医師を付き添そわせるから神社には来るようにと言われてしまうだろう」

　上総が白桜の肩かたをがっしりと摑つかんで、じっと顔を見み据すえた。

「白桜、ここは覚かく悟ごを決めるしかない。男として何とか十日間乗り切れ！」

（そんな……。十日も男のふりをして、あの個性的な跡取り達と一緒に暮らすの……？）

　上総は簡単に言うが、とても無理に決まっている。朱咒は何を考えているのかわからない上に、かなりの女たらしのようだ。青丞にいたっては、にこやかな表の顔と氷のような冷たい裏の顔を持っている。そんな彼らと、うまく話す自信さえない。

　目の前が真っ暗になって、身体から力が抜ぬけて廊ろう下かにしゃがみ込む。




　ガサッ




　頭を抱えた拍ひよう子しに、袖の辺りで紙がこすれる音がした。はっとしてそちらに目を向ける。

　そこには姉と父からの文ふみが入っていた。白桜の頭に、家族の顔が浮かぶ。

（もし逃にげたら、せっかく調子がよくなってきた姉様に薬を届けてもらえなくなる。血を吐はく姉様をただ見ているだけしかできないなんて、あんな悔くやしい思いは絶対に嫌いやだ。姉様だって病気と闘たたかっているんだ。……だったらわたしも負けられない！　ここで踏ふん張らないとっ）

　姉と父からもらった文が、白桜に勇気とやる気を与あたえてくれる。

　何とか立ち上がって背筋を伸のばし、上総に向き直った。そして大きく息を吸い込む。

「……わかりました。こうなったら十日間、絶対に乗り切ってみせますっ！」

　震ふるえるほど怖こわかったけれど、白桜は紅くれないの瞳ひとみに強い意志の光を宿して宣言した。







「想月、急いで神社に行く準備をしましょう。あなたもすぐに身の回りの物をまとめてね」

「待て、白桜。想月を連れて行ってはならぬ」

　気持ちを切り替かえて自室へと足を向けようとした白桜を、上総が呼び止めた。

　慌あわてて振り向くと、上総が顔をしかめて腕組みをしている。

「どういう事ですか？　想月を連れて行ってはいけないって」

「神社は儀式が行われる神聖な場所なのだぞ。そんな大事な場所に身元のわからぬ者など入れるわけにはいかぬ」

　上総が想月を上から下までじろじろと見つめた。その顔に浮かんでいるのは侮ぶ蔑べつの表情だ。

「他ほかの跡取り達も奉ほう公こう人は連れて行ってはならぬ事になっておる。しかし白桜には色々と事情があるからな。身体が弱いから付き添いが必要だと、特別にねじこんでやる。だからわしが選んだ身元が確かで事情をよく知る者を連れて行け。そんなどこの馬の骨ともわからぬ男を行かせるわけにはいかぬ」

　その言葉に珍しく想月が顔色を変えて、上総に詰つめ寄った。

「しかし、私は旦だん那な様から里桜……いえ、白桜様をお守りせよときつく言いつかっております。離はなれるわけにはまいりません。その為ために私は都まで来たのですから」

　静かだが、上総が目を見開くほどの迫はく力りよくだった。しかし、さすがに彼も負けてはいない。

「ならぬ！　お前のような田舎いなかの貧びん乏ぼう貴族の奉公人など、あの神聖な神社に……」

　吐き捨てるような言葉に、白桜は我が慢まんがならなかった。

　さっと想月の前に進み出て、上総に鋭するどい眼まな差ざしを向ける。

「想月はわたしの屋や敷しきでずっと一緒に暮らしていました。彼はわたしの家族も同然。彼を侮ぶ辱じよくしたら、わたしが許しません！」

　想月はきっと、白桜の事を心配して一緒に行くと言ってくれている。そんな彼を侮辱するなんて許せない。これ以上想月が罵ののしられるのを黙だまって見ているつもりはなかった。

「わたしが一番信しん頼らいしているのは想月です。彼が一緒じゃなければ、神社で十日も暮らすなんてできません。知らない人と一緒より、気心の知れた彼の方が安心できるし、秘密を守り抜くのにも意思の疎そ通つうを取りやすいです」

　はっきりと言い切ると、上総が息を吞のんだ。白桜は上総に向かって大きく一歩踏み出す。

「おじいさまが何と言おうと、彼を連れて行きます。何年もかけて築き上げた絆きずなが、彼とはあるのです。ですから他のどんな人が来ても代わりにはなれません」

　怒いかりのせいか小刻みに拳こぶしを震わせている上総に、白桜はさっと背を向けた。

　歩き始めても呼び止められないのが、返事だろうと思った。

「行こう、想月。早く準備しなくちゃ」

　知らない場所で秘密を抱えたまま、知らない人達と暮らす。そこに知らない奉公人を連れて行くなんて、白桜にとっても不安だらけだ。想月が一緒でなければきっと一日ももたない。

　上総の非礼に腹を立てた様子もなく、想月は頷いてついてきてくれる。

「ありがとう、想月」

　ほっとして呟つぶやくと、想月が微笑ほほえんで白桜の背中をぽんぽんと優やさしく叩たたいてくれた。
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　牛ぎつ車しやから降りた白桜は、石段の一番上にある大きな鳥居を見上げていた。

　その向こうにある朱しゆ塗ぬりの社は、白びやつ虎こ家の屋敷にも見み劣おとりしないくらい大きい。

　見み渡わたす限りのこの山全体が神社の敷しき地ちなのだという。

「顔色が悪いですよ。白桜様。やはり秘密を抱えたまま跡取り達と一いつ緒しよに暮らすなんてと、ここに来た事を後こう悔かいされているのですか？」

　想月が荷物を牛車から降ろしつつ声をかけた。白桜は小さく息をつく。

「そんな事ない……なんて言ったら噓うそになるけど、ここまできたらやるしかないでしょ。絶対に十日間、無事にここですごしてみせるんだから！」

　何事も気合いが大事だと思っている。強い意志が運も勝利も導いてくれるはずだ。

　白桜は力強い足取りで石段を上がった。不安がこみ上げてくるが負けるわけにはいかない。

「わぁ、広いな」

　石段を上がりきると、社の大きな門が開かれていて、奥には緑豊かな庭が垣かい間ま見みえた。ここで男ばかりに囲まれて十日間暮らすのだと思うと、自然と身が引き締しまる思いだった。

　深呼吸して、石段の下で荷物を牛車から降ろしている想月に目を向ける。

　彼を待ちつつ、辺りを観察するように見回して、ふと門の左手に廏うまやらしき建物を見付けた。

「あっ、すごい、あれって神しん馬めだよね」

　廏の柵さくから顔を覗のぞかせているのは、金銀の細工が施ほどこされた馬具を身につけた真っ白な馬だ。

　陽真乙国では、雨や晴れなどの天候を神に祈いのる時、神社に神馬が奉ほう納のうされる習慣がある。田舎でも何度か神馬が奉納される所を見た事があった白桜は、その勇ゆう壮そうな姿に憧あこがれていた。

「綺き麗れいな白馬だな。一度でいいから、馬に乗ってみた……ん？」

　目を輝かがやかせていた白桜だが、ふいに眉まゆ根ねを寄せた。

　廏の外から世話をしていたらしい舎人とねりが、突とつ然ぜん何かに驚おどろいたように尻しり餅もちをついたのだ。

「うわぁぁぁぁ！」

　そして舎人が叫んだのと、馬が廏の柵に体当たりしたのはほぼ同時だった。

　バキバキバキッと音を立てて廏の柵が折れ、馬が飛びだしてくる。

「暴れ馬だ！　興奮してるぞっ。気をつけろっ」

　舎人の叫び声が、馬のいななきと地面を蹴ける力強い足音にかき消された。

　白桜は目を見開いて息を吞む。

「噓っ！　こっちに来る！」

　なぜあんなに興奮しているのだろう。理由はよくわからないが、あの蹄てい鉄てつがついた足で踏みつけられたら命に関かかわるのだけは確かだ。

　いななきを上げて突とつ進しんしてくる馬はもうすぐそこまで来ていて、白桜は逃げる暇ひまもなくしゃがみ込むしかなかった。

「きゃぁぁぁぁ！」

　神馬がすぐ目の前で前足を上げた。

　進行方向にいる白桜を邪じや魔まだと言いたげに、前足が頭を狙ねらう。

　絶体絶命だ！　と思ったのもつかの間だった。

　予想した痛みも衝しよう撃げきもこなかった。なぜなら、暴れる馬にさっと飛び乗った人物がいたのだ。

　その人物が手た綱づなを引いて方向転てん換かんさせてくれたので、馬の前足は白桜の頭ではなく、すんでの所ですぐ脇わきの地面へと降ろされた。

　地面をえぐるようについた馬の足あし跡あとにぞっとする。こんな力強い跡を残す足が、もし自分の頭にでも振ふり下ろされていたなら……そう思うと生きた心地ここちがしなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　騒さわぎを聞きつけたのか、想月が珍めずらしく血相を変えて石段を駆かけ上がってきた。

　白桜は全身を小刻みに震わせながらもどうにか立ち上がる。

「うん。何とか……。でもいったい何が起こったの……？」

　馬はまだ興奮しているらしく、土つち埃ぼこりを上げながら足あし踏ぶみを繰くり返していた。

　白桜を助けてくれた人物が、手綱をうまく引いて馬を落ち着かせようとしている。

　馬上にいるのは、見た事のない男だった。年の頃ころは二十代前半だろうか。ずいぶんと長身で肩かた幅はばが広く、一見細身に見えるが鍛きたえているのが服の上からでもよくわかる。

　黒い髪かみを頭の上で一つにくくり、腰こしにはかなり大ぶりの刀をさしていた。

　ともすれば無表情かと思うほどの冷静な顔は、ずいぶんと目つきが鋭くて妙みような迫力がある。

　武官のように動きやすい身なりをしているから、神社の護衛かと思っていると、想月がそっと耳元で囁ささやいた。

「白桜様、この方はおそらく玄げん武ぶ家の跡あと取とり、鵬ほう玄げん様です」

　驚いて、再び馬上にいる彼をじっくりと見つめる。

（髪と目の色……黒いけど、みんなとは違ちがう黒だ。普ふ通つうだったら太陽の光に照らされたら茶色とか藍あい色いろとか、違う色を見せる時があるけど、彼のはどんなに光にすかされても、髪も瞳ひとみも漆しつ黒こくの色から変わらない。まるで月のない夜の闇やみみたいな色だ）

　精せい悍かんで整った顔立ちをしているのに、目つきが悪いせいか第一印象は怖こわそうな人、だった。
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　鵬玄のおかげで馬はすでに落ち着きを取り戻もどしている。白桜は慌てて頭を下げた。

「ありがとうございました！　助けて頂いて」

　しかし返事はなかった。恐おそる恐る顔を上げると、鵬玄に上から睨にらみつけられている。

　見定めるような視線にさらされて、居い心地ごこちの悪さを感じて思わず俯うつむくと、鵬玄は無言のまま手綱を引いて廏の方へと馬を進ませた。

「あ、あの……」

　慌あわてて呼び止めようとしたが、彼は振り返りもしなかった。

「怒おこった顔で無視されちゃった。どうしよう……」

　遠ざかっていく後ろ姿を見つめて、つい情けない声を上げてしまった。

　なるべく四神の跡取り達とはうまくやっていきたいと思っている。

　最初から嫌きらわれたり怒らせたりするのはできるだけ避さけたかった。

　神社についたそうそう失敗したと思っていると、想月に優しく肩かたを叩かれる。

「いえ、白桜様に怒っているわけではないと思います。鵬玄様はあまり人付き合いがよい方ではないと噂うわさで聞きました。七夕たなばたの宴うたげの時もお招きしたけれど、お越こし頂けなかったとか」

　それを聞いて少しだけ心が軽くなった。

　あの態度が自分にだけではないのなら、これから親しくなれる機会もあるだろう。

「そうなんだ。それにしても、鵬玄様は他ほかの貴族達とは少しばかり雰ふん囲い気きの違う方だね」

　雅みやびさを大切にする都の貴族達は、刀などもった事がないような物もの腰ごしの柔やわらかい男が多かった。

　しかし鵬玄は、細身といえどかなり鍛えた身体からだをしていて、腰にさした刀は驚くほど大きかった。それに、暴れ馬を一いつ瞬しゆんで大人しくさせる手綱さばきは見とれるほどに素す晴ばらしい。

「それはおそらく、鵬玄様がもともと武官だったからだと思います。玄武家は跡取りがおらず、先日代だい替がわりをしたばかりだそうです」

　想月の情報に、一瞬息が止まりそうになる。慌てて彼に向き直った。

「そ、それって……」

「ええ、四神から跡取りを立てるようお告げがあった時、玄武家には適した年ねん齢れいの男子がいなかった。そのせいで玄武の一族は都を追放になったそうです。そして四神が帝みかどを通して、新たな玄武家として選んだのが彼の一族です」

　他人ひと事ごとでは決してないと、青ざめる。白桜が跡取りになると決断しなければ、白虎家も先代の玄武家と同じ目にあっていたはずだ。

「鵬玄様の一族は、もともとはあまり身分は高くなかったようです。鵬玄様自身も、つい一月前までは、都と地方の境を守護する兵ひよう部ぶ省の武官としてご活かつ躍やくされていたと聞きました」

「なるほど、だから馬の扱あつかいにも慣れてたんだ。大きな刀も持っていたし、強そうだよね」

「ええ、都一の武人だと評判で、武官だった頃にわずか二十人ほどの部下を率いて、この国で一番大きな盗とう賊ぞく団百人以上を相手に立ち回ったそうです。しかも味方に一人の死者も出さず帰ってきたという猛者もさだとか。その勇ましさから、『妖よう鬼き帝てい』と陰かげで噂されているそうです」

「妖鬼帝!?　すごい名前をつけられたものだね。だって鬼おにみたいに強いって事だろう？」

　近所にも乱暴な男の子達はいたが、まったく格が違う。

　実戦を経験した武官なんて、平和な田舎いなかで育った白桜は、一度も会った事がなかった。

　これから、まったく接点のない彼とどう接していったらいいのかと思い悩なやむ。

　朱咒や青丞もかなり性格に難があるが、鵬玄もつきあいやすい人物とは言えないようだ。

「白桜、大丈夫かい？」

　そこへ声をかけたのは、社の門から出てきた朱咒だった。真っ赤な着物に身を包んだ姿は、相変わらず女性のように美しい。整った顔を心配そうに歪ゆがめて、駆け寄ってくる。

「神しん馬めが暴れたと聞いたよ。白桜が襲おそわれたと舎人が呼びにきたんだ。怪け我がはないかい？」

　朱咒が手にしているのは、医者がよく持っている薬が入った皮の布ぬの袋ぶくろだ。きっと白桜が怪我をしたかもしれないと思った舎人が、医者である朱咒を呼びに行ってくれたのだろう。

「はい。大丈夫です。それにしても、どうして神馬が急に……」

　廏うまやに顔を向ける。そこでは鵬玄から手て渡わたされたのか、舎人達が神馬の手綱を引いて再び廏に入れようとしている所だった。

「どうやら神社に奉納されたばかりのようで、興奮していたらしい。馬もなれない場所だと落ち着かないのだろうね」

　微笑ほほえむ顔に思わず見み惚とれていると、朱咒がさっと白桜の頰ほおに手を当てた。

「可愛かわいい白桜。よほど怖かったのだね。怯おびえた子こ猫ねこのような目をしているよ。怪我はないかもしれないが、どこか打ったりしていないか診しん察さつしようか。君の白い肌はだに醜みにくい痣あざでもできたら大変だ」

　まずい、と心の中で叫さけんで、慌てて後ずさって朱咒の手から逃にげる。医者だという彼にはあまり触ふれられたくない。男と女の身体の違いを一番よくわかっているのは、きっと彼だ。

「い、いえ。平気です。どこも打ってません！　それにわたしは男です。可愛いとか、そんな事を言われても嬉うれしくありません……！」

　きりりとした顔で睨みつけると、朱咒が目を丸くして、やがて声を立てて笑った。

「ははっ。子猫かと思ったら、見かけによらず気が強いようだ」

「あの、えっと……あ、そうだ。鵬玄様に助けて頂いて、お礼を言ったのですが、聞こえなかったのか行ってしまわれて。あの方も四神の跡取りなのですよね。また会う機会はあるでしょうか？　ちゃんとお礼が言いたいのですが」

　朱咒の気をそらしたい狙いもあって出した話題だが、鵬玄に礼を言いたいのも本当だ。

　わずかに目を見開いた朱咒が、すぐに笑えみをこぼした。

「ああ、妖鬼帝なんてあだ名をつけられてしまった鵬玄だね。これからしばらくは一いつ緒しよに暮らすのだから礼はいくらでも言えるよ。……彼は威い圧あつ的でとても目つきが悪かっただろう？」

　面おも白しろがるような口ぶりだった。思わず頷うなずきかけて、慌てて首を振る。

「いえ、わたしの命を救って下さった恩人です。怖いなんて、そんな……」

　もごもごと言い訳すると、朱咒の笑みが深くなった。

「いいんだよ。彼の容姿は鬼き神しんのようだからね。実は私は、彼ともぜひ親しん睦ぼくを深めたいと思っているんだ。彼のような男はどう攻こう略りやくしたら親しくなれるのか、研究してみるのも楽しそうだからね」

（え、研究？……朱咒ってやっぱり変わってる）

　愛あい想そ笑いをしていると、ふと廏の方で何かが動いた気配を感じた。

　目を向けると、青丞が以前も持っていた紺こん碧ぺきの扇おうぎを口元に当て、こちらを窺うかがっている。

　宴の時と同じ冷ややかな表情を向けられて、白桜はさっと青ざめた。

「やあ、青丞。お元気かな？」

　白桜の視線の先に気付いて、朱咒がにこやかに声をかけた。

　青丞が彫ほりの深い顔に、冷れい笑しようを浮うかべる。

「ああ、いたって健康だ。貴き殿でんの世話にはならないよう気をつけているからな」

「おや、私は腕うでは悪くはないつもりだよ。恐れ多くも帝の御ご殿てん医いなのだから」

　そんな話は初耳だった。ふざけた調子の朱咒だが、医者としての腕はこの国で一番だというのは噓うそではないらしい。青丞がぱちりと音を立てて扇を閉じ、朱咒を見み据すえた。

「帝がお呼びになっても、理由をつけて宮中には来ないくせによく言うな」

「しょうがないだろう。私は忙いそがしいのだ。謎なぞと不思議と秘密が大好きな素行の悪い貴族、それが私だ。その時々で興味のあるものに熱中するから、仕事をする暇ひまがないのだよ。そうそう、今の一番の興味は白桜だ。可愛らしい彼と仲良くなろうと夢中になっているのだよ」

　朱咒が白桜の肩に手を置いて抱だき寄せると、青丞の視線がちらりとこちらに向いた。その眼まな差ざしは触れれば切れそうなほど鋭するどい。鵬玄も目つきが悪かったが、彼はまた別なすごみがある。

　睨にらまれるとまるで、吹雪ふぶきの雪山に薄うす着ぎで立っているように身体が凍こおり付くのだ。

「くだらない」

　吐はき捨てるような口ぶりで、青丞が背を向けた。白桜は視線がそらされた事に、思わずほっとする。遠ざかる彼の背に向かって、朱咒が声をかけた。

「青丞、これから十日間、みんなで一緒に暮らすのだから、ぜひ君とも仲良くしたいな」

　親しみを込めた声だったが、青丞は無視したまま去って行ってしまった。

「ふむ、やはり鵬玄より青丞の方が手て強ごわいかもしれないな」

　朱咒はやはり何を考えているのかわからない。無視されたというのに、すごく嬉しそうなのだ。白桜など、青丞に向けられた悪意ある視線だけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのに。

（強面こわもての鵬玄に、調子がよくて何を考えているのかわからない朱咒に、わたしに悪意を隠かくさない青丞。十日間も、この人達とやっていけるかなぁ。しかも、女だってばれないで……）

　不安は大きいし、自信もない。だけど、今いま更さら引き返すわけにもいかなかった。

　白桜はこれも家族の為ためだと心の中で何度も繰くり返し、肩を抱いていた朱咒の腕を振ふり切って、社へと足を踏ふみ入れた。
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「青丞様」

　社にある自室へと向かっていた青丞は、聞き覚えのない声に呼び止められて、ゆっくりと振り向いた。そしてわずかに首を傾かしげて眉まゆ根ねを寄せる。

「……ああ、お前は白びやつ虎こ家の」

　一いつ瞬しゆん誰だれだかわからなかったが、色素の薄うすい金茶の目や髪かみには見覚えがあったので、すぐに思い出した。確か白桜にいつも付き従っている奉ほう公こう人だ。

　女性のように美しい顔立ちで、穏おだやかな笑みを浮かべているが、なぜか目つきには剣けん吞のんな色があるように感じた。

「想月と申します。……先さき程ほど神馬が暴れまして。青丞様が廏の近くにおられたようなので、お怪我はないかと思いまして」

「余計な世話だな、白虎家の奉公人に心配されるいわれはないが」

「そう仰おつしやらないで下さい。……しかし、どうして急に神馬が暴れ出したのでしょう。環かん境きようが変わって興奮していたと聞きましたが、本当にそれだけでしょうか？」

　口元だけの笑みは、とてもただの奉公人とは思えない冷たい迫はく力りよくに満ちていた。

　陰かげのある男だと青丞は思う。こういう男には油断してはならないと、本能が囁ささやいた。

「俺がやったのではないかと、率そつ直ちよくに聞いたらどうだ？」

　突とつ然ぜんの切り返しにも、想月は一いつ切さい慌あわてたそぶりは見せなかった。

「とんでもない。そんな事は思っておりません。廏の近くにいらっしゃったようなので、何かご存じではと思っただけです。気分を害されたのなら、申し訳ありません」

　柔やわらかな物もの腰ごしで会え釈しやくして、想月が背を向けた。

　立ち去るかと思ったが、何かを思い出したように顔だけをこちらに向ける。

「……これは独り言ですが。白桜様は私の大切な主人です。あの方に何か……そう先程のように、不幸な事故で片付けられてしまうような事が起こって怪我でもされたら、私は絶対にその原因を突つき止めます。そしてその原因を決して許しはしないでしょう」

　金茶の瞳ひとみに宿っているのは殺気だ。青丞はその目を臆おくすことなく見返した。

「では俺も独り言を呟つぶやこう。主人が大事ならさっさとあの坊ぼうやを連れて神社を……いや、都を出て行け。さもなければこれから先、お前の言う不幸な事故が何度も起こるかもしれないぞ」

　辺りの空気が凍り付くような、冷たい視線を互たがいに向けあう。想月がすっと口角を上げた。

「……もう不幸な事故は起こらないでしょう。私が必ず白桜様をお守りしますから」

　静かだが、強い意志のこもった声だ。

　その言葉を残して、想月が今度こそ背を向けて去って行く。

　青丞は強い光を宿した視線で、彼の後ろ姿を見送った。
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「結局、儀ぎ式しきの準備なんて何にもやることないじゃない」

　神社に来て、丸一日が経たっていた。夕日が沈しずみ始め、どこからか食事のいい香かおりもし始めている。する事がなさすぎて退たい屈くつしていた白桜は、つい不満気に呟いた。

「もうすぐ夕飯だよ。今日も一日何にもしないで終わっちゃうよ。こんなんでいいの？」

「いいのではないですか。跡あと取とり達とも神社の方々とも極力顔を合わせずにすむのですし」

　荷物の整理をしているらしい想月になだめられたが、白桜は口を尖とがらせた。

「でも……」

「儀式の準備は、神社の方達が予定通り行っておられますし、私達が手伝うと言っても遠えん慮りよされてしまったのですから、ここは大人しくしておいた方がいいと思います。……それにしても、白桜様は案外まじめですね。言われた通り、ちゃんと儀式の手伝いをしようとするなんて。他ほかの方達はみなさん好き勝手にされているようですよ」

「そういえば、みんな昨日会ったきり、ぜんぜん顔を見ないね。いったい何をしてるんだろ」

　会わなくてすむのは好都合だが、ちっとも見かけない彼らの事が気になった。

　一応、食事は大広間で全員揃そろって食べる事になっている。

　しかし昨日も今日もそこで食事をしたのは、白桜だけだった。

「鵬玄様は神社の武芸場に入り浸びたりで、雑ぞう色しき達を相手に剣けん術じゆつの稽けい古こをされているとか。雑色達の中では、鵬玄様の男気に惚ほれ込んだと『妖よう鬼き帝てい、鵬玄様を崇あがめる会』ができたそうですよ」

「はぁ？　ほ、惚れるって、男の雑色達が男の鵬玄に？」

「変な意味ではありません。その他にも、『鵬玄様に叱しかられる会』や『鵬玄様に気合いを入れられる会』など色々あるそうです」

　その激しく趣しゆ味みの悪い名前がついた会がいったいどんなものなのか、さっぱり理解できない。顔をひくつかせた白桜を尻しり目めに、想月が淡たん々たんと話を続けた。

「それから朱咒様は、昨日から外に遊びに出られたままお帰りになっていないそうです。山を下りた辺りに盛さかり場があるそうなので、そちらにいらっしゃるのでしょう」

「えっ、でも跡取り達は外出禁止じゃないの？」

「まあ、朱咒様ですし、見て見ぬふりをされているみたいですね。青丞様は自室で書物を読んですごされているようです」

　みんな個性的だとは思っていたが、それに加えて協調性もないようだ。

「いいのかなぁ、そんなんで。だってわたし達、交流を深める為に集められたんでしょ。……まあ、わたしはその方が助かるけどね。これならあと九日間乗り切れそうだし」

　退屈ではあるが、大事なのは秘密を守る事だ。このままじっとしておくに越こした事はない。

　想月が白桜の着物を手にして振り向く。

「さあ、お着き替がえの用意ができました。先程雑色から聞いたのですが、この神社の裏山に温泉が湧わいているそうです。神社の湯ゆ殿どのでは誰だれに見られるかわからなくて、ゆっくり入れないでしょう。ですから少々歩きますが、今日はその温泉に参りましょう」

〝温泉〟という響ひびきに、白桜の心が一気に高こう揚ようした。

「温泉って、聞いたことある！　地下からお湯が湧わき出るあの温泉だよね！」

「ええ、入ると肩かたこりや腰よう痛つうが和やわらいで、疲つかれもとれるあの温泉です。この辺りでも知っている者は少ないし、道が悪いので誰も近寄らない秘湯だとか。……ずっと気を張り詰つめ通しだったでしょう。誰も来ないように見張っていますから、ゆっくり浸つかって下さい」

「わあっ、ありがとう、想月。すっごく楽しみ！」

　一言も二言も多くて失礼だけれど、時折見せる思いやりが嬉うれしくて口元が緩ゆるむ。

　白桜は歓かん声せいを上げて、足取り軽く想月の後に続いた。
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　白桜は、持っていたたいまつで辺りを照らした。

　満月なのに、山道は目を凝こらさないといけないぐらい足あし下もとが暗い。

　温泉は距きよ離り的てきにはそう遠くはなくて、神社の裏手にある小高い丘おかを越えた先にあった。しかし道は悪いし木は生おい茂しげっているしで、たどり着くまでには時間がかかってしまった。

　だけど苦労してたどり着いた先には、極楽が待っている。

「これが温泉かぁ。すごいね、真っ白!!」

　白桜は目を輝かがやかせて、想月を振ふり返る。

　湯気が立つ温泉は、余よ裕ゆうで十人は入れるくらいの大きさがある。

　白色の濁にごったお湯からは、卵をゆでた時のような不思議な臭においがした。

　想月に促うながされてたいまつを渡わたすと、近場にある大木の枝の隙すき間まに差し込んでくれた。

　おかげでうっすらと辺りが明るくなる。

「今来た道を下った所で見張りをしています。何かあれば叫さけんで下さい。すぐに参ります」

「想月も交代で入る？　わたし見張ってるよ」

「いえ、私はけっこうです。ではごゆっくり」

　着替えを置いて、想月が道を戻もどっていく。彼の姿が見えなくなってから、もう一度辺りを見回して誰もいない事を確かめ、早さつ速そく着物を脱ぬいだ。

　ざぶっと勢いよくお湯に浸かり、大きく伸のびをする。

　少し熱めのお湯だが、緊きん張ちようのし通しで疲れた身体からだには心地ここちいい。更さらに首までお湯に浸かると、全身から余分な力が抜ぬけていきそうな気がした。

「気持ちいい～」

　こんなにのんびりとした気分になったのは、都に来てから初めてだった。

「幸せだ。姉様も連れて来てあげたいな。そうだ、明日は姉様に文ふみを書こう。それから……」

「へえ、白桜には姉上がいるのかい」

「はい、すっごく優やさしくて美人で……ひっ！」

　誰だれもいないと思っていたはずの温泉で突然声をかけられて、飛び上がるほど驚おどろいた。

　しかもまずいことに、軽い調子の声には聞き覚えがある。

　振り向かなくても、後ろにいる人物が誰だかわかってしまった。

「君の姉上なら、可愛かわいいだろうね。文でも送ってみようかな」

　声は後ろの、それもすぐ近くから聞こえた。

　ざぶん、と誰かがお湯に入る音がする。同時に水面に、燃えるような赤い髪かみが映った。

（朱咒だっ。噓うそ、温泉に入ってきた！　いつのまに来たのよ。想月が見張ってるはずなのに……！）

「え、えっと、あの、朱咒……」

「どうしたんだい。白桜。段々お湯に沈んでいってるよ。そのままだと、顔全体が浸かって息ができなくなるよ」

　慌てて身体に力を入れて、顔だけを外に出す。幸い、温泉は真っ白な濁り湯だ。

　周囲も薄うす暗ぐらい為ため、これ以上身体を出さなければ秘密には気付かれないだろう。

（でも、どうしよう。裸はだかなのに！　お湯に入ったって事は朱咒も裸なんだよね。や、やだっ）

　悲鳴は何とか吞のみ込んだものの、顔が真っ赤になっているのが自分でもわかる。女だとばれるのは論外だが、裸の状態で裸の男の人のそばにいるなんて状態も非常にまずい。

　本当は、まだ嫁よめ入いり前の娘むすめなのだ。

　恥はずかしさのあまり、思わず両手で自分の身体を抱だきしめる。お湯が濁っていて見えないとわかっていても胸を隠かくしたのは、きっと心の隅すみに残っている乙女おとめ心ごころのせいだろう。

「おや、のぼせたのかな。顔が赤いよ。いくら温泉でも浸かりすぎは身体に毒だ」

　ぱしゃりと水音がした。どうやら顔を洗ったようだ。お湯から出るわけにもいかないし、ましてや彼の方に顔を向ける勇気もない。男の裸なんて、父親のでさえ見た事がないのだ。

「この温泉はとても身体にいいと聞いたのでね。神社に酒臭くさいまま帰るのもためらわれたから、ちょっと足を伸ばしてみたんだ。すぐにつくはずだったのに、道を外れてしまって反対方向から来たから、ずいぶん時間がかかってしまった」

　朱咒の声はため息混じりだった。どうやら彼は、白桜が来た道とは違ちがう方向から来たようだ。

　だから想月は気付かなかったのだろう。

　機き嫌げんよく鼻歌を歌う朱咒を背後に、白桜は焦あせりに焦っていた。

（ど、どうしよう！　大声を上げれば想月は気付いてくれるかもだけど、そんな事をしたら思いっきり不ふ審しんがられるよね）

「白桜、どうしたんだい、様子が変だね……」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁっ」

　肩に手を置かれて、思わず朱咒の方に顔を向ける。その途と端たん、叫び声を上げてしまった。

　振り向いた拍ひよう子しに、お湯に浸かっている彼の姿が目に入ったのだ。

「……は、白桜？　いったいどうし……」

「見てません！　絶対に見てません！　殿との方がたの裸を見るなんて、そんなはしたない……！」

　目をぎゅっと瞑つぶって、両手をぶんぶん振ると、くすくすと笑う声が聞こえてきた。

「変な子だね。別に裸を見たっていいだろう。男同士なんだから」

　はっとして、慌あわてて湯の中に手を戻した。だけどなるべく朱咒を見ないように目をそらす。

（そうよ、今わたしは男なんだから。こんなに恥ずかしがってたら、あやしまれちゃう！）

　だったら目をそらしているのも変だろう。だって自分は男なのだ。男の朱咒を真正面から見られないなんて、おかしいに決まっている。白桜は意を決して、恐おそる恐る朱咒に目を向けた。

　朱咒はゆったりと湯に浸かっている。

　肩まで入ってくれているから、裸は見ずにすんでほっとした。

「そ、そうですね。男同士ですものね。ははははははははははははは」

　乾かわいた笑いだったが、とにかく笑い続けた。今は沈ちん黙もくが何より怖こわかった。

「君はやっぱり面おも白しろいな。そうそう、君とはゆっくり話したいと思っていたんだ。……君は桜子姫ひめのご子息なのだそうだね」

　母の名前を突とつ然ぜん出されて、目を丸くする。

「え、ええ。あの、母をご存じなのですか……？」

「まあね、四神の一族は昔からあまり仲がいいとは言えないんだが、朱す雀ざく家と白びやつ虎こ家は比ひ較かく的てき親しいんだ。親族同士が縁えんを結んだりしているから、彼女と私は遠とお縁えんでね。それで私も幼い頃ころから白虎家に出入りしていたんだよ。桜子姫は幼い私を可愛がってくれてね」

　朱咒の目が懐なつかしそうに、夜空に浮うかぶ月を見つめた。

「桜子姫は、優しいけれど少しばかり気が強くて、よく父親の白虎様を困らせていた。……君は桜子姫によく似ているよ。桜子姫もお身体が弱くて田舎いなかに療りよう養ように行かれて、そこで知り合った貴族と結けつ婚こんしたと聞いた。その息子むすこが戻ってくると知って楽しみにしていたんだ」

　どうやら母の駆かけ落ちは、都ではそういう事になっているらしい。

　朱咒がそっと手を伸ばして白桜の頰ほおに触ふれた。情熱的な赤い目が愛いとおしそうに細められる。

　同じような赤味を帯びた瞳ひとみでも、明るい炎ほのおのような白桜の瞳に対して、朱咒の瞳は血のようにこっくりと深い色合いをしている。

　その目でじっと見つめられると、なぜかものすごく嫌いやな予感がした。

「実は彼女は、初はつ恋こいの人なんだ。彼女に似ている君を見ていると、その気持ちを思い出すよ」

　匂い立つような色気とはこの事だろうか。

　ぼうっとしてしまうほど美しい男に見つめられれば、普ふ通つうの女性なら喜びもするだろう。

　そう、女性ならば。

「あ、あの、念ねんの為にいいますが、わたしは男ですけど……」

　頰を優しく撫なでられて、冷や汗あせが吹ふき出す。だけど、振り払はらったら不審がられるような気がして動けない。何だかとても身の危険を感じるのは、気のせいだろうか。
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「──大だい丈じよう夫ぶ、私は男とか女とか、特に気にしないから」

　にっこりと微笑ほほえまれて、それが冗じよう談だんではないと瞬しゆん時じに悟さとった。

「わたしは気にしますーっ」

　叫んで、慌てて朱咒と距きよ離りを置こうとする。しかし温泉の中ではそれも限界がある。

　何より、お湯から出られないのはどう考えても不利だ。

「おや、逃にげないのかい？　だったらその気があるのだと判断するけど、よいのだね」

「よくないですっ。に、逃げないんじゃなくて、あの……うっ！」

　じたばたしていると、ふいに頭がくらりとした。

（やばい……！　のぼせたっ）

　目の前が真っ暗になる。しっかりしろと頭が全身に命令を下しているのに、身体は言う事をきかない。自分ではどうしようもなくて、ふらりと湯の中に突つっ伏ぷすように倒たおれてしまった。

「大丈夫かい!?」

　さすがに朱咒も慌てた様子で、立ち上がって白桜に手を伸ばす。

　もうろうとした意識の中で、警けい鐘しようが鳴り響ひびいた。

（だめ！　こっちにこないで、秘密がばれちゃう！）

　湯に顔から突っ込んで息もできなかったのに、まず頭に浮かんだのはそれだった。だけど、身体はやはり言う事をきかない。

　あとわずかで朱咒の手が肌はだに触れるという所で、天からの救いの声がした。

「触さわらないで！」

　想月の声だ。想月は着物が濡ぬれるのも構わずお湯に飛びこむと、白桜の顔を上げさせる。

　持っていた着き替がえで白桜の身体を包み込み、軽々と抱だき上げた。

「申し訳ありません。朱咒様。実は白桜様にはお身体からだに傷がありまして。それを見られるのを極きよく端たんに嫌がられるのです。……失礼」

　新しん鮮せんな空気と、想月の力強い腕うでにほっとする。それと同時に、意識が遠くなっていく。

（ありがとう。想月……）

　目が覚めたら、一番にそう言おう。白桜は心に決めて、意識を手放していた。
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　小川のせせらぎが耳に心地ここちいい。

　想月は自然が奏かなでる音楽に耳みみを傾かたむけながら、白桜の額に濡らした手ぬぐいを置いた。

　温泉でのぼせて気を失った白桜は、裸のままだ。着物を着せかけて隠してはいるが、このまま社へ連れて帰るわけにはいかない。

　仕方なく想月は、社に帰る途と中ちゆうにあった小川へ立ち寄った。

　自分の上着を脱ぬいで地面に敷しき、横たえさせていたが、まだ目を覚ます気配がない。

「……私の不注意でした。もう少しであなたの秘密がばれてしまう所だった」

　そっと頰に手を当てた。閉じた瞼まぶたにかかっていた髪をかきあげて、顔をのぞき込む。

　白桜の顔や唇くちびるが青白くなっているのを見て、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「疲つかれた顔をしておいでだ。我が慢まんしすぎではないですか。あなたは子供の頃から頑がん張ばり屋で、弱音を吐はかないから……」

　想月は目を細めた。強く揺ゆさぶれば起きるのかもしれないが、そうはしなかった。

　先さき程ほどから吹いている、ややひんやりした風を遮さえぎるように、白桜の傍かたわらに腰こしを下ろす。

「もう少しだけ人目のない所でゆっくりお休み下さい。そして明日にはまた元気な笑え顔がおを見せて下さいね。あなたの笑顔を見ていると、どういうわけか私の気持ちも明るくなって幸せな気分になれるのです」

　起きているあなたには内ない緒しよですけどね、と呟つぶやいて、想月は薄うすく笑った。
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　白桜は心地いい日差しを浴びながら、ほうきを片手に神社の庭掃そう除じに精を出していた。

　昨夜は温泉で朱咒と鉢はち合あわせし、のぼせて倒れてしまうという大失態を犯おかしたが、朝になって目が覚めてからはすこぶる調子がよかったのだ。

「これも温泉効果なのかも」

　こっそりと呟いて微笑んだ。身体は軽いし気分はいいし、その上天気までいい。少しばかり運動がしたくなったのだが、他ほかの跡あと取とり達とはあまり顔を合わせたくない。

　考えたあげく、彼らがすごす部屋からは遠いこの中庭で散歩しようと思いついた。

　意い気き揚よう々ようとやってきて、のんびり散歩していると、ふと枯かれ葉はが落ちているのが気になった。そこで神社の人達の役に立てて、運動にも暇ひま潰つぶしにもなる庭掃除をしようと思いついたのだ。

「ふんふんふん～ふふふん……あれ？」

　鼻歌混じりで仕事をしていると、ふとうなじの辺りに違い和わ感かんを覚えた。

「枯れ葉でも落ちて……きゃぁぁぁぁ！」

　思わず悲鳴を上げたのは、つまみ上げた先ににょろにょろと、死ぬほど嫌きらいな毛虫がうごめいていたからだ。すぐさま手放したのに、その毛虫は白桜の左袖そでに見事に着地した。

「とって……！　とってとってとってーっ」

　昔知らずに触って手が腫はれ上がって以来、毛虫は大の苦手だ。怖くて怖くて仕方ない。

　うにょうにょとうごめくあの動きが耐たえられないのだ。

「うぎゃぁぁぁぁぁ！……あ？」

　そこへひょいっと誰だれかの手が伸のびてきて、白桜の袖にいた毛虫をつまみ上げた。そのまま毛虫は、近くの大木へ移される。

　白桜は、大だい嫌きらいな虫が離はなれた事でようやく胸をなで下ろす。

「あ、ありがとう。想月……」

　この神社で困っている自分を助けてくれるとしたら、彼だけだ。きっと悲鳴を聞いて駆けつけてくれたのだろう。そう思って顔を上げて、思わず目を見開いた。

「ほ、鵬玄様！」

　胴どう着ぎ姿で肩かたに大ぶりな竹刀しないを担かついだ鵬玄が、すぐ近くに立っていた。

「あ、あああああああ、ありがとう……ございます」

　最初は悲鳴を上げたのだが、すぐに助けてくれたのだと思い出して、何とか礼を言う。

　そのまま勇気を振ふり絞しぼって頭を下げた。

「……」

　しかし鵬玄はそんな白桜を一いち瞥べつしただけで、さっさと中庭を出て行ってしまった。

「あ、あの……」

　暴れ馬に襲おそわれた時も彼は助けてくれた。

　その時のお礼も言いたかったのに、白桜の声はすべて無視されてしまった。

「まだ一度も声を聞いた事がないよ。……どうして話もしてくれないんだろう」

　姿が見えなくなってから、肩を落としてぽつりと呟いた。

「鵬玄は誰とも話さない。人嫌ぎらいだからな」

　ふいに声が聞こえて振り向くと、いつのまにか中庭の隅すみで青丞が腕うで組ぐみして立っていた。

「女のような悲鳴が聞こえたから何事かと思ってきてみたら、お前だったのか」

　その言葉に顔が強こわばる。身構えていると、歩み寄ってきた青丞に、探さぐるような視線を向けられた。

「ちょうどよかった。少し聞きたい事があるのだが、お前の屋や敷しきに女によう房ぼうがいるだろう。十代中なか頃ごろで、女性にしては背が高い。艶つややかな長い黒くろ髪かみが美しい娘むすめだ」

　ふいに鼓こ動どうが速くなって、息苦しささえ覚えた。以前賊ぞくが屋敷に潜せん入にゆうした時、白い袿うちきを頭から被かぶっていた自分は、まだ黒髪だった。きっとあの時の自分の事を聞いているのだろう。

（どう答えたらいいんだろう。あっ、彼はもしかして、わたしがあの時の事を誰かに言ったりしていないか探りたいのかもしれない。よし、だったら……）

「えっと、女房はたくさんいるので、どの娘の事なのかわかりません」

　心臓が口から飛びだしそうだ。他言したら殺すと言った時の青丞の迫はく力りよくは、今でも忘れられない。自分があの時の娘だとばれてはいないと思うが、彼の冷たい視線は何もかもを見み抜ぬいていそうで、落ち着かなかった。

「……」

　無言の青丞がただただ恐おそろしかった。

　背中に冷や汗あせをかきつつも、白桜は顔では何ともない風を装う。

「あの、その娘がどうかなさったのですか？」

　無言に耐えきれなくて問いかけてみる。青丞は余よ裕ゆうの表情を崩くずさず、わずかに眉まゆを上げた。

「──いいや。俺の知り合いがそちらで働く女房に恋こいをしたらしいので、調べてやろうと思っただけだ。誰だかわからないのなら、それでいい」

　視線がそれて、胸をなで下ろした。どうやら自分の秘密には気付いていないようだ。

　そのまま立ち去るかと思った青丞が、再び白桜へと目を向ける。

「……庭掃除とは働き者だな。しかも神かん主ぬし様の部屋の裏にある庭だけを掃除するとは、なかなかこざかしい坊ぼうやだ。そんなごまをするような真似まねがよくできるな」

　呆あきれたような馬ば鹿かにしたような声だった。白桜は目を見開いて慌あわてて辺りを見回す。

「えっ!?　神主様の部屋っていったいどこに？」

「猿さる芝しば居いはやめろ。そうやってとぼける姿はいっそ哀あわれにも見えるぞ。そこの金きん縁ぶちの几き帳ちようがかけられた部屋が、神主様が起居されている所だ。知っていたのだろう？」

　青丞が持っていた扇おうぎで指したのは、庭に面した建物だ。

　そこには確かに、彼が言う通りの高級そうな几帳がかけられていた。

「この神社は都で一番歴史を持つ所だ。だからこそ四神の跡取りを御お披ひ露ろ目めする場にも選ばれた。もちろん神主様の権力もそれ相応。帝みかどに意見を奏上する事だってできる。……よくもそう、悪わる知ぢ恵えが働くものだ」

「ち、違ちがう！　本当に知らなかったんだ。する事がなくて暇ひまだったし、運動もかねて……」

　必死で否定したが、青丞は取り合おうともしなかった。別に言い訳する必要はないのだが、位の高い人物にごまをするような奴やつだなんて思われるのは我が慢まんならない。

「なるほど。ではそういう事にしておいてやろう」

　納なつ得とくしたような口ぶりだが、表情はまったく信じていない。青丞がもう用はすんだとばかりに背を向け、池のきわを歩き出す。

　白桜は慌てて彼を追いかけて、袖を摑つかんだ。自分で言うのも何だが正直に勤勉に生きてきたつもりだ。こんな誤解を受けるのは、我慢できなかった。

「待って、本当に知らなかったんだ。青丞……」

　振り向いた青丞の冷たい眼まな差ざしに、思わず言いよどむ。

「──お前に呼び捨てにされるいわれはないぞ、坊や」

　ぞっとするほど迫力がある低い声だった。初めて彼に会った時、賊が入った事を他言するなと脅おどした声こわ色いろと同じものだ。その時の事を思い出して、身が竦すくむ。

（怖こわい……。でも、違うって言ってるだけなのに、なんで冷たくされなきゃいけないの!?）

　勇気を奮い立たせ、きっと顔を上げて青丞を睨にらみつける。

「いいえ、これからも青丞と呼ばせて頂きます。わたしの事も坊やではなく、白桜と呼んで下さい。わたし達は同じ四神の跡取り。今からは帝をお支えして、ともに都を守っていく立場なのですから、親しく名前を呼びあうのは当然ですよね」

　二年間は、白桜も跡取りとしての務めを果たさなければならない。青丞とも協力しなければならない事もあるだろう。だからできれば波風は立てたくないのに、彼はいつでも冷たい視線しか向けてこないのだ。彼を恐ろしいと思っているが、その態度には腹が立った。

　思っていた事を勇気を出して口にすると、青丞がわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「強気だな。だが、俺はお前を四神の跡取りだと認めるつもりはない。もちろんお前と親しくするつもりもな。俺に冷たくされるのが嫌いやなら、さっさと田舎いなかに帰ったらどうだ、坊や」

　ふっと鼻で笑われた。

　その余裕の態度と、またしても坊や呼ばわりされた事で、堪こらえていた怒いかりが爆ばく発はつした。

「いいえ、帰りません。わたしにも守りたいものがあるのです。その為ために都にきたのですから、逃にげたりはしません！」

　言い切ると、青丞がやや目を見開いた。そんな彼に、白桜は勢いよく指を突つきつける。

「たとえあなたに何を言われても、わたしは負けませんから！」

　白桜は毅き然ぜんと胸を反らし、驚おどろいた表情をしている青丞を、強い視線で見返した。
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「……わたしは負けませんから！」

　いつもびくびくおどおどしているだけの白桜が、今日はずいぶんと強気だった。

　青丞はその様子に驚きつつも、面おも白しろいとも思っていた。

　跡あと取とりとしての自覚も根こん性じようもない白桜には苛いら立だちさえ覚えていたのに、今の凜り々りしい彼はなかなか見み応ごたえがあった。感心させられたと言ってもいい。

　まっすぐに見つめてくる紅くれないの瞳ひとみにも、常にない力強さが窺うかがえる。

　そして何より、守りたいものがある、という言葉が青丞の胸に響ひびいていた。

　それは青丞が幼い頃ころに、青せい龍りゆう家の跡取りとなり、帝の座を目指そうと思ったきっかけと同じだ。

「……面白い。俺に挑ちよう戦せんする気か？」

　なぜだろう。まっすぐに自分を見つめる白桜の眼差しを、もっと見たい。

　だから挑ちよう発はつするように笑えば、白桜の顔つきがぐんと勇ましくなった。

「ええ。争いは好みませんが、あなたがいつまでもわたしを軽く扱あつかうなら仕方ありません」

　いつもは女のようになよなよしているのに、今の彼からは覇は気きが感じられる。

　ぴんと張り詰つめた緊きん張ちよう感かんがあって、それを心地ここちいいと感じる自分がいた。

「そうか。ならばまずは俺にいつまでも〝坊や〟などと言われないよう、せいぜい大人になる事だ」

「言われなくてもそうします！　だからもう変な言いがかりはつけないで下さい。では！」

　頭に血が上っているのか、頰ほおを紅潮させたまま白桜がこちらに背を向ける。

　そして一歩大きく踏ふみ出した先を見て、青丞は常になく大声を上げた。

「危ない！」

　白桜は後ろを向こうとしたつもりなのだろうが、興奮していたせいかどうやら踏み出す方向を間ま違ちがえたらしい。

　彼が足を出した先にあるのは真後ろにある地面ではなく、右みぎ隣どなりにあった池だった。

　水面では大きな鯉こいがぱくぱくと口を開けている。青丞は無意識のうちにさっと手を差し出した。白桜が慌てたようにその手を摑もうとしたが、すぐにこちらをきっと睨みつけた。

「い、いりませーん！　うぎゃあぁぁぁ」

　妙みような奇き声せいと大きな水しぶきを上げて池へ落ちた白桜を見て、青丞は目を丸くする。池はさほど深くなかったようで、尻しり餅もちをついた白桜の胸の辺りから下が水に浸つかっていた。

「この馬鹿！　せっかく助けてやろうとしたのに、どうして手を握にぎらなかった。いりませんとはどういう意味だ」

　立ち上がらせようと再び手を差し出したのに、白桜はそれをさっと手で避さけた。

「わ、わたしは男ですから。危機の時も一人で対処します。だから助けの手はいりません！」

　その言い分は、色んな意味で青丞の度ど肝ぎもを抜ぬいた。

「ふっ、ははは……」

　笑うつもりはなかったのに、どうしても堪えられなかった。

　腹の底から笑ったのなんて何年ぶりだろう。

「何で笑うんですか」

　見ると白桜は不思議そうに目を丸くしていた。

「今の場面で助けを借りたら男らしくないとお前は思ったんだろう？　お前のその男らしい男らしくないの基準がおかしくてたまらないからだ」

　水みず浸びたしの白桜が、やや首を傾かしげる。

「……あなたがちゃんと笑っているのを初めて見ました。笑うと案外いい人そうですね」

　微笑ほほえんだ白桜を見て、青丞は目を見張った。水に濡ぬれて服が張り付いているせいで、白桜の細い身体からだが更さらに際きわ立だって見えた。そしていつもは緊きん張ちようしているせいか、引きつった笑えみしか浮うかべない白桜が、今は心からの笑顔を見せている。

　その表情は、無防備であどけない。なぜか胸がうずいた。

「……女みたいだな」

　本音がつい、口をついて出た。白桜が途と端たんに眉まゆをつり上げる。

「わ、わたしは男ですってばっ」

　どうやら『女のよう』は、白桜にとっては禁句のようだ。

　確かにそう言われて喜ぶ男もいないだろう。そう思って口を噤つぐむと、白桜が自力で立ち上がった。そして何とか池から出て、青丞の前に立つ。

「とにかく、わたしはわたしなりに一いつ生しよう懸けん命めい跡あと取とりになろうとしているのです。確かにあなたに比べたら身体も小さいし勉強不足だし、頼たよりないかもしれません。でも見ていて下さい。あなたに認められるぐらい立派に男らしくなってみせますから！」

　濡れてびしょびしょなのに、白桜は毅然とした表情を崩くずさなかった。きらきらと光る紅あかい瞳が、青丞の瞳を射い貫ぬく。水がしたたっている白銀の髪かみが、光をはじいた。

「……守りたいものがあると言うのなら、もっとちゃんと食べて身体を鍛きたえる事だ。でないと、どこもかしこも細いままだぞ」

　忠告すると、白桜が大きな目を更に大きく見開いた。

「お前が気にくわない事に変わりはないが、目的があって跡取りとなったからには、それだけの覚かく悟ごを持っているのだろう。俺がそれを見み極きわめてやる。大した事がないようなら、すぐに追い出すからな。だからこれからはもっと冷静に行動しろ。……池に落ちた間ま抜ぬけな奴やつには、お仕置きだ」

　指先で、コツンとおでこをはじいてやる。何でそんな事をしたのかよくわからない。多分白桜が急にこんな事をされたら、どんな表情をするのかが見てみたかったのだと思う。

　白桜はおでこに手を当てて、口を大きく開けて目を何度も瞬またたかせている。

　くるくる表情の変わる白桜は見ていて面白い。そして女のような見かけで、武官も顔負けの気合いの入った凜々しい表情をするのもまた、見ていて楽しかった。

「じゃあな。坊ぼうや」

　ひらひらと手を振ふって歩き出すと、背後から怒おこったような声が聞こえた。

「坊やって言わないでくださいーっ」

　そう叫さけんでいる時の白桜の表情を見てみたい。

　一いつ瞬しゆん足が止まりそうになるが、その気持ちを理性で押し込める。

　白びやつ虎こ家の跡取りである白桜とこれ以上なれ合うな、青龍家の跡取りとしての冷静な自分が、そう警告したからだった。
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「……というような事があったんだ、想月。あの青丞がわたしを助けようとしてくれるなんて、どういう事だろうね」

　白桜が部屋に戻もどると、想月が食事の支し度たくをすませていた。全員揃そろって大広間で食事となっていたが結局誰だれも来ないので、白桜達も自室で食事をする事にしたのだ。

　膳ぜんを前にして先さき程ほどの事を話していると、想月がやや首を傾げた。

「さあ……？　それにしても少しばかり信じられないような話ではありますね。青丞様はいつも顔を合わせれば、冷たい態度をとられるのでしょう？」

「うん。わたしが嫌きらいなのを隠かくしもしないし。いつもの青丞なら池に落ちそうになったのを見ても、無視して立ち去るぐらいはしそうなのに、とっさに助けようとしてくれたって事はもしかして……案外いい人？」

　呟つぶやいたものの、賊ぞくに襲おそわれた時の事をすぐに思い出す。

　余計な事を喋しやべれば殺すと暗に脅おどした時の彼は、どう見ても極ごく悪あく人にんのようだった。

「うーん。やっぱりいい人……とはとても思えないかも」

　頭を抱かかえていると、想月がそっと正面に座った。

「どうしたの、想月」

「これは最近聞いたのですが……青丞様が帝みかどのご子息だというのはご存じですよね？」

　目を瞬かせながら頷うなずくと、想月がじっとこちらを見つめた。

「帝には何人も側室がおられて、ご子息も多くいらっしゃる。つまり白虎家と違ちがって、跡あと取とりとして認められる年ねん齢れいの男子もかなりいる。ですが正室のご子息は青丞様だけだそうです」

「そうなんだ……。跡取り不足の白虎家から見ればうらやましい話だけど、男子が多くいたらいたで大変なんじゃないのかな……」

「ええ、帝は正室の子だろうと側室の子だろうと関係なく、優ゆう秀しゆうな男子を青龍家の跡取りとして認めると仰おつしやったとか。ですから、青丞様は努力に努力を重ねて数多くのご子息の中から跡取りの座を勝ち取られたそうですよ」

「その話は初めて聞いたよ。わたし、青丞は帝のご子息で完かん璧ぺきな教育を受けて、大きな波乱もなくすんなり跡取りになったんだと思ってた」

　青丞の姿を思い出す。いつでも冷静で取り乱したりしない。

　それはもしかしたら、そうあるように自分を律しているからなのかもしれない。

　腕うで組ぐみして考え込んでいると、想月がそっと目を伏ふせた。

「それと、もう一つ……お伝えするべきかどうか迷ったのですが……」

　想月が珍めずらしく言いよどんでいた。首を傾げると、重たそうな口がようやく言葉を紡つむぐ。

「実は、上総様は詳くわしくお話になってはいらっしゃらないようですが、もし一族の跡取りがその地位に相応ふさわしくない態度をとったりすれば、非常に重い罰ばつが下されるそうなのです」

「え……。それってどういう罰なの？」

「一族に跡取りがいなければ、都を追われるという話はもうご存じだと思います。それと同じで、たとえば白桜様が跡取りに相応しくないと烙らく印いんを押されれば、やはり一族全体が都を追われるそうです」

「それだったら知ってるよ。でも都落ちは確かに貴族にとってはとんでもない事かもしれないけど、命に関かかわるわけじゃないし……」

　もともと田舎いなかで育った白桜には、都を追い出される事がどうしてそんなに辛つらいのかよくわからなかった。確かに今まで都で権勢をふるっていたのだから、突とつ然ぜんの田舎暮らしは堪こたえるだろう。だが、住めば都。のんびりした田舎暮らしもいいものだ。

「いいえ、ただの都落ちではありません」

　想月の視線がふいに鋭するどさを増した。こんな彼の表情を見るのは初めてで面食らう。

「都を追われた一族は、この国のどこに行っても神に見捨てられたと言われ、迫はく害がいされるそうです。財産も取り上げられて追い出されるのに、仕事も満足に得られない。ひどい時には四神の熱ねつ狂きよう的な信者達から石を投げられるような生活を強しいられます。しかも累るいは一族全員に及およぶのです。白桜様が問題を起こせば、おそらく旦だん那な様や都桜姫ひめにもその処しよ罰ばつは下ります」

　白桜は思わず息を吞のんで、身を乗り出した。

「ちょっと待って。わたしが女だとばれたら、その罪は父上や姉様にまで及んでしまうの？」

　神しん妙みような面おも持もちで想月が頷いたのを見て、さっと血の気が引いた。

　姉を助けたくて覚悟を決めたのに、これでは逆に家族を危険にさらしている事になる。

「たとえ逃にげても隠れても、すぐに見付かってしまうそうです。都を追われた者達は全員、神に忌いみ嫌われた一族だという意味で、身体の目立つ所に『忌き』という入れ墨ずみを入れられる。それが身体にある限り、どこに行っても民たみ達からの迫害は続くそうです」

「そ、そんなのだめだ。絶対に姉様達をそんな目には遭あわせない！」

　上総がこの話を詳しくしなかったのは、白桜が家族を危険な目に遭わせるのを恐おそれて、男として生きるのを断るとでも思ったからだろう。今いま更さらながらに祖父の身勝手さに腹が立った。

　だけどもうどんなに後こう悔かいしても遅おそい。

　白桜という白虎家の跡取りとしての人生は、すでに始まってしまっているのだ。

　四神の跡取りという、この国で誰からもうらやましがられる地位に立ち続けるのは、綱つな渡わたりのようなものだ。渡わたりきった先には栄光が待っているが、もし失敗して落ちたなら、二度と這はい上がってはこられない。

　特に秘密を抱えた白桜が渡る綱つなは糸のように細いだろう。

（ううん、もう後あと戻もどりはできないんだから、わたしがしっかりしなきゃ。どんなに細い糸だって、絶対に渡りきってみせる！）

　白桜は大きく深呼吸して、心を奮い立たせていた。









　四章







　じんわりと汗あせばむような陽気の中、白桜は想月と一いつ緒しよに、社の二階部分からざわついている境けい内だいの様子を見下ろしていた。

　いよいよ儀ぎ式しきまであと四日。儀式の為ために、各家から四神の像が運び込まれてきている。警備もいっそう厳重になるらしく、境内では武装した衛え士じ達が、警護の任にあたっていた。

「この儀式を乗り切れば、あとは屋や敷しきにこもってられるんだよね。絶対に成功させなくちゃ」

　先日想月から聞いた四神の一族の末路が、頭から離はなれなかった。気を引き締しめていると、ふいに廊ろう下かの向こうから足音がした。

「あ、青丞」

　境内に顔を向けながら歩いてきた青丞が、こちらに目をやって眉まゆ根ねを寄せた。

「……呼び捨てにするなと言っただろう」

　いつもの冷たい表情だ。だけど、以前ほど取っつきにくい印象はなかった。池に落ちそうになったあの日くらいから、ほんのわずかだが青丞が自分に向ける眼まな差ざしが和やわらいだ気がする。

　隣となりで立ち止まった青丞に、白桜は少しだけ勇気を出して、話しかけてみた。

「物々しい警備だね。やっぱり四神の像がそれぞれの屋敷から運び出されるっていうのは、すごく大変な事なんだ」

　話しかけて返事を聞いて相手を知る。それが人付き合いの第一歩だ。

　白桜がそれを実じつ践せんすると、青丞はいつものように無視はせず、ちゃんと答えてくれた。

「当然だ。四神の像が一堂に揃うのは、跡取りの御お披ひ露ろ目めの儀式の時だけだ。儀式では、見届け人である神かん主ぬし様と集まった貴族達の前で、俺達がそれぞれの像に触ふれて光ひかり輝かがやかせる。それが跡取りの証明となるのだ」

　像はそれぞれの一族の血を引く十三歳以上の者にしか反応しないから、確かにその方法なら偽にせ者ものを立てる事はできないだろう。青丞が持っていた扇おうぎをパチンと音を立てて閉じた。

「四神の像はこの都の人々にとっては神の化け身しんだ。もし傷一つでもついてみろ。神に対する不敬と見なされて、一族全員責任をとって都を追われる。これから先、儀式までは神社の警備も今まで以上に厳重になる。そんな大事な時期だというのに……」

　ふいに青丞が、白桜の背後にいる想月へと訝いぶかしむような視線を向けた。

「坊ぼうやは本当に吞のん気きだな。警備を完璧にする為にも、この神社には関係者以外出入りを禁止されているのに。いくら身体からだが弱いからといって、身元がわからぬ者を連れてくるとは。お前のその危機感のなさは、見ていてこちらまで不安を覚えるぞ」

　その話なら、祖父とも交かわした。白桜はその時と同じく想月を背にして両手を広げ、青丞に強い視線を投げかける。

「想月は昔から仕えてくれていて、家族同然なんです。彼の身元はわたしが保証します」

「保証だと？　そんな言葉を軽々しく使うな。そいつがどこで生まれてどうやって育ったのか、家族はどんな人物なのか、親友はいるのか、好きな女はいるのか。お前はそれに答えられるのか？　すべて把は握あくして初めて、相手の人ひと柄がらを保証できるというのだぞ」

　たたみかけられて口ごもる。さすがにそんな細かい事までは知らなかった。

「像が神社にある間は、関係者以外はいない方がいい。これから四日間はそいつを白びやつ虎こ家の屋敷に戻もどせ。何かあってからでは遅いのだ。特にそいつは神社をうろうろと動き回り、奉ほう公こう人達から色んな話を聞き出しているらしいからな」

　疑いを隠かくしもしない青丞に怒いかりを覚える。白桜は毅き然ぜんとした表情で、彼を見み据すえた。

「想月は大だい丈じよう夫ぶです。彼はわたしの……薬や体調の管理をしてくれる為、いないと困るのはわたしの方なのです。それに、神社の奉公人達に色々と話を聞いているのも、わたしが貴族社会や儀式など無知な事が多いので、代わりに尋たずねてくれているだけです」

　想月が仕入れてきた情報に助けられたことがたくさんある。

　その行動のせいで、想月が変に疑われるのは我が慢まんならなかった。

「彼はわたしにとってはなくてはならない存在です。ですから……」

　言いつのろうとすると、青丞が小さく息をついた。

「少しは骨があるかと思ったが……」

　向けられた視線には、以前と同じ氷のような冷たさが宿っていた。

　青丞はそれ以上は何も言わず、白桜を押しのけ、本ほん殿でんへと向かう。

「ちょっと待って下さい、青丞……！」

　呼び止めたが、振ふり向いてもくれなかった。

　青丞からは怒りではなく、呆あきれている様子がひしひしと伝わってくる。

「何よ、青丞のわからずや。ちょっとはいい人なんじゃないかって思ってたのに！」

　思わず悪態をつくと、想月が申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「すみません、私のせいで」

「ううん。想月は悪くないよ。青丞が勝手に誤解してるだけ」

　慌あわてて近寄り、想月の肩かたをぽんっと叩たたく。

「わたしがここで頑がん張ばれるのは想月の助けがあるからだよ。だから堂々としていて。あなたはここにいてもいいって、ちゃんとおじいさまが許可をとっているんだから」

　自信を持って言い切ると、想月がわずかに微笑ほほえんでゆっくりと頷うなずいた。







「白桜！」

　青丞と別れ、想月と話をしていると、聞き慣れた声がした。

　驚おどろいて振り向くと、上総が駆かけ寄ってくる。

「お、おじいさま。どうしてここに……？」

「白虎の像を届けに参ったのじゃ。それより、青丞殿どのと話をしていたであろう。まさか、お前の秘密がばれたのでは……？」

　誰だれも辺りにはいないのに、上総はしつこく周りを見回して、こっそりと白桜に耳打ちした。

「いえ、大丈夫です。今のはちょっとした世間話です。四神の跡あと取とり達は、神社でもそれぞれ好き勝手にすごしていますし、顔を合わせる事も少ないので今の所は問題ないかと」

　途と端たんに上総が、大きく息をついて胸をなで下ろした。

「よかったよかった。お前の正体がばれてはおらぬかと心配で、夜も眠ねむれなかったのじゃ」

「心配？　本当に心配して下さったのですか？」

　本気で、すごく嬉うれしかった。祖父には嫌きらわれていると思っていたから、自分の無事をこんなに喜んでくれるとは思っていなかったのだ。白桜の胸がぽわんっと温かくなる。

　危ない目にも嫌いやな目にもあったけれど、それが報むくわれた気がした。

　しかし上総はふいに笑えみを消し、冷ややかに白桜を見返した。

「当たり前じゃろう。お前の秘密がばれたら、我が一族は終わりじゃ。地位も財産も剝はく奪だつされて、都を追い出されるのだぞ」

（え……？　もしかして、心配なのはわたしじゃなくて地位を剝奪されて都を追われる事？　心配してるって言ってくれて、嬉しかったのに……）

　祖父は孫の自分よりも、地位と権力の方がはるかに大事なんだ。

　そう思うと、心にあったわずかな祖父への信しん頼らいが、がらがらと音を立てて崩くずれていく。

　愕がく然ぜんとした表情の白桜には気付かず、上総は孫の両りよう肩かたに手を置いた。

「よいか、白桜。頑張るのだぞ。お前の肩に白虎家の未来がかかっておるのだからな。……まったく、桜子にも困ったものじゃ。あんな貧びん乏ぼうで能なしの男と駆け落ちなぞして。わしが決めた相手と結けつ婚こんしていたら、跡取りになる本物の男子に恵めぐまれていたかもしれぬのに」

　信じられない言葉だった。父を侮ぶ辱じよくされた上に、母もけなされた。

　そして今自分が男として必死に振る舞まっている努力さえも、否定されたような気がした。

　腹の底からふつふつと怒りがこみ上げる。どうしてもどうしても、今の言葉は許せなかった。

「──あなたは、跡取りの男子がいればそれでいいのですか？　もしかして母上の気持ちも考えず、勝手に縁えん談だんを組んだりしたのですか？」

　握にぎった拳こぶしを震ふるわせているのに上総も気付いたようだが、それでも堂々と頷いた。

「当たり前じゃ。我が家のような名門貴族の姫ひめとして生まれたからには、親が決めた立派な貴族と縁えん組ぐみをして、子供を産むのは当然のことじゃ」

　上総が胸を反らして言い切った。

　白桜は怒りのあまり頭に血が上り、祖父の手を肩から払はらい落とす。

「なんて事を！　母上はよくわたしに仰おつしやいました。自分の意志を持って、強くたくましく生きなさいと。なぜそう言ったのかが、今わかりました。どうせあなたは母上の人格を無視して、わたしに男になれと強制したように、母上にも結婚を強制したのでしょう！」

　一度口をついて出た言葉は、そう簡単には止まらない。

　そして怒りに支配されていた白桜は止める気もなかった。

「家ばかり大切にして、娘むすめの事も孫の事も考えない。それどころか家を存続させる為ために利用しようとする。だから母上は屋や敷しきを飛びだして父上と駆け落ちしたのです。……あなたは確かに血のつながった祖父かもしれないけれど、わたしはおじいさまだなんて認めない！」

　さすがに上総の顔色が変わった。青ざめて唇くちびるがわなわなと震えだしたのだ。

　それでも白桜は、腹の底からあふれ出す言葉を止められなかった。

「わたしはいい。わたしがこうしてあなたの言う事を聞いているのは、姉様の病気を治す薬をもらうという報ほう酬しゆうがあるから。だからあなたとは取引をしているだけ。でもあなたに育てられた母上が可哀かわい想そうだ。母上は、あなたの価値観を押しつけられて、あの屋敷で息苦しい生活をさせられて、辛つらい思いをしていたに決まってる！」

　勢いよく怒ど鳴なったせいか、呼吸するのもやっとなぐらいに息が乱れた。こんなに感情的になったのは初めてだ。だけど、母の事を思うとどうしても我慢できなかった。

「父上は確かにあまり裕ゆう福ふくではありません。だから母上も多分苦労は多かったと思います。でも父上と一いつ緒しよにいる時の母上はいつも笑っていて、すごく幸せそうでした。……おじいさま、あなたと一緒に暮らしていた時の母上は、そんな風に毎日笑っていましたか？」
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　祖父は反論しなかった。視線を落として項うな垂だれている姿を見ると、胸が痛んだ。

「白桜様、もうその辺りで」

　そっと声をかけたのは想月だ。白桜の肩に、なだめるように手を添そえる。

　白桜はどうにか息を整えてから、改めて上総に目をやった。

　蒼そう白はくになって肩を落としている姿が、いつもよりずっと年をとって見えた。

　後こう悔かいという言葉が心に浮うかぶ。それでも謝ったりはしなかった。ここで謝ったら、祖父が母にした仕打ちを肯こう定ていしてしまうことになる。

「と、とにかく、わたしは約束通り男として二年間きちんとすごしてみせます。ですから、もう余計な心配はせずにお帰り下さい」

　背を向けると、祖父の足音が遠ざかっていくのが聞こえた。心なしか足音にも元気がない。

　祖父を傷つけてしまった。謝るつもりはないけれど、心が苦しい。

　震える白桜の背中に、想月がそっと触ふれる。

「……さしでがましいですが、あなたは間ま違ちがってはおられません」

　今の自分にとっては、何よりの救いの言葉だった。ぐっと唇を嚙かみしめて外に目を向けると、雨がしとしと降り始めている。まるで自分の心のようだと、白桜は思った。
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　夜も更ふけた頃ころになってやっと雨が止やんだ。

　月もようやく顔を出し、誰もいない静かな庭を照らし出している。

　白桜は夜着のまま、建物から庭へと降りる階段に座って考え事をしていた。両手でほおづえをついて、ため息をもらす。

「やっぱり言いすぎちゃったよね……」

　昼間神社に来た祖父に、ついきつい事を言ってしまった。原因は向こうにあるのだし、言った事は間違っていないと思っているが、やはり傷ついていた様子を思い出すと心が痛んだ。

「謝ろうか……。ううん、でもわたしは間違っていないし、謝ったら、母上と父上が駆け落ちしたのが悪かったんだと認めたみたいになっちゃうし」

　部屋でもんもんと考え込んでいたが、一人でいると余計に気分が滅め入いるばかりだった。

　それで夜風に当たろうとうろうろしているうちに、ここにやってきたのだ。

　しかし遠くまで行くつもりはなかった。以前も白びやつ虎こ家の屋敷で一人で庭をうろついて賊ぞくに捕つかまってしまったから、今度は建物からあまり離はなれないように注意していた。

「うーん。どうしたらいいんだろうな……」




　ガタガタガタ！




　ふと、どこかで何かが倒たおれるような音がした。白桜は不思議に思って腰こしを上げる。

「何だろう、今の音。こんな夜中に……うわっ！」

　気になって音がした方に足を向けると、突とつ然ぜん建物の曲がり角から誰かが飛び出してくる。

「誰だ……！　ああ、坊ぼうやか」

　そこにいたのは、燭しよく台だいを片手にした青丞だった。

　白桜と同じように夜着姿の青丞は、こちらを見てわずかに目を見開いた。

「青丞。今の音は何ですか？　あなたが立てた音ですか？」

「いいや、俺じゃない。俺は……」

　その声に被かぶさるように、再びガタガタッと音がした。青丞がさっと燭台をそちらに向ける。

「四神の像がある蔵の方からだ」

　静かだが、緊きん張ちよう感かんの伝わる声だった。

　青丞がすぐさま蔵に向かって走り出す。何か嫌な予感がして、白桜も後に続いた。

（妙みような事が起こっていませんように……！）

　走りながらそう祈いのったが、胸のざわつきは増すばかりだった。







「像が……青せい龍りゆうと白虎の像がない！」

　先に蔵について扉とびらの前に立った青丞が、珍めずらしく慌あわてたような声を上げた。

　彼を追いかけてきた白桜は、それを聞いて目を見開く。

　木造だが頑がん丈じような両開きの扉には、鉄の錠じようがついている。しかし普ふ段だんは閉まっているはずの扉は大きく開き、錠は地面に落ちていた。すぐそばに四人の武装した男達が倒れている。

　彼らは確か、四神の像を守る為に配置されていた武官だった。

　すぐさま青丞のもとに走り、彼と同じように蔵の中に目をやる。そして息を吞のんだ。

「あっ……！　そんなっ」

　昼間は確かに、朱す雀ざく、青龍、白虎、玄げん武ぶの像がこの蔵の奥に並んでいた。それは白桜も運び込まれた確かく認にんをしてくれと武官に言われて、ここに来て直接見たから知っている。

　そして目の前で、頑丈な扉が閉められて鍵かぎをかけられたのだ。

　しかし今は羽を広げた朱雀と、亀かめの甲こう羅らを持つ玄武の像しかない。

　その間に置かれていたはずの青龍と白虎の像が、こつぜんと消えている。

「鍵が壊こわされている。武官達は戦った形けい跡せきがないから、薬か何かで眠ねむらされたな」

　白桜が呆ぼう然ぜんとしていると、青丞の冷静な声がした。先さき程ほどはさすがに慌てた様子を見せた彼だが、今は怜れい悧りな紺こん碧ぺきの瞳ひとみに落ち着きを取り戻もどしていた。

「せ、青丞。もしかして、像は盗ぬすまれた……のか？」

　自分の言葉に、背筋を震ふるわせた。像が自ら歩いていなくなるはずがない。

　ならば誰だれか持ち去った者がいるのだ。用よう意い周しゆう到とうにも、見張りの武官達を眠らせて。

「さっきの音はなんじゃ！」

　足音が聞こえてきて、数人の男達が駆かけつけた。その中心にいるのは、白いひげを蓄たくわえたこの神社の神かん主ぬしだ。おそらく後に続いている奉ほう公こう人達に呼ばれてきたのだろう。

　青丞が逡しゆん巡じゆんしたように彼らと蔵の中に何度か目をやり、そっと白桜に囁ささやいた。

「……おい、お前はしばらく黙だまっていろ」

「え？」

「いいから、お前は黙って頷うなずいていればいいんだ」

　どういう事かはわからなかったが、青丞はしごくまじめな顔をしていて、その表情は有う無むを言わさぬ力強さを持っていた。

　白桜は一いつ瞬しゆんどうするべきかと考えたものの、すぐに頷く。

　青丞は嫌いやみで二重人格のように表と裏の顔があって、性格も決していいとはいえない。

　だけど冷静に物事を判断できて、もしかしたら案外いい人かもしれない。

（ここは彼に賭かけてみよう。この状じよう況きようでうまく立ち回れるのは、わたしよりも彼なのは確かなんだから）

　白桜はそう決意して、やってきた神主達に話しかける青丞を黙って見守った。







「しかし、それは……」

　駆けつけた神主が困こん惑わくした表情をしている。なぜなら、青丞が事情を説明した後に、彼にある提案をしたからだ。言われた通り黙って話を聞いていた白桜も、驚おどろきを隠かくせないでいた。

　青丞が冷たくも思える整った顔で、わずかに笑えみを浮かべる。

「神主様、そちらにとっても悪い話ではないはずです。何度も言いますが、跡あと取とりの御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきは四日後。それまでに必ず私が像を見付け出します。ですから今しばらくは、像を盗まれたことは内密にしておきましょう、そう提案しているのです」

　青丞の自信に満ちた言葉とは反対に、神主は青ざめて首を振ふる。

「し、しかし、四神の化け身しんである像を盗まれたのですぞ。もしこのまま像が見付からなければ、この都……いや、陽真乙国がひっくり返るほどの大事件になるでしょう。早く帝みかどにお知らせして指示を仰あおぎ、すぐに捜そう索さく隊を……」

　瘦やせて白いひげを蓄えた神主は、明らかにうろたえていた。目を泳がせつつ、青丞の提案を退けようとする。しかし、青丞は自信満々の表情を崩くずさず食い下がった。

「いや、先程の物音は、おそらく像を盗んだ時に賊が立てたもの。それからすぐに私達が駆けつけました。賊の姿はなかったが、そう遠くに逃にげる余よ裕ゆうもなかったはず。特に像は人の大きさほどもある。賊が何人いるかは不明ですが、軽々と運び出すには目立つ大きさです」

　白桜も、白虎の像を思い出す。あの石像は白桜と変わらぬほど大きいし、重さもかなりあるだろう。石像が運ばれてきてからは、神社の出入り口にもかなりの警備を敷しいてある。

　先程神主が慌てて調べさせた所によると、今夜は神社から外へ出た者はいなかったらしい。

「ですから像はまだ、この神社のどこかにある可能性が高い。だが事を大きくして大々的に捜索すると、追い詰つめられた賊がどんな暴挙に出るかわからない。もし像を壊されでもしたら、どうします？」

　神主が一気に顔色をなくした。青丞がそんな神主の肩かたに力強い仕草で手を置く。

「この件は、私が内密に捜そう査さをします。賊もまだこの広い神社の敷しき地ちに隠れている可能性が高い。刺し激げきしない為ためにも、少人数での捜索が望ましいでしょう。……賊を追い詰める狩人かりゆうどには優ゆう秀しゆうな者がよい。その役に、私以上の適任者がいますか？」

　帝の子息で品行方正、文武両道。そんな完かん璧ぺきな表の顔を持つ青丞に、自信たっぷりな笑みを浮うかべられては、神主とて否いなと言うのは難しいようだった。

「……それに、神主殿どの。神社に運び込まれた四神の像が盗まれたとなったら、この神社の責任者であるあなたの責任問題にもなってきます。……そんな事になれば、あなただけでなくご家族にも累るいが及およびますぞ。『忌いみ神一族』となりたいのですか？」

　最後の意味深な一言に、神主だけでなく近くにいた奉公人達までが震え上がった。

「せ、青丞殿、その名を口にしてはなりませぬ！　天てん罰ばつが下くだりますぞっ」

　どうやら忌み神一族とは、不ふ吉きつな名前のようだ。しかし白桜には聞き覚えがなかった。

　不思議に思って首を傾かしげたが、青丞はそれに気付かず神主の説得を続ける。

「失礼、もう二度と口には致いたしません。しかしこのままだと、あなたもそうなるかもしれない。それだけは避さけたいでしょう？　ですから、ここは私に賭けて下さい。私は人生の中で、負けたことなど一度もない。今回もその前例が覆くつがえされる事はないでしょう」

　力強い言葉に、神主は苦く悩のうの表情のまま、それでもようやくわずかに頷いた。

「……わかりました。まずは無事に像を取り戻す事が先決。それには、あなたのように優秀な方が捜査をなさるのがよいでしょう。では信しん頼らいの置ける雑ぞう色しきが何人かおりますので、お使い下さい」

「いや、それはけっこう。この件はできるだけ内密に処理したい。ですから、あなたはここにいる者達に他言無用を徹てつ底ていして下さい。捜索は、私と白桜殿で行います」

「えっ……？　わ、わたし？　そんな、わたしは捜索なんてとても無理……」

　飛び上がるほど驚いて、慌てて両手を振る。だけど青丞はにこやかに笑うばかりだ。

「ご謙けん遜そんを。賢かしこく機転の利きく白桜殿なら、この非常時に大きな力ちから添ぞえを下さるでしょう」

（うわっ、噓うそくさい笑顔！　ぜんぜんそんな事思ってないくせに！）

　こんな大事な捜索に、こんな事を言うのもなんだが、まったく頼たよりにならない自分を駆り出すなんて何を考えているのだろう。それにいつも冷たい表情しかしない彼に、満面の笑みを向けられているのも、すごく不自然だ。

　けれど、この非常事態では断るわけにもいかない。

　もし像がなくなったと知られたら、自分もただではすまないだろう。

「では、時間が惜おしい。神主殿、神社の警備を更さらに厳しくして、出入りする者達の荷物を厳重に調べさせて下さい。あれだけ大きな物ですから、持ち出そうとすればすぐに見付かるでしょう。絶対に神社から外に出してはなりません。……さあ、白桜殿。私達はまず作戦を練ろう」

「えっ、ちょっ、ちょっと待って……！」

　腕うでを摑つかまれてぐいぐいと引っぱられ、白桜は仕方なく彼についていった。







　連れて来られた青丞の部屋は、広い部屋に寝ね床どこと文ふ机づくえだけが置かれ、壁かべ際ぎわには天てん井じようにつくかというほどの書物や巻物の山があった。

　白桜は辺りを見回して、目を丸くする。

「うわぁ、殺風景だな。それにたくさんの本……。こんなにいっぱいどうするの？」

　男性の部屋に一人で足を踏ふみ入れるなんて初めてだ。故郷にいた頃ころも、信頼する想月の部屋でさえ、一人で入ってはならぬと父に言い聞かせられていた。

　だけど今は自分は男で、そんな事を気にしている状況ではないのもわかっている。

　それでも緊きん張ちようは隠せなくて、とりあえず目についた事を口にした。

「本は読むものだ。それ以外にどんな使い方があるというのだ？」

　文机の前で姿勢を正して座った青丞が、表情一つ変えずに答えた。

「よ、読むって、こんなにたくさん？　だって神社には十日しかいないんだよ」

「このぐらいの本ならば、五日あれば十分だ」

　そんなまさか。本は何十冊とあるのに、たった五日で読んでしまうというのだろうか。

　自分なら一冊読むのに五日はかかってしまうかもしれないのに。

「そんな事より、さっさと座れ」

　お互たがいまだ夜着のままだ。部屋は燭しよく台だいが置かれて明るくなっているので、かなり恥はずかしい。だけど何とかそれを顔には出さずに、文机を挟はさんで青丞と向かい合った。

「あ、あの、像は本当に見付かるのでしょうか」

　顎あごに手を当てて、何かを考えている様子の青丞に話しかけてみる。

「……さぁな」

「さぁなって。あんなに自信たっぷりに神主様に見付けてみせるって言ってたじゃないか」

　青丞が足を崩して、ふうっとため息をついた。そんな行ぎよう儀ぎが悪い彼は見た事がなくて目を見張ると、青丞が腕うでを組んでこちらに顔を向けた。

「あの時はああ言うしかないだろう。わかっているのか、坊ぼうや。盗ぬすまれたのは、青せい龍りゆうと白びやつ虎この像だ。その持ち主は俺とお前なんだぞ。儀式が四日後だというのに、盗まれたなんて知られてみろ。次期帝の候補どころか、その責任をとって俺達だけでなく一族郎ろう党とう処しよ刑けいされてしまう」

　予想はしていた事だが、改めて言われると喉のどの奥でひっと声を上げてしまった。

「そ、それってつまり……一族の血を引く者はみんな処しよ刑けいになるって事？」

「ああ、一族と関係のある者、すべてだ。そのぐらい四神の像を盗まれた責任は重い」

（そんな。じゃあ、父上と姉様もそんな目に遭あうってこと？）

　真っ青になって表情を強こわばらせていると、青丞が紺こん碧ぺきの瞳ひとみに鋭するどさを滲にじませた。

「だが、神かん主ぬし様を味方に引き入れられたのは不幸中の幸いだ。盗まれた事を知っているのも、神主様の息がかかった者達だけだ。儀式までに像を取り戻もどせれば、何もなかったふりもできるだろう。しかしそれまでに取り戻せなかったら──」

　それ以上は聞かなくてもわかった。

「みんな、処刑されてしまう……。ううん、そんな事は絶対にさせない！」

　父や姉をそんな目には遭わせない！　強い意志とともに声こわ高だかに叫さけぶと、青丞も頷うなずいた。

「その意気だ。……そういえばお前は以前、守りたいものがあると言っていたな？」

　突とつ然ぜん聞かれて、思わず目を瞬またたかせたが、すぐに大きく頷く。

「ええ。そうです。その為に都へ来て、白虎家の跡あと取とりとなりました」

　青丞の目がほんのわずかだが細められた。

　あれだけ冷たく見えていた顔が、少し笑えむだけでずいぶんと優やさしい印象になる。

「俺もそうだ。どうしても守りたいものがある。その為に跡取りとなり次の帝みかどにもなると決めた。どんな事でもしようと誓ちかってもいるのだ。だから必ず儀ぎ式しきまでに像を見付け出さねばならない。お前は気にくわないが、像を盗まれた一族同士、裏切る事はないだろう。いいか、これから先は誰だれも信じるな。そうじゃないと……俺もお前も、もっとも大切なものを失うぞ」

　これはきっと本心からの言葉だろう。真しん剣けんな目がそう語っている。

　青丞にも自分と同じように、守りたい誰かがいるのだろうか。

　そう思うと、嫌いやみばかりで裏表のある彼を、今だけは信用できる気がした。

　それにこのまま手をこまねいているわけにはいかない。もし盗まれたのがばれれば、父や姉、そして自分もただではすまないだろう。こんな所で、死ぬわけにはいかない。

「わ、わたしもあなたは気にくわない。だけど、あなたは賢く頼りになるのは間ま違ちがいない。協力して像を探しだそう。わたし達それぞれの、大切なものの為に」

　男として生きると決めた時、強くなろうと思った。家族を守る為なら何でもしようと。

　瞳に力を込めて見つめると、青丞が満足げに息をついた。







「それにしても、お前はいったいあの庭で何をしていたのだ？」

　早さつ速そく事件について話をしようと、先さき程ほどの様子を思い出していた白桜に、何気なく青丞が問いかけた。

「わたしは、眠ねむれなくて夜風に当たっていただけだよ。……あれ、ちょっと待って。まさか、協力しようと約束したばかりなのに、わたしを疑っているの？」

　くすっと青丞が笑みをもらす。否定しない所をみると、図星のようだ。

「わたしは潔白だよ。もしわたしを疑っているのだとしたら、青丞もあやしいって事になる。あんな夜中に何をしていたんだ？　あなたの部屋はあの近くではないだろう？」

　それはずっと気になっていた事ではあった。まさか彼が犯人だとは思わないが、夜中にうろうろしていたのは腑ふに落ちない。

「俺は見回りをしていたのだ。像が一ひと所ところに集まる時は滅めつ多たにない。これをいい機会だと、盗んだり傷つけたりする愚おろか者どもがいるかもしれないから、一応用心の為ためにな」

「なぜそんな事を？　見張りの武官が信用できないのですか？」

「ああ、自分以外の者は信用できない。それに、やはり見張りはあてにならなかっただろう、坊や。実際に像は盗まれてしまったのだから」

　それには反論できなくて黙だまり込むと、青丞が鋭い光を瞳に宿して口を開いた。

「では、事件の話をしよう。神主様にも言ったが、像はまだ神社にある可能性が高いはずだ」

　白桜は先程の青丞の推理を思い出して、身を乗り出した。

「わたしもそう思う。物音がしてからわたし達が駆かけつけるまで、そんなに時間はかからなかったはずだ。それに、賊ぞくはそう大人数ではないと思う。せいぜい多くても二、三人」

「どうして、そんな事がわかる？」

　不思議そうに聞かれて、白桜は事件があった時の蔵の様子を思い出した。記き憶おく力はけっこういい方だ。まだそんなに時間も経たっていないから、鮮せん明めいにその時の光景が頭に蘇よみがえる。

「足あし跡あとだよ。昨日雨が降っただろう。そのせいで蔵の前の土がぬかるんでたんだ。神主様達が来た時に土を踏み荒あらしたから消えてしまったけれど、確かにわたし達が駆けつけた時、その土の上に二、三人ほどの足跡がついていた」

「蔵の見張りをしていた武官達の足跡じゃないのか？」

　顎に手を当てて聞いてきた青丞に、自信たっぷりに首を振ふる。

「いいや、あれは足袋たびの跡あとだ。武官達はきちんと沓くつを履はいていたから、彼らのものじゃない」

　白桜なりに、何かとんでもない事が起こったと気付いて、蔵の周りを観察しておいたのだ。その時に武官達の様子も記憶していた。話を聞いた青丞が、驚おどろいたように目を見張る。

「坊や……ぼんやりしているようでなかなかやるな」

　初めて彼に褒ほめてもらった気がする。いつも冷たい表情と悪意のある視線を向けられてばかりだったから、何だかとても嬉うれしくなってしまった。

　少しずつでいいから、彼に四神の跡取りとして認めて欲しいと思っていた。

　白桜としては同じ跡取り同士、できればいがみ合いたくはないのだ。

（まずは、いつまでも坊やだなんて呼ばれないように、しっかり捜そう査さしなくちゃ！）

　心の中で密ひそかに頷いていると、青丞が再び表情を引き締しめた。

「お前の言う通り、賊が二、三人だというのは間違いないだろう。神社は四神の像が届けられてから、出入りする者を厳しく調べているし、境けい内だいの見回りも強化している。大人数で忍しのび込むなんて目立つ真似まねはできないはずだ」

　さすがに彼の推理力も大したものだと舌を巻く。白桜は今までの話を頭で整理した。

「つまり、賊は二、三人。それだけの人数ではあの短時間で、身の丈たけほどもある石像を二つも外に持ち出す事は不可能。やはりそういう結論でいいんですよね、青丞」

「そうだ、あれから見張りの警備はもっと厳しくなっているから、これから先も像を外に運び出すのは無理なはず。──という事は像は絶対にこの神社のどこかにある」

　そこまでは自分も青丞も想像できていた事だ。だが問題はそこからだった。

「ですが、いったいどこにあるのでしょうね。神社はかなり広いです。蔵やら社やら建物はたくさんあるし。それにいくら像が大きいと言っても、それこそどこかに穴を掘ほって隠かくす事だってできる。そんな事をされたらお手上げです」

　内密に事を運ぶ以上、人海戦術で神社をしらみつぶしに探すわけにはいかない。

　腕うで組ぐみして考えていると、青丞が自信ありげにくっと口角を上げた。

「いや、像を見付け出すのは後でいい。先に犯人を見付けて隠し場ば所しよを聞けばいいのだから」

「は、犯人って、それこそ見付けるのは難しいですよ。像は神社にある可能性が高いけど、犯人だけだったら見張りの目をくぐり抜ぬけて逃にげるのは可能です。どこにいるかなんて……」

「いいや、犯人は神社の内部にいる者だ。これだけ警備が厳重なのだ。外から犯人が来て、たくさんある蔵の中から像がある場所を見付け出し、見張りを眠らせた上に像を盗み出すなんて無理な話だ。そうだとすれば、犯人は今も神社の中にいるはず。しかも、堂々とな」

　いつも持っている扇おうぎを開いて、青丞が自身ありげに笑みを浮うかべる。

　白桜は思わず身を乗り出した。

「まるで……犯人を知っているかのような口ぶりですね」

「ああ、犯人は最初からわかっている。──ん？　お前まさか、わからないのか？」

　心底驚いているような表情だった。白桜はきょとんとしたまま頷く。

「ええ。だって神社には奉ほう公こう人や関係者を含ふくめて、百人以上はいる。それに加えて、像の警護で武官もかなり来ています。その中の誰が犯人かなんてとても想像がつきません」

「観察力があってそこそこ賢かしこいのに、なぜこんな簡単な事がわからない。犯人は──」

「犯人は？」

　息を吞のんで問いかけると、青丞がすっと几き帳ちようの方に目を向けた。庭を挟はさんだ反対側の建物には、白桜達と同じく、儀式の為に集められた跡取り達の部屋があるはずだった。

「犯人は──朱す雀ざく家の朱咒か、玄げん武ぶ家の鵬玄だ。あるいは二人が共きよう謀ぼうしているのかもしれない」

　真っ赤な髪かみと瞳ひとみの朱咒に、漆しつ黒こくの闇やみのような髪と瞳の鵬玄。

　二人の顔が頭あたまに浮かんで、白桜は目を見開いた。

「どうして、二人が犯人だと？」

「盗ぬすまれたのが、青せい龍りゆうと白びやつ虎この像だからだ。それが知られたら、俺とお前の一族は責任をとって都落ちする事になる。だが、跡取りを御お披ひ露ろ目めする儀式は四日後だ。これは四神のお告げでと決まっているから、変えられない。こんなにぎりぎりで俺達がいなくなれば、新しい青龍家と白虎家の一族を選ぶ暇ひまもないから、儀式はあの二人だけで行われるだろう」

　青丞の目つきがぐっと険しくなった。白桜も緊きん張ちようがまして、膝ひざで握にぎった手に汗あせをかき始める。

「そうなれば、あいつらは跡取りとして認められると同時に、正式に次期帝の候補になる。知ってるか？　帝を多く輩はい出しゆつしているのは、青龍家と白虎家だ。今回も次期帝候補となるのは、おそらく俺かお前だろうというのが、官位を持つ貴族達の予想だ」

　緊張が高まりすぎて、頭痛すらしてくる。

　白桜が頭を押さえると同時に、青丞が静かだがすごみのある低い声を上げた。

「つまり、俺達二人が消えれば、あの二人が帝みかどの座を得る可能性はぐんと高くなるわけだ。考えてみろ。この国で最高の権力を持つ帝の座だ。これだけの大罪を犯おかしてでも、手に入れたいと思う者がいるのは当然ではないか？」

（確かにそうかもしれない。男子として貴族の家に生まれたからには、帝の座は究極の出世だよね。罪を犯してでも欲しいという人は確かにいると思う。……でも）

「……でも、あの二人からは帝になりたいとか、そういう出世欲が感じられない」

　特に何か根こん拠きよがあるわけではない。だけど、二人が犯人だとはなぜか思えなかった。

「朱咒は、あんまり権力に固こ執しつしてる感じはないし、鵬玄は周りに我関せずで生活してるし。それに二人とも、像を盗んだりする悪人には見えないし……」

　何を考えているかわからない朱咒も、無口だけど白桜を二度も助けてくれた鵬玄も、そんな悪い事をするような人物には思えなかった。

「坊ぼうやは純じゆん粋すいだな……だが愚かだ」

　あざ笑うような声だ。むっとして目を向けると、青丞は冷たい視線で白桜を射い貫ぬいた。

「人は……自分が欲しいものの為なら何でもするものだ。お前もそんな経験はないか？」

　ふいに父と姉の顔が浮かんだ。噓うそが苦手だし、正直にまじめに生きてきたつもりだ。

　だけど自分は今、周りを欺あざむいて男のふりをするという罪を犯してここにいる。

「きれい事だけでは、立ちゆかないぞ。何事も疑ってかかれ。信じて裏切られて、傷つくのは自分だ」

　青丞もそんな経験があったのだろうか。話をする彼の目はいつのまにか白桜からそれて、遠くを見ているようだった。不思議そうに見つめると、彼は何かを振り払はらうように首を振る。

「──とにかく、あの二人が今の段階では一番あやしいんだ。早さつ速そく二人を調べるぞ」

　今度は先さき程ほどのように違ちがうのではとは言えなかった。自分とて、大切なものを守る為ためなら人を騙だますし罪も犯す。朱咒と鵬玄がそうでないとは言い切れない。

　まずは青丞の言う通り、二人を調べてみるべきだろう。

（とんでもない事になったけど、絶対に犯人を捕まえてみせる。みんなを……父上や姉様を処しよ刑けいさせたりなんか絶対にしない！）

　着き替がえをしに自室に戻もどる為、白桜は青丞の部屋を出る。

　庭に面した廊ろう下かを歩きつつ、明るくなってきた空を見上げて、改めてそう心に誓ちかっていた。









　五章







「こ、こんにちは、朱咒。お邪じや魔ましてもいいですか」

　まだ朝だというのに、部屋にいた朱咒の目の前には酒の膳ぜん。

　転がったとっくりの数から言えば、かなり飲んでいるだろう。

　しかしまったく酔よった気配のない彼に、白桜は引きつり気味の笑え顔がおで声をかけた。

「おや、白桜から訪ねてくれるなんて初めてだね。嬉うれしいな」

　整った顔には、傷どころかしみ一つない。その顔で艶えん然ぜんとした微笑ほほえみを向けられて、つい頰ほおが赤くなった。

　訪ねてはきたものの、どうしても男性の部屋に一人で入るのには抵てい抗こうがあった。

　入り口で突つっ立ったままでいると、朱咒が手招きしてくれる。

「遠えん慮りよせずにどうぞ。ちょうど退たい屈くつしていた所なんだ。四神の像が運び込まれてから警備が厳重になっただろう。そのせいで、こっそり外出できなくなってしまってね」

　夜遊びどころか、朝も昼も遊びまくっていた朱咒だが、さすがにこの状じよう況きようでは出かけられなかったようだ。白桜は愛あい想そ笑いしつつ、恐おそる恐る部屋に足を踏ふみ入れる。

（朱咒の様子を探さぐって来いなんて青丞は簡単に言うけど、わたしにうまくできるかな……）

　話を聞き出したり様子を探ったりする役目は、青丞の方がずっと適任だと思う。

　それなのに青丞は、今まで大して親しくもなかった自分が、突とつ然ぜん話しかけたら不自然に思われる。それならば白桜の方がまだましだと言うのだ。

（何が〝お前だったらぼーっとしてるから、話しかけても警けい戒かいされない〟よ、まったく！）

　朱咒と鵬玄もかなり個性的な二人なので、うまく話をする自信はない。

　だから正直この役目は嫌いやだった。しかし嫌だからといって逃げるわけにはいかない。

　朱咒と鵬玄には像を盗む動機があり、盗み出す機会もあったのだ。彼らは間ま違ちがいなく、犯人の第一候補だった。時間もない以上、何とか手がかりだけでも摑つかみたい。

　決意して朱咒の正面に座ると、彼がくすりと笑みをもらした。

「そういえば、朝早くからあちらの方が騒さわがしかったが、何かあったのかな？」

　朱咒が顔を向けたのは、像が置かれていた蔵がある方だ。

　内心でびくりとしつつも、何とか平静を装う。

「ど、どうやら、蔵の見張りに立っていた者が、不注意から怪け我がをしたとか」

　像が盗まれた事は言えない。朱咒にも知らせるなと、青丞に何度もしつこく言われていた。

「へぇ、だったら私が診みてあげたのに。私はこれでも腕うでのいい医者だよ」

「え、えっと、それは……朱咒に診てもらうほどの怪我ではなかったというか……はは、あははははははははは」

　噓も下手へただし、ごまかしたりするのも苦手だ。喋しやべるとぼろが出そうで、とりあえず笑ってみる。同じように朱咒も微笑んでくれたので、ほっとした。

「そうか。まあ、怪我がひどくなくて何よりだ。今は四神の像が蔵にあるのだから、見張りにはしっかり頑がん張ばってもらわないとね。──〝盗まれた〟りしたら大変だ」

　またまたびくりとして、今度は顔が引きつった。

（も、もしかして事件の事を知ってるのかな？　でもそんなことないよね。だって、神かん主ぬし様がみんなにしっかり口止めしてたし。これってただの世間話なんだよね？）

「そ、そうですね。本当に盗まれでもしたら大変だ。しっかり見張ってもらわないと」

　無理に満面に笑みを浮うかべると、朱咒がやや俯うつむき加減にくすっと笑った。

（あれ、今笑った？　わたし、何か変な事を言ってる？）

「え、えっと、あの、朱咒……」

　あたふたと話しかけようとすると、彼の艶つややかな笑みが深くなった。

「ずいぶんと慌あわてているようだけど、どうかしたのかい？　そんなにたくさん汗もかいて。緊張もしているみたいだね。どれ、私が脈を診て……」

　腕を取られかけて、すぐさま手を引っ込めて背中へ回した。

「い、いえ、あの、身体からだを鍛きたえようと、その辺りを走ってきたので、そのせいかと……」

「そう、じゃあ、喉のども渇かわいてるだろう。どうぞ」

　差し出されたのは、大ぶりの茶ちや碗わんになみなみ注つがれた酒だ。

「わ、わたしは、お酒は飲んだ事がなくて……」

　これまで興味はあったが、どうも臭においが苦手だった。

「残念だな。そんな無ぶ粋すいな男だとは思わなかったよ。君も男なら、ぐいっと飲み干すくらいの気き概がいがないと。そうそう、下戸だなんて男らしくない事は言わないでくれよ。白桜がそれを飲み干す男らしい所が見てみたいな」

（ひぃーっ。男男連発しないでよ！　言われるたび、心臓が縮み上がっちゃう！　ううっ、しかも、男って言う時だけ妙みように強調してるのは気のせいなの!?）

　うろたえて目を白黒させていると、朱咒がもう一度酒の入った茶碗を差し出した。

「何事にも初めてはつきものだ。飲んでみるといいよ。緊きん張ちようがほぐれて楽になれるから。酒を酌くみ交かわした男となら、私はどんな事でも話せる友になれる気がするんだ」

　どうやら彼から話を聞き出す為には、これを飲む必要がありそうだ。

　白桜は覚かく悟ごを決めて、茶碗を受け取った。

　考えてしまうと怖おじ気づくから、思い切って一気に飲み干す。途と端たんにかっと喉が焼けるような感覚がして、座っているのも難しいくらいに頭も身体もくらりとした。







「うふふふふふ。あははははは。酒とは楽しいものですね。朱咒～」

「うむ、顔が赤くてろれつが回ってなくて、頭が左右にふらふら揺ゆれている。白桜、君は間違いなく酔よっ払ぱらいだ。紅くれないの瞳ひとみが、酒に酔って潤うるんでいるのも色っぽくていいね」

　艶やかな笑みを向けられて、白桜は上じよう機き嫌げんのまま首を傾かしげた。

「わたしは色っぽくなんかありませんよ。朱咒の方がよっぽどお綺き麗れいですぅ。ううっ、どうしてわたしも整った顔立ちに生まれてこなかったのかなぁ」

　姉のように、線が細くて触さわると壊こわれそうなほど繊せん細さいな女性は憧あこがれだ。

　大人になったら、そういうたおやかな女性になろうと決めていた。

　それなのに、どういうわけか今は男の恰かつ好こうをして、自分より綺麗な男と酒を飲んでいる。

「何か変だ！　そう、朱咒が綺麗なのが悪い！」

　話の流れが唐とう突とつだ、わかっているのに勝手に動く口は止まらない。

　指を突きつけると、朱咒の赤い目が細められた。

「綺麗と言われたのなら、喜ぼうかな。特に大好きな君に言われたのだしね」

　男にしては長くて細い指がそっと伸のびてきて、頰を撫なでる。

　白桜は、それを勢いよくばしっと振ふり払った。

「くすぐったいです。それにべたべた触るなーっ」

　いつもならどうしていいかわからず固まっているだけだろうに、今の白桜は自分でも驚おどろくほど大だい胆たんだ。酔っている自分は、その行動すら予測できないし、制せい御ぎよもできなかった。

　なぜか拳こぶしを握にぎりしめて胸の前で構えたから、戦う気満々なのかもしれない。

「せっかく君から来てくれるなんて奇き跡せきが起こったんだよ。少しぐらい、いいじゃないか」

　すねたような朱咒の声を聞いて、白桜は唐突にここに来た目的を思い出した。

「ああーっ。まずい！　怒おこられる」

　青丞の呆あきれたような顔が頭に浮かんだ。昨夜事件について覚えていることを口にした時、初めてほんの少しだけ褒ほめてもらえたのだ。それなのに何の収しゆう穫かくもなく帰ったりすれば、またあの冷たい顔で無視をされてしまうかもしれない。

（ち、ちゃんと聞かなくちゃ！　えっとえっと、何をどう聞けばいいんだろ……？）

「どうしたんだい？　白桜。急に大声を出して」

「えっと、あの、何でもないです。その、聞きたいんですけど──朱咒って帝みかどになりたい？」

　言葉にしてから、自分でもいきなり何を質問しているんだと思った。どうやら、遠回しに話を聞くとかいう配はい慮りよをするほどには、まだしっかり頭が回転していないようだ。

「おや、唐突だね」

「笑ってないで、答える！」

　むぎゅっと朱咒の両頰をつまんでやった。酔ってるってすごいなと、頭の片かた隅すみで少しだけ冷静な自分が囁ささやいたが、すぐにその理性もどこかにいってしまった。

　朱咒も特に怒ったり困ったりしている様子はなく、楽しげに表情を緩ゆるませて笑っている。

「うーん、帝にはなりたくないかな」

　やんわりと白桜の手を振り解ほどき、朱咒が酒をぐいっと飲み干した。

「どうして？　帝になったらこの国で一番の権力者になれるんだよ」

　貴族の男として生まれたからには、出世したいと思うのは当然ではないのだろうか。

　首を傾げると、朱咒が苦く笑しようした。

「だって帝になったら自由に遊べなくなってしまうよ。そうしたら、私の遊び相手の女性達が泣いてしまう。それにもともと朱す雀ざく家の跡あと取とりにも、めんどくさいからなりたくなかったんだ。屋や敷しきに戻もどらず逃にげ回っていたのに、兄弟達がふがいなさすぎて連れ戻されてしまってね」

　うんざりした口ぶりや顔をしかめる様子は、とても演技だとは思えなかった。

（確かに朱咒って、神社に来てから外がい泊はくばかりで、ちっともやる気がなさそうだよね。そんな人が像を盗ぬすんでまで、帝になりたいなんて思うかな……？）

「じゃあ、昨日の夜、何をしてましたぁ？」

　これまた唐突な質問だったが、朱咒は不思議がりもせず、思い出すように視線を巡めぐらせた。

「昨日の夜ね。昨日は警備が厳重で外には出られなかったから、ずっとこの部屋にいたよ。酒を飲んで寝ねてしまった」

「そっか……。誰だれかと一いつ緒しよとかだったらよかったのに」

（やっぱり朱咒が犯人だとは思えないんだけど、でも今のままだと犯人じゃないって証しよう拠こもないよね。せめて事件があった時に、誰か一緒にいたとかいう証言でもあればいいのに……）

「昨日の夜、私が誰かと一緒だったらよかったのに、とはどういう意味だい？」

　ふいに聞こえた声は、ずいぶんと近い所からだった。目を向けると、朱咒の美しい顔が息がかかるほど近くにある。驚いて後ずさろうとしたが、朱咒の手がさっと白桜の腕を握った。

「……白桜、前に言ったよね。私は君の母上を知ってる。母上に似ている君にも興味がある。──そして私は女性が好きだが、恋こいをしたら性別は関係ないのではとも思っている」

　器用そうな長い指が、頰ほおを撫でた。ひんやりとした指の感かん触しよくに、少しだけ酔よいが覚さめる。

　すると今の状じよう況きようを冷静に見み極きわめるだけの理性が戻って来た。

　そして白桜は、いつのまにか自分がとんでもない体勢になっているのに気付く。

（あれ？　どうしてわたし、朱咒の身体の下した敷じきになってるの!?）

　先さき程ほどまでは、確かに二人で向かい合って座っていたはずだった。

　なのに今は自分は仰あお向むけになっていて、すぐ目の前には朱咒の艶えん然ぜんとした笑えみがある。

「一つ聞きたいんだけど、ここに君が一人で来てくれたということは、私の気持ちを受け入れてくれる気になった、そういう事だよね？」

　朱咒の手が白桜の着物の襟えりに伸びてきた。

　指が襟に引っかかる様を目まの当たりにして、ひっと息を吞のむ。

「な、何をなさるんですかっ」

「何って、愛しあう二人がする事だよ」

　それが具体的にはどういう事なのかわからなかった。だけど、これだけはわかっている。

　きっとこれは自分にとって色んな意味でまずい状況だ。

「だ、だめーっ」

　叫さけんでじたばたと暴れるが、細身なのに案外力があるらしい朱咒はびくともしなかった。

「おや、元気がいいね。怖こわいのかな？　でも大だい丈じよう夫ぶ。私に任せて」

（何を？　何を任せるの!?）

　叫びたかったが、まず逃げるのが先だ。このままでは女だとばれてしまう。その上……。

（これってもしかして、お嫁よめにいけなくなるってやつじゃないの!?　早く逃げなきゃ！）

　だが頭ははっきりしてきたが、酔った身体からだがなかなか動かない。

　その隙すきに朱咒の指によって襟は乱され、顔が近づけられる。

「さあ、もう黙だまって────」

「いやーっ！」




　ゴツッ！




　部屋中に響ひびいた音と同時に、朱咒が額を押さえてうずくまった。

　その隙に白桜は慌あわてて起き上がる。どうやら渾こん身しんの頭ず突つきはそうとう効いたらしい。

　額がじんじん痛むのはお互たがい様さまだ。

「あの、わたしは、その、そんな気はありませんので！」

　襟を直して部屋の隅すみまで後ずさると、額を押さえたまま朱咒が顔を上げた。

　怒っているかとも思ったが、その顔は苦笑している。

「……しょうがないな。君はまだまだ子供のようだ。もう少し待ってあげた方がいいのかもしれないね。私も無む理り矢や理りは趣しゆ味みじゃない。今の頭突きで、雰ふん囲い気きも壊れてしまったし」

　白桜は顔を真っ赤にしつつ、何とか酔った身体を叱しつ咤たして立ち上がる。

「あ、あの、とにかく失礼しますっ」

　そのまま脱だつ兎とのごとく外へ駆かけ出した。

　酔っていたのでふらふらしていたが、どうにか自分の部屋までたどり着く。

　そこにいた想月の顔を見付けて、ほっと息をついた。

「そ、想月、よかった。あの……」

　色んな意味で怖かった朱咒から逃のがれ、唯ゆい一いつ信しん頼らいできる想月の顔を見られて、心の底から安あん堵どしていた。だけどすぐに部屋に流れている空気が、ぴんと張り詰つめているのに気付く。

「お酒、臭くさいですね」

（うわっ、想月。にっこり笑ってるけど、目がすっごく怖いよ……！）

　心の中で悲鳴を上げていると、想月が眉をつり上げた。

「旦だん那な様からくれぐれもあなたをお守りするよう仰おおせつかっております。それなのに──酒を飲んで酔よっ払ぱらって帰ってくるとは何事ですか！」

　厳しく響く言葉に、白桜はひっと叫んで身を竦すくませたのだった。
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　想月の説教がやっと終わったのは、夜もうっすら明け始めた頃ころだった。

　白桜はやっと布ふ団とんに入ったものの、頭が痛くてちっとも眠ねむれずにいた。どうやら、白桜にとって酒は魔ま物ものらしい。

　それでもやっとうつらうつらしてきた頃、部屋の中で誰かが動く気配がして目が覚めた。

「儀ぎ式しきまであと二日しかないというのに、いい度胸だな、坊ぼうや。この一大事に、酒を飲んで酔っ払ったあげく、昼まで眠りこけるなど」

　呆れた声は青丞だった。慌てて飛び起きると同時に、頭に殴なぐられたかのような痛みが走る。

　頭を抱かかえてうずくまると、青丞が大きなため息をついた。

「痛いか？　それは二日酔いだ。その調子では今日は役に立たないな。もういい。俺一人で今日は動く。……守りたいものがあると豪ごう語ごした割には、その程度の覚かく悟ごだったのだな」

　失望した声こわ色いろが、心にぐさりと突つき刺ささる。白桜は痛む頭を抱えて、何とか立ち上がった。

「ごめんなさい、青丞。昨日はえっと、色々あったんだ。朱咒と話はできたんだけど、こちらも貞てい操そうの危機で……」

　つい口がすべって、思わず目を見開いた。青丞が眉まゆ根ねを寄せる。

「ん？　今、何と言ったんだ？　てい……」

「てい、てい……抵てい抗こうしたんだ！　そう、一応、お酒は飲めませんって抵抗したんだけど、朱咒に押し切られちゃって。……本当にごめん」

　素す直なおに頭を下げると、青丞は仕方なさそうに息をついて、腕うでを組んだ。

「ちゃんとできるのか？」

　言葉少なに聞かれて、大きく頷うなずいた。

　家族を守る為ためなのだから、頭が痛いなんて言っていられない。

「ではさっさと着き替がえろ。今日は鵬玄に探さぐりを入れるんだ」

（ほ、鵬玄か。あの人怖いんだけど……）

　そう思いつつも、すぐに道具入れから着替えを取り出す。

　だけど、そこで動きを止めてしまった。青丞が部屋から出て行く気配がないのだ。

「あの……着替えたいんだけど」

「着替えればいいだろう。鵬玄にちゃんと探りを入れられるか、今日は俺も遠くから見ててやる。また酒でも飲まされて大事な一日を潰つぶされてはかなわないからな。あいつは武芸場にいるはずだから、一緒に行くぞ」

「ふ、ふぅぇぇぇぇぇぇ！」

　卒そつ倒とうしそうなぐらい長い悲鳴を上げると、青丞がぐっと眉根を寄せた。

「なんて声を出すんだ。早く着替えろ」

　呆あきれた声を上げられても、その場から一歩も動けなかった。

（ど、どうしよう。青丞が見てる前で、着替えなんてできないよっ）

「何をしているんだ。時間がないと言っただろう。……まさかお前、俺がいると着替えられないのか？　何か理由でも……？」

（ひぃぃぃぃ！　ど、どうしよう。あっ、そうだっ）

「えっと、そうなんだ。実は身体に大きな傷があって、男同士でもあまり見られるのは……」

　以前想月が朱咒にした言い訳を思い出した。

　これでごまかせるかは賭かけだが、このまま黙だまっていては余計にあやしまれるだけだった。

「ああ、なるほど。……では、俺は外で待っていよう」

　だけど驚おどろくほどあっさりと、青丞は部屋から出て行った。

「あれ……今、すまなそうな顔をしていたな」

　青丞は嫌いやみで裏表があって冷たくて、とても好感をもてる人物ではなかった。

　だけど、白びやつ虎こ家の屋や敷しきに忍しのび込んだ賊ぞくを止めに来てくれたり、池に落ちそうになった所をとっさに助けてくれようとした。

　触ふれられたくない秘密があると言えば、部屋を出て行ってもくれる。

「やっぱり青丞は、そんなに悪い人じゃない……のかなぁ？」

　ついたての陰かげに隠かくれて着替えながら、白桜は首を傾かしげていた。
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「よし、今度こそ失敗しないぞ！」

　神社の西に武芸場はあった。木でできた戸の向こう側からは、男達の威い勢せいのいいかけ声も聞こえてくる。白桜はその戸の前で、自分に気合いを入れるように両手の拳こぶしを握にぎっていた。

　そっと振ふり向くと、遠くから見張っていると言っていた青丞が、その言葉の通り建物の陰に隠れてこちらを窺うかがっている。白桜は彼に向かって一度頷いてから、戸に目を戻もどした。

（鵬玄は怖いけど……でも、ここで頑がん張ばって探りを入れなきゃ。もう時間もないんだから）

　心に何度も言い聞かせる。そうしなければ、竦んでしまった足が動かないのだ。

　白桜は大きく深呼吸して心を落ち着かせ、戸に手をかけた。

「た、たのもーっ……ん？」

　勢いつけて声を上げたのに、引き戸は力を入れる前に勝手に開いた。

　驚く暇ひまもなく、目の前に人が立っているのに気付く。

　それが誰だれなのかがわかって、白桜は思いっきり顔を引きつらせた。

「ほ、ほほほ鵬玄……様！　こ、こんにちはっ」

　思わず声が裏返った。そこにいたのは見上げるほど背せ丈たけがある鵬玄だった。

　彼は相変わらずの破は壊かい力抜ばつ群ぐんな鋭するどい目つきで、じろりとこちらを睨にらんでいる。

　たったそれだけの事で、身体が竦み上がってしまいそうだ。もともとは武官で悪人達を取り締しまっていたと聞いていたが、どう見ても彼の方が悪人に見えて仕方ない。

「あ、あの、稽けい古こは終わったのですか？」

　いつもならその迫はく力りよくに怖おじ気づいてしまうが、今日の白桜は違ちがった。自分の肩かたに父や姉、そして白虎と青せい龍りゆうの一族全員の命がかかっている。ここで引き下がるわけにはいかない。

「……」

　だけど鵬玄は手て強ごわかった。白桜を無視してさっさと立ち去ろうとする。

　慌あわてるあまり、彼の着物を摑つかんだが、気にせず歩く鵬玄にずるずる引きずられてしまった。

「えっと、あの、その、待って……！」

（何とか引き留めて話を聞かないと。まずは仲良くならないとだめだよね。あ、そうだ！）

「あの、稽古……。そう、わたしにも稽古をつけて下さいませんか？」

　鵬玄の足がぴたりと止まった。どうやらこれは興味のある事らしい。

　こちらを向いた鵬玄が、触れたら切れそうな鋭い視線で、白桜を上から下まで見つめた。

　そしてにやりと笑う。

（うわっ、この人、笑い方まで怖こわい。今にも殺してやるって言われそう！）

「……お前はずいぶん細いな」

　低く響ひびく声だった。美声ではあるが、どこか闇やみ色の毒が含ふくまれているように感じる。

　そういえば……と白桜は気付く。彼の声を聞くのは初めてだった。

「俺の稽古は鍛きたえた武官でも一日で逃にげ出す程厳しいぞ。お前のようにひょろひょろした奴やつが、耐たえられるのか？」

　ふっと鼻で笑われたが、どうやら頭から断られてはいないようだ。

　白桜は恐きよう怖ふを抑おさえて、勇気を振り絞しぼった。

「鵬玄様は、見かけで人を判断なさるのですか？」

　気合いを入れすぎて、思わず睨みつけてしまった。

　それがどうやら鵬玄には、違う意味に捉とらえられてしまったようだ。

「いい目つきだな。俺は世間で『妖よう鬼き帝てい』とたいそうなあだ名までつけられた男だ。その俺にそこまで言うからには、よほど腕に自信があるのだろうな」

（いや、そうじゃないしっ。ただ、稽古をつけてもらって仲良くなろうと思っただけで……）

　慌てて首を振る。何とか違う話題をと焦あせった白桜は、ふいに彼の腰こしにある大きな刀に目を留めた。それは一いつ瞬しゆんの事だったのに、鵬玄は目ざとく白桜の視線の先に気付いたようだ。

「この刀が気になるか？」

「え、ええ。大きいですね」

　感心したように目を瞬またたかせると、鵬玄が大ぶりの刀を鞘さやごと腰から抜ぬいた。

「これは、俺と苦労をともにしてきた大おお太刀たち『妖鬼』だ。この刀の価値がわかるとは、そうとうな目め利ききのようだな。では今日の稽古には特別にこれを貸してやる。俺はこの竹刀しないで十分だ。このぐらいお前に有利でないと勝負にならないからな」

（ええっ!?　どうしよう。そんなつもりじゃなかったのに。刀なんて持った事もないのに、いきなり真しん剣けんで勝負なんて無理に決まってるでしょーっ）

　真っ青になって顔を引きつらせていると、鵬玄が刀を差し出した。

「そら、受け取れ」

「うわっ」

　手て渡わたされた刀はずっしりと重かった。支えきれずに剣けん先さきが床ゆかについて、ガタッと音がする。

　その様子を見て、鵬玄がくっと笑った。

「大事に扱あつかえ。昔、父が手て柄がらを立てた時、帝みかどから褒ほう美びに頂いた大切な刀だからな。我が家の家宝でもある。細い身体からだで稽古をつけて欲しいと言うお前の気き概がいに感心して、特別に貸すのだ。傷でもつけたら、お前の命一つでは許さないぞ」

（ひぃーっ。その冷たい笑えみは止やめて！　その顔でそんな事を言われたら、本気にしか聞こえないんですけどっ）

　実際、ばっちり本気なのかもしれない。そう思うと、一瞬で鳥とり肌はだが立った。

「わ、わかりました」

　だけど今いま更さら嫌だなんて言えない。稽古を願い出たのは自分だし、そのおかげで彼と初めて話をする事ができた。親しくなるにはこの方法しかないのだろう。

「庭に降りて来い。廊ろう下かでは狭せますぎる」

　鵬玄が廊下から庭へ続く階段を降りる。白桜も重い刀を何とか両手で抱かかえ上げて、よたよたした足取りで続いた。広い庭で相対すると、鵬玄が口角を上げる。

「俺からは攻こう撃げきしない。かかってこい」

　鵬玄が竹刀を構えもせずに腕を組んだ。どうやらかなり舐なめられているらしい。

（剣けん術じゆつなんてした事ないけど、勝負をして鵬玄に認めてもらえれば、話も聞きやすくなるはず。だったら気合いを入れなきゃ！　まずは恰かつ好こう良よく刀を抜いて不敵に微笑ほほえんで……）

「よ、よーし！　負けませんよっ。そりゃ！……あれ？」

　頭では自分が刀を構える凜り々りしい姿が想像できていたのに、構えるどころか刀が長すぎて白桜の短い腕うででは鞘さやから抜けもしなかった。

　その上びっくりするぐらい重くて、どんなに頑張っても片手では持つ事もできないのだ。

（うわっ！　呆あきれた顔で見てる。恰好悪いよっ。それにこんな情けない事してたら、すぐに見限られちゃう！）

　内心で恐おそれていると、案の定鵬玄の目つきが鋭するどさを増した。

「どうした、抜けもしないのか。……そのぐらいの事もできないで、俺に稽古をつけて欲しいとは。どうやら何か違う目的があるようだな。これだから貴族は嫌きらいなのだ。態度をころころ変えて、都合がいい時だけすり寄ってくる」

　憎にく々にくしげな呟つぶやきは、彼の憤いきどおりの強さを表しているようだった。

　貴族に対して、何か思う所があるような言葉が白桜の心に引っかかる。

「刀を返せ。貴様の相手をするほど、俺も暇では……」

　苛いら立だった声を上げながら近寄ってこられて、白桜は焦りに焦った。

「ま、待って。いける。大だい丈じよう夫ぶだから！　えいーっ」

　気合いの声と共に、全身の力を刀を握る右手に込めた。すると、やっと刀が鞘からするりと抜ける。その勢いのまま大ぶりの刀を頭上に振り上げた。

「やったーっ。抜けた！……あれ？」

　振り上げたものの、刀の重みでぐらりと身体が背後に傾かたむいた。

　何とか体勢を整えようとしても、重い刀を持ったままでは踏ふん張りがきかない。

「うわーっ！」

　叫さけびつつ、背後にさっと目をやった。最悪な事にその先は、ちょうど水たまりになっている。避よける間もなくビシャッと水音がして、お尻しりが濡ぬれる気持ち悪さに顔をしかめる。

「うう……。噓うそでしょ。あっ、刀、刀に傷はついてないかな？」

　飛んできた泥どろで着物も顔も汚よごれてしまったが、白桜が一番に心配したのは鵬玄の刀だった。

　傷一つでもつけたらただではおかないと言われていたし、この刀を家宝だと言っていたから、きっと大切なものだろう。

「……ふっ、ははっ」

　あたふたしていると、頭上から笑い声が降ってきた。艶つやがある低温の優やさしい響きがある声で、一いつ瞬しゆん誰だれだろうと思う。顔を上げてそれが鵬玄のものだと知った時は、心底驚おどろいた。

　だがもっと度ど肝ぎもを抜かれたのは、初めて見た彼の笑顔だ。

（うわっ、優しそうだな。さっきまで目に映る人間、全部殺してやるって表情だったのに）

　鵬玄は背丈も見上げるほどだし、鍛えているから肩かた幅はばも広くて体格もいい。

　目つきも顔つきも悪いから、無ぶ愛あい想そうでいるとそれらが相まって、ものすごく怖く感じる。

　だけど、笑うとそれが一変した。

　背せ丈たけもあって体格もいい、優しい笑顔の頼たよれるお兄さん、という感じになるのだ。

（わあ、ぜんぜん雰ふん囲い気きが変わるな。……本当は怖いだけの人じゃないのかも。だって、神社の人達が慕したって稽けい古こをつけてもらってるって言ってたもの。怖いだけの人はそんなにみんなに慕われないよね？）

「お前はおかしな男だな。刀を抜けもしないのに、稽古をつけてもらいたがったり。泥まみれになっているのに、俺の刀の心配をしたりして」

　くっくっくっと堪こらえられないように笑う鵬玄が、手を差し出してくれる。どうやら立たせてくれるようだが、白桜は先に刀をどうにか持ち上げて鞘さやと一いつ緒しよにその手に渡わたした。

「まずはこれをお返しします。やはりわたしのような者には、もったいなさすぎる刀でした。刀の事はよくわからないけれど、大きくて立派で迫力があって、とても素す晴ばらしいと思います。まるであなたみたいだ」

　微笑むと、鵬玄が面食らったような表情をした。

「俺みたい？」

「ええ、あなたは体格もよくて迫力があって強そうで……えっと、同じ『男』として憧あこがれます。わたしは病弱だから。……あ、突とつ然ぜん稽けい古こをつけて欲しいだなんて言ってすいません。あなたのようになりたくて、この弱い身体を鍛きたえたかっただけなのです」

　だいぶ噓も混じっているのが心苦しかった。しかしもし本当に自分が男であったなら、きっと今の言葉は本気だと胸を張れる。

　何とか自力で起き上がり正面から見つめると、鵬玄がやや自じ嘲ちようした。

「ほう、俺のようになりたい、か。……俺がこの世でもっとも嫌いなのは、下級武官だった時は見向きもしなかったのに、四神の一族になった途と端たん、ごまをすってくるようになった貴族達だ。適当なおべっかで四神の一族の栄えい誉よにあずかろうとする。そんな下心があるような奴やつは、叩たたき切ってやりたいくらいに腹が立つ……！」

　厳しくなった目つきは、やはり怖おじ気づいてしまうほどの迫はく力りよくがある。

「お前の今の言葉は本当か？　たとえ身体を鍛えたいのが本当でも、俺のように近寄りがたい男の所に来るのは、何か理由があるからではないのか？」

　ずいぶんと疑り深いと思った白桜は、ふいに以前想月から聞いた話を思い出した。

（あ、そういえば、鵬玄はつい最近、四神の一族に選ばれたんだよね）

　跡あと取とりがいなかった前の玄げん武ぶの一族が都を追われ、新たに選ばれたのが鵬玄の一族らしい。もともとは身分が低い武官だったと想月も言っていた。それと今の発言を合わせると……。

（突とつ然ぜん帝みかどの次に権力があると言われる四神の一族になって、この人も戸と惑まどっているのかも。それにその権力にあずかろうとしている人達の嫌いやな部分を見たせいで、こうして普ふ通つうに近づく人にも警けい戒かいしてるのかも）

　人嫌ぎらいなのを隠かくさないのは、警けい戒かい心しんの表れなのかもしれない。

　そう思うと、何だか鵬玄が気の毒にさえ思えた。

「鵬玄様は、四神の一族に選ばれた事を……もしかして、後こう悔かいされているのですか？」

　口にしてからとんでもない事を聞いてしまったと思ったが、もう取り返しはつかなかった。

「なぜそんな事を聞く？」

　声が腹に響ひびくほど低くて、思わず逃にげ出してしまいたい衝しよう動どうに駆かられる。

　だけど両足で地面を踏みしめて、何とか堪えた。

「……実は、わたしも最近になって白びやつ虎こ家の跡取りだと知らされて、都に連れて来られたのです。戸惑う事も多いし、田舎いなかにいる家族も心配だし、何もかも投げ出して故郷に帰りたいと思う時があって」

　鵬玄の眉まゆ根ねがぎゅっと寄せられた。

　怒ど鳴なられるかと覚かく悟ごしていたが、次に出てきた彼の言葉は落ち着いたものだった。

「……故郷に家族、か。俺の場合は、都の警備に当たっている部下達だ。急に玄武の一族として選ばれてしまったから、あいつらと別れの挨あい拶さつもできないまま離はなれる事になってしまった」

　常になく寂さびしさのこもった声だった。白桜は彼を見上げて首を傾かしげる。

「もしかして、妖よう鬼き帝ていと呼ばれる所以ゆえんになった、盗とう賊ぞく団百人を退治した時のお仲間ですか？」

　大おお手て柄がらを立てた話だというのに、鵬玄はふっと自嘲した。

「大げさに話を広められたものだ。あれはそんな恰好いい話ではない。盗賊団に金をもらっていた上司がいた。そいつが都でも警備の手て薄うすな場所の情報を流していたんだ。俺はそれを知って、怒いかりと勢いに任せて集められるだけ部下を集めて、盗賊団を捕つかまえに行った。しかし、その上司が俺達が行く事を盗賊団に知らせていてな」

　黒い瞳ひとみの奥にあるのは怒りの炎ほのおだった。それを揺ゆらめかせながら、鵬玄は話を続ける。

「部下達も猛者もさ揃ぞろいだったから包囲されても何とか突とつ破ぱできた。運良く盗賊団の団長を見付けて捕ほ獲かくする事もできた。──すべては上司の裏切りと、偶ぐう然ぜんが重なった結果だ。一歩間ま違ちがえば、俺も部下達も死んでいた。結果だけみれば盗賊団を倒たおしたが、俺にとっては部下を危険にさらしただけの無む謀ぼうな行動でしかなかった。あれは──恥はじだ」

　黒い目が伏ふせられる。白桜は、きっと彼は誇ほこり高く、いさぎよいのだと思った。

　手柄を立てたことを喜ぶよりも、非を認めて反省できるのは、そんな男だ。

「確かに、あなたの行動は無謀だったかもしれない」

　白桜の言葉に、鵬玄は地面に目を落としたまま、ぴくりとも動かなかった。

「だけど、あなたのその無謀な行動のおかげで、都で一番大きな盗賊団は退治できた。あなたのおかげで、都の人々はもうその盗賊団を恐れなくてもよくなった。その盗賊団がもしまだ存在していたら、きっともっと大きな被ひ害がいが出て、たくさんの人達が苦しんだと思います。──だからあなたのした事は素晴らしい事です。少なくとも、わたしはそう思います」

　口元に笑えみを湛たたえて、思った事を正直に伝えると、鵬玄が目を丸くした。

　今日は彼の色んな表情を見られて嬉うれしく思う。

「それに、鵬玄様はとても優しい方です。わたしはちゃんと知っていますよ」

「俺が？　優しい？」

　意外だったのだろう。鵬玄が目を瞬またたかせている。その様子は少しばかり親しみやすかった。

「ええ、だって先日、暴れ馬からわたしを救って下さったでしょう？」

「あれはたまたま、馬が走っていくのに出くわしたからだ」

　照れくさいのか、鵬玄の口調がやや早くなる。彼のそんな様子が、微笑ほほえましかった。

　白桜はようやく肩かたの力を抜ぬいて、ゆっくりと口を開く。

「それだけではありません。袖そでに毛虫がついてしまってわたしが怖こわがっ……いや、驚いていたらとってくれたでしょう。それも優しいと思ったけれど、その毛虫を捨てるでもなく木に戻もどしてやっていた。その時に、ああ、この人は弱い者に優しい強い人なのだと思いました」

　きっと鵬玄は、困っている者を見たら人だろうが動物だろうがちっぽけな毛虫だろうが、放っておけないのだと思う。

　鵬玄が何気なく顔に手を当てる。白桜はそれを見て、つい口元を綻ほころばせた。

　彼の頰ほおがわずかに赤く染まっていて、どうやらそれを手で隠そうとしているようなのだ。

「毛虫だろうと生きているから、むやみに殺せつ生しようするのは好まないだけだ」

「そういうのを優しいと言うのです。最初は正直、ちょっと怖い人なのかと思いましたが、その事があったので話しかける勇気がもてました。こうしてお話しできて、あなたを知る事ができたのでとても嬉しいです」

　肩にそっと手を置くと、鵬玄がこちらを向いて、自然な優やさしい笑みを浮うかべてくれる。

「……なるほど。お前は細かい所に目が届くようだ。本当に面おも白しろい男だな」

　鵬玄がわずかに目を伏せた。そして小さく息をつく。

「実は、俺に近づいてくる貴族にはうんざりしていた。玄武の一族に選ばれたのは名めい誉よな事だし、務めはしっかり果たすつもりだが、もともと上に立つのは得意ではない。帝みかどの候補になると言われても実感も湧わかないのに、貴族達に祭り上げられそうになって迷めい惑わくしていたのだ」

（あれ、鵬玄は帝の座には興味ないみたいな口ぶりだ）

　接した限り、噓うそだとも思えなかった。彼は四神の一族として選ばれたことすら、まだまだ戸惑いを覚えている。それなのに、最高権力の座である帝の地位を狙ねらうなんて思えなかった。

「しかし貴族にもお前のような者がいるのだな。正直に言うと、周りは俺とは生まれも育ちも違ちがう貴族達ばかりで、大切な仲間達と離れてこんな環かん境きようでやっていけるのかと不安に思っていた。だがお前みたいな奴が同じ四神の一族にいるのなら、何とか頑がん張ばれそうだ」

　鵬玄がやや目を細めて、力強い手で、白桜の背中をぱんっと叩く。

「イタッ！……もう、痛いじゃないですか、鵬玄様」

「お前は友だと認めよう。だから鵬玄と呼んでいいぞ。……それにしても、このぐらいで悲鳴とは情けない。もっと鍛える必要があるだろう。これからは俺が毎日稽古をつけてやる。そうだな、一年後には俺と変わらぬような体格になれるよう徹てつ底てい的に鍛えてやるぞ」

　ありがたい申し出だが、白桜としては非常に迷惑だった。

（うわっ、それってわたし、違う意味でお嫁よめにいけない身体からだになる……）

　だけど断るわけにはいかない。少しだけだが、鵬玄がやっと心を開いてくれたのだ。

　ありがとうと礼を言いつつも、心の中で厳しい稽けい古こを思い描えがいてため息をついてしまった。




　　　　[image: 区切りマーク]




　鵬玄に稽古をつけてもらうのは、とりあえず儀ぎ式しきが終わってからと約束して、白桜はようやく自室へと戻ってきた。

　まずは泥どろだらけの身体を何とかしたかったが、いつもいるはずの想月の姿が見当たらない。

「どこにいったんだろう。想月が見張っててくれないと、湯ゆ殿どのに入れないのに」

　思わずため息をつく。跡取り達との共同生活でもっとも注意しなければならないのが、着き替がえや入浴の時に誰だれにも見られないこと、だった。

　どうしようかとしばらく悩なやんだが、やはり湯殿に一人で入るのは危険だと結論を出した。

　まずは手と顔だけでも洗おうと小さな盥たらいに水をもらってきているから、とりあえずはそれで何とかするしかない。

　白桜は新しい着物を用意し、ついたてを入り口の近くに移動させた。目め隠かくしの為ために、着替える時はいつもこうしている。滅めつ多たにないが誰かが部屋を訪ねてきた時の用心だ。

「これでよしっと。とりあえずお風ふ呂ろは諦あきらめて、着替えだけでもしよう。あーあ、顔も身体も泥だらけ。盥の水だけだと落とすの大変だなぁ」

　着物を脱ぬいで、絞しぼった手ぬぐいで汚よごれを拭ふいた。時間はかかるし、水の量が少ないので綺き麗れいには落ちない。だけど何度もこすって泥を落とすうちに、ずいぶんとましになった。

「うん、何とか泥はとれたかな。とりあえず着物を着て、あとで想月が帰ってきたら見張りに立ってもらって湯殿に……」

「おい、入るぞ、坊ぼうや」

　入り口の戸が開く気配がして、青丞の声がした。まだ裸はだかだった白桜は飛び上がるほど驚おどろく。

「せ、せせせせせ青丞！」

「急にいなくなったから探したんだぞ。鵬玄から何か聞き出せ……」

「来ないで！」

　青丞と白桜の間にはついたてがあるだけだ。

　気配から察するに、青丞はついたてのすぐ向こうにいるようだった。

「ん？　何だ、女のような声を上げて」

　これ以上ないくらい心臓が大きく鳴っている。まるで胸を突つき破って飛びだしてきそうだ。

　白桜は身体を両手で隠しながら、慌あわてて口を開いた。

「いや、あの、今着替えていて。それで身体に傷があるから、見られたくなくて……」

　しばらく沈ちん黙もくが流れる。信じてくれるかと心配したが、やがて青丞の咳せき払ばらいが聞こえた。

「ああ……そういえばそう言っていたな。ではついたての向こうは見ないと誓ちかおう。念ねんの為、お前には背も向ける。出て行ってやりたいが、儀式までもう時間がない。少しの間も惜おしい」

　そこまで気を遣つかってくれるなら、いっそ出て行って欲しかった。だがこれ以上何か言えば、あやしまれてしまうかもしれない。白桜は慌てて傍かたわらに置いておいた着物を摑つかんだ。

「ずいぶん鵬玄と親しくなったようだな。話までは聞こえなかったが、あいつの笑った顔なんて俺も初めて見た」

　どうやら鵬玄とのやりとりを、しっかり見ていたようだ。

　白桜は口では平静を装って、急いで着物に袖を通した。

「探さぐりを入れろと言ったのは青丞だろう。やっとの思いで話を聞けたんだぞ」

　早く早く、と心が急せかす。ついたては自分の背よりも大きいが、その向こうにいる青丞の頭は見えている。いくら貧相で胸もないとはいえ、裸を見られたらさすがに女だとばれるだろう。こちらを向かれたらおしまいだ。

「では、その結果を聞かせてもらおう。朱咒についての報告もまとめて聞こう」

　話したいのは山々だが、今はまず着物を着てしまいたかった。

　だけど、焦あせっている時に限って手が震ふるえて時間がかかってしまうものだ。

　必死で身み支じ度たくを整えつつも、なるべく落ち着いた声で朱咒と鵬玄から受けた印象を話して聞かせた。

「えっと……二人とも帝の座にはあまり興味はなさそうだ。朱咒は、帝になったら自由がなくなるから嫌いやだと言い、鵬玄は貴族が嫌きらいで人の上に立つのも苦手だから、玄げん武ぶの一族として選ばれたのは光栄だし務めも果たすとは言っていたけど、帝になりたいとは思っていないようだったよ」

　二人が噓をついていると思えなかったから正直にそう言ったのに、青丞はその報告がお気に召めさなかったらしい。

「そんなはずはない。絶対にあの二人は事件に関かかわっているはずだ」

　断定したような言い方に引っかかりを覚えたが、着物を着るのに必死で、つい思っている事をそのまま口にする。

「でも、二人とも噓はついてないと思う。朱咒は自由気ままに生きていきたいのに、朱す雀ざく家の跡あと取とりに選ばれたから、めんどくさいみたいな事を言ってたし。それに鵬玄も見た目ほど悪い人じゃないよ。ちょっと人間不信みたいだから、無ぶ愛あい想そうだし目つきも悪いけど」

　二人と実際に接して感じた事だ。だが青丞はその話を鼻で笑った。

「馬ば鹿かな事を。今の時点で動機も盗ぬすむ機会もあったのは、あの二人だけなのだぞ。絶対にあの二人は事件に関わっているはずだ。──お前は機転も利きくし、見た目よりは賢かしこいから役に立つと思ったが、そうでもなかったようだな」

　言葉に失望の色が混じっていた。

　やっと狩かり衣ぎぬを着終わって、慌ててついたてから出ると、彼は部屋を出て行く所だった。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ。青丞……！」

　呼び止めようとしたが、その背は部屋を出てしまいすぐに見えなくなる。

「怒おこったのかな……？　どうしよう。もう儀式は明後日あさつてなんだよ。わたし達がもめてる暇ひまなんてないのに」

　何がそんなに気に入らなかったのだろうと考えていると、廊ろう下かから想月が顔を出した。

「ご無事ですか？　青丞様が部屋に入られたので、様子を窺うかがっていて……秘密を知られたわけではなかったようなので、無理に邪じや魔まはしませんでしたが」

　想月が部屋に足を踏ふみ入れた。こちらに近づき、急いで着替えたせいで乱れている襟えりを整えてくれる。

「お話が聞こえてしまったのですが。──青丞様はずいぶんと朱咒様と鵬玄様を疑っておいでなのですね」

　想月はすべての事情を知っている。最初は、青丞に事件の事は内密だと言われたので黙だまっていた。だが朱咒に酒を飲まされた事を想月に説教された時に、白状させられてしまったのだ。

「どうしてあのようにお二人が犯人だというような言い方をされるのでしょう。像が盗まれて焦っていらっしゃるのかもしれませんが、他ほかに可能性があるとは思われないのでしょうか」

「わたしもそう思う。もしかしたら外から賊ぞくが侵しん入にゆうしたのかもしれないし、神社で働く人や警護だってけっこうな人数がいるんだよ。だったら、彼らを調べてみる必要だってあるはずなのに、最初から朱咒と鵬玄ばっかりあやしんで」

　ため息混じりの言葉に、想月がふと表情を強こわばらせた。

「もしや……いえ、失礼。何でもありません」

「何よ、想月。途と中ちゆうで止やめたら気になるでしょ」

　戸と惑まどうように目を泳がせて、想月が口ごもっている。いつも冷静な彼のそんな様子はかなり珍めずらしい。不思議に思って詰つめ寄ると、想月が背を向けようとした。

「本当に何でもないのです。では、私は失礼して……」

「待って、何か気付いたんなら教えて。儀式はもう明後日なんだから」

　想月の着物の袖そでを握にぎって引き留めた。さすがに時間がなくて焦りを感じている。

　わずかな手がかりでもいいから欲しかった。

「……いえ、私の思い過ごしです。お聞かせするほどの事では」

「どんな話でもいいよ。今はとにかく、他人の意見を聞きたいんだ」

　考えつく事はすべて考えて、実行できる事はした。だけど、道は開かれないままだ。

　このまま一人で考えていても、きっと何も解決できないだろう。

「お願い、想月」

　手を合わせると、想月が渋しぶ々しぶと白桜の耳元に口を寄せた。そして声を潜ひそめる。

「これからお話しするのは、私が勝手に思っただけの事なので、あくまで一つの意見としてお聞き下さい。……今回の事件ですが、青丞様もあやしいのではないでしょうか」

　思わず耳を疑った。聞き違ちがえかと思ったが、どうやらそうではないようだ。

「もしかして、青丞が犯人だって言いたいの？　まさかそんなはずないよ。だって盗まれたのは、青せい龍りゆうと白びやつ虎この像なんだよ。青丞がどうして自分が祀まつるべき青龍の像を盗むの？」

　笑い飛ばそうとしたが、想月は表情を崩くずさなかった。

「……青丞様は、現在の帝みかどのご子息です。たくさんいらっしゃるご子息達の中でも、群を抜ぬいて聡そう明めいでいらっしゃる。ですから、跡取りにも選ばれたそうです」

　その話は前にも聞いた事があった。確かに今回も像が盗まれたというのに、青丞は慌てることなく周りに的確に指示を出し、冷静に事にあたっている。

　有能そうな彼の様子を見ていると、たくさんいる子息達の中から跡取りとして選ばれたのも納なつ得とくがいった。

「しかし青丞様は優ゆう秀しゆうがゆえに、一族からかなりの期待を受けているようです。しかも気を抜けば、側室のご子息達に跡取りの座も奪うばわれかねない。そんな状じよう況きように心労を覚えていらっしゃるのかもしれません。その心労がたまりすぎて、暴走したとしてもおかしくはないでしょう」

　父親は現在の帝。だが血がつながっていても、次の帝を選ぶのは四神だ。

　どんなに優秀でも、父の跡あとをすんなりと継つげるわけではない。

　それでも一族達は青丞に多大な期待を寄せ、異母兄弟達はその地位を狙ねらっている。

　改めて考えると、青丞が置かれている環かん境きようの厳しさに震えが走りそうだった。自分だったらそんな状況はきっと一日も耐たえられない。

　想月が人差し指を立てて、白桜をじっと見つめた。

「その青丞様の状況を踏まえて、今度の事件を整理してみます。青龍と白虎の像が盗まれた。普ふ通つうに考えて、犯人だと疑われる人物は？」

「それは、朱咒と鵬玄だよ。彼らはそんな人達じゃないとは思うけど、やっぱり客観的に見るとあやしいもの」

　この危険な賭かけに勝ったなら、帝の候補者のうち、二人を消す事ができる。

　それは彼らにとって立派な動機となるはずだ。

「ええ、普通はそう考えます。そこで、もし青丞様が犯人だとします。青丞様は、朱咒様と鵬玄様を強ごう引いんにでも犯人だと決めつけて、罪を被かぶせてしまう。この時点で、盗みを働いた二人は四神の跡取りには相応ふさわしくないとして、御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきには参加できなくなるでしょう」

「それは……あり得ない話ではないけど……」

　想月の目を見ていられずに、視線をそらす。

　御披露目の儀式に参加できなければ、跡取りとしては認められない。それどころか、責任をとって一族は都を追放されるのだ。

　そして儀式まで間近に迫せまったこの時期なら、新たな一族を選ぶ暇もない。おそらく朱雀家と玄武家は、次期帝の候補から外れる事になる。

「青丞様は二人に罪を被せた後、彼らから聞き出したとでも噓うそをつき、青龍の像だけを見付ける。そうすると白虎の像がないから、白桜様も御披露目の儀式には出られない。これで、青龍家以外の三つの一族を追い落とせてしまう。──つまり」

　想月の瞳ひとみがきらりと光って、白桜は緊きん張ちようのあまりゴクリと喉のどを鳴らした。

　その先は言われなくても、予想がついたのだ。それを恐おそる恐る口にする。

「今回の跡取りの御披露目に出られるのは青丞だけ。そして帝の候補も彼だけになり、当然青丞は、次の帝になる事が決まってしまう……」

　そんなことあり得ない、そう思った。思ったはずなのに冷たい何かが背筋を這はう。

「いや、でもまさか。青丞は嫌いやみな男だけど、人を陥おとしいれてまでそんな事を……」

　首を振ふって、自分の意見を否定した。それでも心に巻き起こる不安と疑念という嵐あらしは、猛もう威いをふるうばかりだ。想月が痛ましそうにこちらを見つめる。

「……白桜様。あなたはご存じないかもしれませんが、どうしても欲しいものがあれば、人を陥れてでも手に入れようとする者は確かにおります」

　同じような事を青丞にも言われていた。もしあれが彼自身の事を言っていたとすれば……。

「青丞様は、確かに悪い人ではないでしょう。ただ、周りから次期帝にとかなりの重圧を受けて、思い悩なやむ生活をされていたとも聞きました。何かの歯車が狂くるえば、普ふ段だんは決してしないような事をしてしまう可能性は十分あります」

　だからあんなに朱咒と鵬玄を犯人だと決めつけるのだろうか。

　それは自分が犯人だと知られたくないから？

　だから神かん主ぬしに強引に捜そう査さの権限をもらって、白桜と二人で捜査をしているのだろうか。

　それは大人数で捜そう索さくされて、自分が隠かくした像を見付けられては困るから？

「まさか、まさか、まさか……」

　何度も呟つぶやいたけれど、それ以上の言葉が出てこない。

　青丞が犯人ではないと、完全に否定できないのだ。

　もし今の話が本当だとしたら、自分は青丞の手の平の上で踊おどっている事になる。

　青丞も守りたいものがあると言っていた。その為ために跡あと取とりとなり、次の帝になるのだとも。

　そしてその為なら何でもすると誓ちかったと言っていた。

　その言葉が真実なら、他の跡取り達を陥れる為に、この事件を仕組んだのは彼ではないのだろうか、そんな不安が頭をもたげる。

「白桜様、今のは私の勝手な想像です。そんな考えもあるというだけの話です。どうかすべて真に受けないで下さいませ」

　頷うなずいたものの、今の話が頭から離はなれず、ふらふらとした足取りで外に向かう。

「頭を冷やしてじっくり考えてくる。遠くまでは行かないから、少しだけ一人にして」

「……お気をつけて」

　想月が困こん惑わくした表情を浮うかべつつも、頭を下げた。
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　一人になった白桜は、廊下をうろうろと歩きながら、先さき程ほどの話を頭の中で整理していた。

（まさか青丞が犯人のはずない。わかってはいるけど、何だかもやもやする。……よし！）

　決心して顔を上げた。そして青丞の部屋へと足を向ける。

「それとなく探さぐってみよう。彼が犯人だなんて思ってるわけじゃない。でも想月の話も無視できないから、犯人じゃないって証明できるような手がかりを摑つかもう」

　青丞は嫌みだし、白桜を嫌っている事を隠しもしないし、はっきり言って大の苦手だった。

　だけど白桜は知っている。彼は白虎家に忍しのび込んだ賊ぞくを秘ひ密みつ裏りに追い払はらってくれた。

　青龍家は同じく帝を多く輩はい出しゆつしている白虎家を敵視している。今思えば、あの時侵しん入にゆうした賊は、突とつ然ぜん現れた白虎家の跡取り白桜を暗殺する為に、青龍家の誰だれかが雇やとったものだろう。

　きっと青丞はそれを知って、止めに来てくれたのだ。

「青丞は、欲しいものの為に人を陥れたりはしないよ。だってそんな人間だったら、あの時賊を止めたりしなかったはずだ」

　そう、そんなに帝の座につきたいなら、白桜を殺しに行った賊を止めたりせずに放っておいたはずだ。そうしたら、白桜は今いま頃ごろここにはいなかったかもしれないのに。

　青丞はわかりにくい男だ。冷たい物言いもするが、身体からだに傷があると言えば、見ないように気を遣つかってくれる。

　彼はきっと、冷たい顔の裏に優やさしくて誇ほこり高い顔ももっているのではないだろうか。

　白桜としての自分も、里桜としての自分も、そんな彼が犯人だなんて信じられないと叫さけんでいた。その心の声は無視できない。

「青丞、失礼する……あれ？」

　勢いこんで部屋にやってきたが、そこには誰もいなかった。

「留守か……待たせてもらおうか」

　普段なら他人の部屋に勝手に入ったりなんてしない。だが青丞への疑念を晴らそうと躍やつ起きになっていて、軽い興奮状態にもあったので、出直すような冷静さはなかった。

　勇んで部屋に入ったのはいいが、どうしていいかはわからず、とりあえず隅すみに腰こしを下ろす。

　探しに行って行き違ちがいになるより、ここで待っている方が会える確率は高いはずだ。

「どこに行ったんだろうな」

　呟きつつ、ぐるりと部屋を見回した。相変わらず殺風景な部屋だ。あるのは文ふ机づくえと積み上げられた書物だけ。難しそうな書物の上には、文ふみなのか数枚の紙が置かれていた。

　ちょうどそちらをぼんやり眺ながめていると、庭との境にあるついたての向こうから風が吹ふいてきて、ふわりと一枚の紙が舞まい上がる。

「あっ、大変！」

　風にのって廊ろう下かにまで飛んでいきそうになっていた紙を、慌あわてて立ち上がって追いかけた。どうにか外に飛んでいく前に紙を摑んでほっとする。

「もう、ちゃんとしまっておけばいいのに。男の人って案外こういうことには無む頓とん着ちやく……」

　ふと、その紙に目がとまった。読むつもりなんてなかったのだが、何かの絵が描かいてあって、それがなかなかのできだったのでつい見てしまったのだ。

「青丞が描いたのかな？」

　どうやら神社の見取り図のようだ。墨すみで描かれていて、建物などもずいぶんと詳しよう細さいだった。

　その中に、一カ所だけ朱の墨で丸がついている所があった。

「ここって、前に温泉に行った時に通った裏山に続く道だよね。確か古い小屋があって……」

　温泉に行く時通った道を思い出す。神社の裏手にはいくつかさびれた物置小屋のような物があった。暗かったのもあって、お化けでも出そうな雰ふん囲い気きで怖こわかったからよく覚えている。

「何で、こんな所に印なんて……あ！」

　神社の見取り図に、何かの印。しかもその印はあまり人が通らない裏山へ行く途と中ちゆうにある、おそらく今は使われていないだろう古い物置小屋。それがどういう意味か想像して、背筋がぞっと寒くなった。

「まさか……まさかね」

　あり得ない、そんなはずはない。何度も心で唱えるが、嫌な予感はどんどん大きくなる。

「────ここに像を隠してる、なんてこと、あるはずがない」

　口に出しても、不安は変わらないどころか大きくなるばかりだ。

　紙を片手に青丞の部屋をうろうろと歩き回る。だけど、不安はどうしても拭ぬぐえなかった。

「……よし、確かめてみよう。ここに像なんてあるわけないってわかってるけど、やっぱり少しだけ不安なのも事実だし。それを消す為に行くんだ。青丞は犯人じゃないんだから」

　青丞の潔白を証明する為に、白桜は足早に部屋を後にした。









　六章







　白桜は、夕焼け色に染まり始めた木々の合間を縫ぬうようにして、小高い丘おかを駆かけ上がっていた。急がないと日が暮れる。途中で神主と出くわして捜そう査さ状じよう況きようを聞かれたりしていたから、ここに来るまで少しばかり時間がかかってしまった。

　はぁはぁと息を乱してようやくたどりついたのは、人ひと気けのない開けた場所だった。

　周りには、いくつかの崩くずれかけた物置小屋がある。長い間使われていないようで、蔓つるがびっしりと絡からまっていて、今にも幽ゆう霊れいが出てきそうな雰囲気だ。

　白桜は、大きく深呼吸して息を整えた。神社の見取り図は青丞の部屋に置いてきたが、印がされていた場所は間ま違ちがいなくここだ。もしかしてここに像が隠してあるのかもと思ったが、今にも倒とう壊かいしそうな物置小屋には、人が入った形けい跡せきは見当たらなかった。

「やっぱり、何かの間違い……あっ」

　物置小屋をぐるりと見回して、思わず足を止めた。一番端はしにある物置小屋だけ、入り口の戸の辺りに絡まっているはずの蔓がない。不思議に思って近寄ると、蔓は地面に落ちていた。

　それを手にとって、白桜は愕がく然ぜんとする。

（蔓を刃は物もので切った跡あとがある。それも切り口から見て、つい最近……）

　嫌いやな予感がひどくなってきて背筋が震ふるえた。回れ右をして帰りたいが、そうはいかない。

「落ち着いて。中を確かめないと。もしかしたら、神社の人達が何か用事があって物置を使ったのかもしれないし」

　その可能性は十分にあるが、やはり心のどこかで青丞を疑ってしまう自分もいた。もちろん彼の事は信じている。口ほど悪い人間ではないということも、わかっているつもりだ。

　だけどどんなに善良な人間でも、間違いを起こす時があるというのも、よくわかっていた。

　小屋に近づき、そっと戸に手をかける。古いはずなのに戸は音もなくすっと動いた。

　暗い室内に目を向け、そこに動く影かげを見付けて思わず息を吞のむ。

「せ、青丞……！」

　物置の真ん中から、こちらに鋭するどい眼まな差ざしを向けているのは、目の覚めるような紺こん碧ぺきの瞳ひとみと髪かみを持った青丞だった。彼の背後に盗ぬすまれたはずの白びやつ虎こと青せい竜りゆうの像を見付けて、目を見張る。

（そんな……やっぱり、青丞が犯人？）

　それ以上声が出せなかった。首を振ふりながら、口元を押さえて後ずさる。

「どうしてここにいる……！」

　青丞が白桜との距きよ離りを縮め、怒いかりのこもった声を上げた。

　腰の刀に手をかけたのを見て、思わず一歩下がる。

　丸まる腰ごしで武芸の経験もない自分が、彼と正面から勝負をして勝てるはずもなかった。

「あなたこそ、どうしてここに……？」

「俺がお前に聞いているのだ」

　静かだが迫はく力りよくに満ちた声だ。突つき刺ささる程ほどの殺気を向けられて、恐きよう怖ふのあまり動けないでいると、青丞がすらりと刀を抜ぬく。そして白桜を追いかけるように、小屋から大おお股またで出てきた。

　赤い夕日に照らされた抜き身の刀は、不気味にきらりと輝かがやいた。

「や、やめて下さい！」

　すぐ近くまで詰つめ寄られ、刀の切っ先を向けられてそれ以上動けなくなる。

　背中を向けた瞬しゆん間かんに切られる、そう思ってしまうくらい青丞が冷たい視線で白桜を射い貫ぬく。

「お前が犯人だったのか。──どうして、像を盗んだ？」

　一いつ瞬しゆん何を言われたかわからなかった。向けられた刀を凝ぎよう視ししつつ、慌てて首を振る。

「盗んだのはあなただろう。わたしはあなたの文机から印のついた見取り図を見付けて……」

　必死にここに来た経けい緯いを説明する。それなのに、青丞があざ笑うような表情を浮うかべた。

「愚おろかな事を。噓うそをつくなら、もっとましな噓をつけ。お前は自分で白虎と青竜の像を盗み、朱咒と鵬玄が犯人のように俺に思わせた。そして最終的に白虎の像だけを見付けて、一人だけ跡あと取とりの御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきに参加するつもりだったのだろう？」

「なっ、違う……！」

　それは青丞がやった事だろう、そう言おうとして気付く。

　もしや彼は盗んだ像を見付けてしまった白桜に、すべての罪を着せるつもりなのだろうか。

　人は欲しいものの為ためならどんな事でもする、そう言った青丞を思い出す。

　もし、彼が本当に白桜を追い落としてでも帝みかどの座が欲しいのだとすれば、その為に自分を罠わなにかけることくらいするのかもしれない。

（ここで殺されてしまえば、弁解もできない。死んだら、青丞にいいように話をでっちあげられる……！）

　青丞には何度も殺気のこもった目で睨にらまれたけれど、本当に殺されると思ったのは初めてだ。冷や汗あせがつうっと背中を伝った。

　恐怖で身体からだが竦すくむ。だけど、視線だけは青丞からそらさなかった。

「──わたしは、そんな事はやっていない！」

　震える声を精いっぱい張り上げる。こんな状じよう況きようでは、非力な自分には反はん撃げきする手立てもない。女の『里桜』だったら、このまま何も言えずに震えて運命に身を任せるだけだっただろう。

　でも、『白桜』は違う。短い間だったけれど、白虎家の跡取りとして考えて行動し、いくつもの困難を乗り越こえてきた。それはわずかだけれど、白桜に勇気と自信をくれた。

　それが危機的なこの状況で、背中を押してくれている。

　何より自分には、守るべき家族がいるのだ。

（このまま、黙だまって殺されたりするもんか！）

「わたしの命と白虎家の誇ほこりにかけて、絶対に像を盗んではいないと誓ちかえる。わたしはあなたの部屋にあった神社の見取り図を見て、記されていたこの場所に来ただけだ。あなたこそ、どうしてここにいるんだ！」

　自分でもびっくりするほどの、迫力と気合いのこもった声が出た。

　青丞も殺気が消え、驚おどろいた表情をしている。その目に逡しゆん巡じゆんするような色が見て取れた。

「何だと？　俺もお前の部屋にあった神社の見取り図を見付けてここに来たのだぞ。先程お前と話をした後……やはり時間もないし、俺一人よりはお前と二人で捜そう索さくした方が効率がいいと思って、もう一度お前の部屋に行った。だがお前はいなくて、文ふ机づくえの下に紙が落ちていた。それが神社の見取り図で。妙みように気になったから、赤い印があったここへ来たのだ」

　あざけるような笑いは消え、戸と惑まどいと困こん惑わくの色が表情に濃こく出ていた。

　きっと今の自分も同じ顔をしているだろう。

「そんな物がわたしの部屋にあるはずがない。それにわたしも同じ物をあなたの部屋で見付けた。だからここに来たのだ」

「いいや、そんな物は俺も知らない。だいたいもし俺が犯人なら、そんな物を作って印をつけておかなくても、像を隠かくした場所くらいは覚えていられる。そんな証しよう拠こになるようなものを書くほど、俺が間ま抜ぬけに見えるか？」

　まじめな顔で問いかけられて、確かにそうかもしれないと思う。部屋に山と積まれた書物をたった数日で読む男が、像の隠し場ば所しよをわざわざ紙に書くだろうか。
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「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって誰だれかに場所を知らせる目的などで書いたとしよう。それでも、俺はそんな大事なものを、お前がうっかり見付けてしまうような場所に置いておいたりしないぞ」

　それもそうだ。あの紙は文机に無造作に置いてあった。

　まるで、誰かに見付けてくれとでも言わんばかりに。

「俺は本当にそんな見取り図は知らない。……確かに俺には、次の帝にならなければいけない理由がある」

　一瞬目を伏ふせた青丞の一言が、妙に心に引っかかる。

（帝にならなければいけないって、まるで自分の意志じゃないみたいだ）

　不思議に思ったが、青丞はそれについてはもう何も言わなかった。

「だが俺は噓や卑ひ怯きような手を使ってまで、出世したいとは思っていない。帝である父の顔に泥どろを塗ぬるような真似まねは絶対にしない」

　まっすぐな眼差しは、白桜の心を射い貫ぬいた。人を見る目があるとは思っていないし、青丞には傷つけられた事も多々ある。だけど、彼が言っている事は噓ではないと直感した。

「……わたしも、わたしもあなたが像を盗むような人ではないと思っている」

　青丞の視線と自分の視線が絡み合う。お互たがいに決してそらしたりはしなかった。

「急に態度が変わったな。俺はそこまで信しん頼らいされるような態度はとっていないと思うが」

　騙だまされるものかと顔に書いてあった。彼はまだ白桜が犯人だと疑っているのだろう。

　こうして甘い言葉をかけて油断させるのではとでも、思っているのかもしれない。

　そうではない、この思いが届いて欲しくて、必死で首を振った。

「わたしは本当のあなたを知っている。……わたしが白虎家の跡取りとして屋や敷しきに入った日、あなたは、人目を忍しのんで屋敷にいらっしゃったでしょう？」

「どうしてそれを……」

　青丞が目を見張った。それも当然だろう。彼はあの時会った女性が白桜だと知らないのだ。

「そこであなたは女性を助けた。実はあの女性はわたしの……そう、姉なのです」

　あれが自分だなんて言うわけにはいかないから、白桜は少しだけ噓をついた。

「あの女性が……？」

「ええ、あの、一つ断っておきますが、あの事はわたしと姉しか知りません。あなたに誰にも言わないと誓ったから、決して口外しないでと姉から頼たのまれたので。わたしが知っているのは、姉の様子がおかしかったので問とい詰めて聞き出したからです。姉は身体が弱くて、もう田舎いなかに帰ってしまいましたし、あの時の事が他ほかにもれる心配はありません」

　他人に話したら暗に殺すと言われていたのを思い出す。

　他の誰にも言っていないことを強調して、話の続きを口にした。

「姉は、賊ぞくがわたしを狙ねらって屋敷に侵しん入にゆうしたけれど、紺碧の髪の男性が追い払はらってくれたと言っておりました。そんな目立つ姿の方は、あなたしかいらっしゃらない。推測ですが、賊を放ったのはあなたの一族の誰かなのでしょう？　あなたはそれを知って止めに来てくれた」

　青丞は表情も顔色も変えなかった。しかし白桜が一歩近づくと、すっと目をそらした。

「……それは話せない」

　違ちがうなら違うとはっきり言うはずだ。否定しないという事は、今言った事が正しいという証明だった。だがこれ以上追つい及きゆうしても青丞はきっと何も言わないだろう。

「ええ、話さなくてもけっこうです。わたしが言いたいのは、あなたは政敵であるわたしを暗殺しにきた賊を止めに来てくれた。放っておけば自分の手を汚よごさず、わたしを消せたかもしれないのに。あなたはきっと曲がった事が嫌きらいな、実直で誠実な方なのだと思う」

　向けられている刀が、少しだけ震ふるえた。もう彼が怖こわいとは思わなかった。自分が知っている彼を思い出すと、やはりこんな事件を起こすような犯人だとは思えなかったのだ。

「そんなあなたが像を盗ぬすんだりなんて絶対にしないはずだ。あなたはとても誇り高いから、そんな事をする自分を、あなた自身が許せないはず。わたしは──そんなあなたを信じている。あなたはとても賢かしこい方だ。わたしが犯人ではないということも、冷静になって考えればきっとわかってくれるはずだ」

　興奮していては真実を見誤る。だからなるべく落ち着いた声で話しかけた。

　言葉は青丞に届いただろうか。息をするのも忘れるくらい緊きん張ちようして、じっと彼の答えを待った。青丞は何かを考えるように目を伏せている。

　一いつ瞬しゆん後、顔を上げた青丞は迷いのない目をしていた。

「俺はお前を見てきた」

　抑よく揚ようのない声だった。白桜の緊張も最高潮に達する。

　もし誤解が解けなければ、鈍にぶく光る刀の切っ先が自分を貫つらぬくだろう。

「お前は頼たよりないし、跡あと取とりとしての自覚もまったくない。……つまり、こんな大きな罪を犯おかしてまで、帝になりたいとは思っていない」

　途と端たんに、肩かたからすっと力が抜ぬけた。同時に身体の力まで抜けてしまい、地面に膝ひざをつく。

「ええ、四神の一族になれたのはとても名めい誉よな事だと思ってます。だけど次期帝の候補だと言われても、まったく実感が湧わかなくて」

　それを聞いて、青丞がやっと刀を引く。代わりに差し出したのは左手だ。

　おずおずとその左手を握にぎると、青丞が力強く引いて立たせてくれる。どうやら何とか彼に納なつ得とくしてもらえたようだ。それが心底嬉うれしくて笑えみを浮うかべると、青丞がため息をついた。

「俺もお前の部屋にあった見取り図通り、本当にここに像があったから疑ってしまった。だがよく考えたら、跡取りになるのにもおどおどしているお前が、事件の犯人だとは考えにくい」

　やっといつもの冷静さを発揮してくれたようだ。ほっとしつつも、ふと首を傾かしげる。

　一つ、大きな疑問が湧いたのだ。

「……あれ、青丞、どうしてわたし達はここで鉢はち合あわせしたのだろう？」

「それはお前の部屋に……」

　二人で顔を見合わせた。どちらも噓うそをついていないのなら、青丞と白桜の部屋の両方に、なぜ神社の見取り図があったのだろう。二人とも部屋に置いた覚えはないのに。

「……白桜、お前は信じないかもしれないが、俺がお前を疑ったのは、お前の部屋に見取り図があったからだけではない」

　青丞がそっと声を潜ひそめた。

　表情があまりにも真しん剣けんで、いったい何事なのだろうと、彼の口元に耳を寄せる。

「お前の様子がおかしいと告げに来た者がいた。その者は事件のあった日の夜、騒さわぎが起こるずっと前に、お前が部屋をこっそり出て行ったのを見たと言った。それに一人でふらりと出かけて、着物に泥をつけて帰ってきたりすると。普ふ段だんなら俺は他人の部屋にあるものを勝手に見たりしない。だがそれを聞いた後だったから、あの見取り図をつい見てしまったのだ」

「それは噓だ。わたしは、あの騒ぎが起こるほんの少し前に、眠ねむれなくて外に出ただけだ。いったい、誰がそんな噓を……」

　青丞が言うのを渋しぶっているのを見て、嫌いやな予感がした。

　聡さとい方だとよく言われるし、相手の言葉から、物事を推測するのは得意な方だ。

（わたしの様子というからには、わたしに近い人物だ。それも着物に泥をつけてるなんて細かい事を知っていても違い和わ感かんのない人物。それは……）

　その人物に一人だけ心当たりがある。白桜の身の回りの世話をして、白桜に青丞があやしいのではと告げた人物だ。だけど……。

「……ははっ。そんなはずはない。だって彼がそんな事をする理由が見当たらない。彼は五年も前からわたしの家に仕えていた。白びやつ虎こ家に来たのだって、わたしが引き取られると突とつ然ぜん決まって、父が無む理り矢や理り彼も連れて行ってくれと祖父に頼んで……」

「旦だん那な様が頼んでくれなかったら、自ら手を挙げるつもりでしたよ。何年もかけて、白虎家に入り込む機会を狙っていて、やっと運が巡めぐってきたのですから」

　聞こえた声は涼すずしげなものだった。だけど、声がした方を向くのは人生で最大の勇気を伴ともなった。それでも見ないわけにはいかない。真実から目をそらすほど、弱虫ではなかった。

「想月……！」

　夕日を背にして立っていたのは、子供の頃ころから自分に仕えてくれている、失礼だけど優やさしい、白桜のただ一人の味方だった。







「どうして……？」

　白桜は目を大きく見開いて、呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。想月が無表情のまま、わずかに首を傾げる。

「どうしてでしょう。そこにいらっしゃる方は、もうお気付きなのでは？」

　想月が目を向けたのは、青丞だった。彼は一歩前に出て、想月に鋭するどい視線を向ける。

「小屋にある像に、札が貼はってあった。小屋に入ってすぐこいつが来たから、ちらりとしか見ていないが、あれは……」

「そう、あれは忌いみ神一族の札。そして賢いあなたは、ここに来た白桜様を疑いながらも考えた。白桜様は今現在において、白虎家の正統な跡取り。白桜様が忌み神一族のはずがない。ならば犯人は別にいるのではと。だからあなたは刀をおさめた」

　その言葉はどうやら当たっているようだ。青丞が想月を見み据すえつつも、ゆっくりと頷うなずいた。

「い、忌み神一族って……？」

　どこかで聞いた事があると白桜は思った。あれはそう、像が盗まれた時、青丞が神かん主ぬしに対して使った言葉だ。それを聞いた神主は心底怯おびえた表情をしていた。

　話についていけていないのは、白桜だけのようだ。青丞が少しだけこちらに目をやる。

「……どのような理由でも、四神の一族としての資格を失うと、その者達は都を追われる。四神の一族だった頃は都で大きな権力を持つが、都落ちしたら悲ひ惨さんな末路が待っている。神に見捨てられた一族だと、どこにいっても民たみ達から迫はく害がいされる、それは知っているか？」

　白桜は頷いた。そんな恐おそろしい末路を父や姉が辿たどらなくてすむように、男のふりをして頑がん張ばっているのだ。

「忌み神一族は、都を追われた元四神の一族達が作った組織だ。彼らはずっと昔から、自分達を追い出した帝みかどと四神を恨うらみ、徒党を組んで都を狙っているという話だ。だがもう十年はその名前を聞かなかった。ようやく奴やつらも諦あきらめたのだろうと、大だい内だい裏りでは噂うわさになっていたのだが」

「諦めたのではありません。大きな事を成し遂とげるには、それなりの時間をかけて準備をしないといけませんので」

　想月がひっそりと笑う。

　名前の通り、月のような美しさだ。だけどその月には、常に深い闇やみがつきまとっている。

「ですが、さすがに帝のご子息だ。忌み神一族の札をご存じなんて」

「書物が好きでね。前に読んだ古い文ぶん献けんに載のっていた。この国を四方から守る四神を□四角であらわし、その上から大きく×ばつを書く。四神を封ふうじるという意味で忌み神一族はこの札を使うのだと書いてあった。あの像に貼られているのも、それだろう？」

　想月がくっと口角を上げる。白桜は信じられない思いで、唇くちびるを震わせた。

「どうして、そんなものを貼ったの？」

　聞かなくてもわかっていたが、それでも彼の口からはっきり真実を聞きたかった。……いや、心のどこかで何かの間ま違ちがいなのかも、違う理由があるのかもと、考えていたのだ。

　しかし、想月の笑みは冷たさを増すばかりだった。

「四神の力を封じて、像を破は壊かいする為ために決まっているでしょう。本当は四つの像すべてを盗むはずだったのに、あなたと青丞様がすぐに駆かけつけてしまったから、二つしか盗めなかった」

「……な、何で、そんな事をしたの？」

　息を吞のんだが、何とか声は荒あららげなかった。

　怒ど鳴なっても叫さけんでも、何の解決にもならない。今はどうにか落ち着かなければ。

「青丞様が仰おつしやったでしょう。その札は忌み神一族が使う物だと。私もその一族の一人です。私達は四神の像を破壊して帝を排はい斥せきし、我々を追放した都を……いえ、この国を手に入れる」

　淡たん々たんと、いつものように食事の献こん立だてを説明する口調で、想月が恐ろしいことを言い放った。

「そんな……。じゃあ、あなた本当にもともとは四神の一族だったの？　いつ都を追い出されたっていうの？　五年も前からわたしの実家にいたでしょう。だったらそれ以前なの？」

「いいえ、私が都を追い出されたのではありません。追い出されたのは、私の祖父です」

　思わず目を見張った。そんな昔の事を恨みに思って、こんな大それた事をしたのかと。

「そんなびっくりした顔をしないで下さい。何もおかしな事はありませんよ。追い出されたのは祖父ですが、私が生まれた時も家族は神に見捨てられた一族だと言われ、住む所を転々としていました。なかなか仕事も見付からず、貧しさに苦しみながらね」

　想月の口ぶりはまるで他人ひと事ごとのようだ。

　しかしこちらを見据える眼まな差ざしには、激しい怒いかりの炎ほのおが宿っていた。

「困った事に祖父は四神の一族としての栄えい誉よを忘れられず、誇ほこりばかり高い男だった。祖父はよく私に言い聞かせていました。お前の本当の名は蒼あおい月と書いて、蒼そう月げつ。青せい龍りゆう家の本当の跡取りは、お前だったのだぞ、と」

　目を見開いたのは、白桜と青丞同時だった。青丞が想月に向かって一歩大きく踏ふみ出す。

「何だと……！」

「驚おどろかれるのも無理はありません。ご存じないかもしれませんが、青龍家は数十年前、代だい替がわりをしているのです。本来なら今現在帝の座にいるのは私の父だったし、跡あと取とりの御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきの為にここにいるのは、あなたではなく私でした」

　想月が密ひそやかに笑い、丘おかの上から見える神社の社に目を移した。

「運命とは不思議なものですね。青丞様や白桜様を見るたびにそう思っていました。あなた方は神に選ばれ、私達は神に見捨てられた。言葉にすればたったそれだけの事ですが、現実には雲うん泥でいの差がある。帝のご子息として誰だれもがうらやむ生活をするあなたと、迫害されて貧しく育った私。その私が、帝を、四神を、そしてこの国を恨むのは当然だと思いませんか？」

　笑えんだ顔は、見た事もないほど冷たいものだった。その顔を向けられると、今まで信じていた世界が偽にせ物ものだったような、足あし下もとが崩くずれていくような不安を感じる。

「じゃあ、像を盗ぬすむ為にここに来たの？　でもあなたは五年も前からわたしの家に仕えていたでしょ。像が狙ねらいなら、最初から白虎家に仕えればよかったじゃない」

「いえ、白虎家は使用人の身元を徹てつ底てい的に調べるので、入り込むのは無理だったのです。だから私は、白虎家の駆け落ちした娘むすめの行方ゆくえを調べて、あなたの家に入り込んだ」

　愕がく然ぜんとして言葉を失う。では最初から想月は、自分を裏切るつもりだったのだろうか。

「白虎家には新しい跡取りが生まれる気配どころか、跡取りを産めそうな女性もいなかった。この状じよう況きようではいずれ白虎家の主あるじは、一人娘の子供であるあなた達と接せつ触しよくするはず。その時までにあなた達の信しん頼らいを得て、一いつ緒しよに白虎家に入り込むのが目的でした。まあ、実際は少々思っていた展開と違ちがいましたが」

　ちらりと視線を向けられた意味には、すぐに気付く。彼はおそらく、最初に里桜が思っていた通り、跡あと継つぎを産む為に里桜が屋や敷しきに引き取られると思っていたのだろう。

　それが白桜という男として暮らす事になって、彼も驚いたに違いない。

「で、でも、おじいさまはわたしを見付けられず、迎むかえに来なかったかもしれない。そうしたらあなたの計画は無む駄だになる」

「いいえ、無駄にはなりません。だって実際に迎えに来たでしょう。……実はそれにもからくりがありまして。あなた達の信頼を勝ち取ったと自信を持ったので、私があなたの居場所を白虎家の主にお教えしたのです。跡取り不足の白虎家は、きっとすぐに迎えに来るだろうと思って。すべて私の思惑おもわく通りでした」

　薄うすい笑いを浮うかべる想月を見て、白桜は思わず膝ひざをつく。

　目の前が真っ暗になって、立っていられなかった。

「しかし、私の計画は最後の最後で崩れました。やっと像がある蔵に忍しのび込んだのに、あなた達がすぐに駆けつけたから二つしか持ち出せなかった。それに青丞様の指示が的確すぎて、警備を厳重にされてしまったから、先に外へ逃にげた仲間に像を渡わたせなくなってしまった。あの像は頑がん丈じようすぎて一人では壊こわせない。とりあえずここに隠かくした私は、考えたのです」

　想月が、青丞と白桜を一人ずつ指で示した。

「跡取り達の間で争いが起これば、儀式が中止になるかもしれない。うまくいけば、跡取り同士で相あい撃うちしてくれる。その騒さわぎに乗じて、像も持ち出せる。だからあなたと青丞様に互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きになる情報を与あたえた。この場所に印をつけた見取り図まで用意してね。だけどお世辞にも仲がいいとは言えないあなた達が、どういうわけか理解し合ってしまった。だから……」

　ふいに、想月の全身から言い表せないほどの殺気がたちのぼった。

「あなた達には死んでもらいます。四つ全部の像が揃そろわなかったのは残念ですが、あの青龍と白びやつ虎この像を壊し、その持ち主である跡取り達を片付けるだけで、今回はよしとしましょう」

　隠し持っていたらしき刀を抜ぬき、想月が構えた。いつもの静かな想月からは信じられないような攻こう撃げき的な気を発している。青丞が白桜の前にさっと進み出た。

「お前は下がってろ。刀なんて扱あつかった事がないんだろう。足手まといだ。奴は俺が倒たおす」

　白桜を庇かばうようにして、青丞が想月と睨にらみ合う。

「今の青龍家の跡取りはこの俺だ。お前がどう言おうと、お前達はもう四神の一族からは外されている。お前達のしている事は、ただの逆さか恨うらみだ！」

　突つきつけられた真実に、想月は表情一つ変えなかった。

「そう、ただの逆恨みだ。そんな事はよくわかっている。だが、そんな簡単な言葉では片付けられないような辛つらい暮らしを、私達は強しいられてきた。誰かを恨まずには生きてはいけないほどの苦しさを味わってきたのだ……今のお前ではわかるまい！」

　初めて聞く、想月の荒あら々あらしい言こと葉ば遣づかいだ。その声は悲しく響ひびいたような気がした。

　白桜はそんな彼から、決して目をそらさなかった。自分は白虎家の跡取りだ。これは四神に選ばれた者と、裏切られた者の戦いなのだ。これから自分が進む道と無関係では決してない。

　だからこの勝負の行く末は、どんなに辛くても見み極きわめなければならなかった。

「はあっ！」

　仕し掛かけたのは青丞だ。キンッと音を立てて、刀が交わった。力は互ご角かく。体格も互角。そして、剣けん術じゆつの腕うでもほぼ変わらないようだ。拮きつ抗こうしたまま、合わせた刀越ごしに二人が睨み合う。

「おい、今のうちに誰か呼んでこい……！」

　青丞が想月から目は放さずに、声だけをこちらに向けた。

　想月が気になったが、今は像を取り返すのが最優先だ。白桜はすぐにきびすを返す。

「そうはさせない！」

　白桜に声をかけた事で、青丞に一いつ瞬しゆん隙すきができたようだ。

　想月がそれを見み逃のがさず、刀ごと彼の身体からだを突き飛ばし、白桜を追いかけようとした。

「行かせるか！」

　青丞が体勢を崩しつつも、想月に斬きりかかろうとした。

　しかし中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢からの攻撃は、簡単にかわされる。

「うっ……！」

　攻撃がうまくいかず地面に倒れ込んだ青丞を、想月が冷たい目で見下ろした。

「あなたはやはり、邪じや魔まですね」

　振ふり上げられた刀の切っ先が、きらりと光を放つ。

　白桜は思わず、想月に向かって駆かけ出していた。

「だめー！」

　青丞に向かって刀を振り下ろそうとした想月に、体当たりする。普ふ段だんならそんな危険な真似まねは絶対にできない。考えている暇ひまはなかったから、身体が勝手に動いたのだと思う。

　ふいをつかれて、想月がぐらりと体勢を崩した。そのまま想月と二人、地面を転がる。

　白桜はいち早く起き上がって想月に馬乗りになり、彼の両手を押さえつけた。

「だめっ。絶対にこれ以上罪は犯おかさせない！　誰の為ためでもない、あなたの為に！」

　全身で彼の動きを封ふうじたが、想月は焦あせる気配すら見せなかった。
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「困った人だ。大人しくしていれば、あなたの命だけは助けようと思っていたのに」

　その声がいつもの失礼だけど優やさしい想月と重なった。白桜は顔を近づけて、声を潜ひそめる。

「何でこんな事をしたの？　だってあなたはこんな面めん倒どうな事をしなくても、四神の一族を巻き込んで騒ぎを起こす絶好の切り札を握にぎっていたはずよ。わたしが……わたしが女だってばらせばよかったじゃない。そうしなかったのは、あなたの優しさだよね？　わたしを助けてくれてたからだよね？　本心では、こんな事をしたいなんて思ってなかったんでしょう？」

　何か抗あらがえないような理由があって像を盗んだ、そう信じたかった。

　けれど想月の口元があざ笑うようにつり上がる。

「……あなたは純じゆん粋すいで、だけどやはり愚おろかだ」

　息すら止まってしまいそうに愕然とした。そんな白桜を見て、想月が更さらに笑みを深める。

「最初は白虎家に潜せん入にゆうして、白虎像だけを盗む予定でした。ですが運良く、四神の像がすべて揃う御披露目の儀式という機会が訪おとずれた。四つの像が揃う事は滅めつ多たにない。ですからすべての像を盗み出す計画に急きゆう遽きよ変へん更こうしたのです。おあつらえ向きに、あなた達全員が手伝いという名目で神社に集められた。像を盗む準備をする時間も十分にありました」

　時折、想月の姿が見えなくなる時があった。しかしそれは食事の支し度たくをしたり、白桜の為に情報を集めているのだと、彼は言っていた。それを頭から信用して、疑いもしなかった。

「あなたはとてもお優しい主人でした。上総様も青丞様も、私の身元が不確かだからあやしいと疑っていらっしゃったのに、必死に庇って下さった。そして反対を押し切ってこの神社に連れて来ても下さった。……騙だまされているとも知らずに」

　驚きよう愕がくに全身を震ふるわせた。祖父が神社に想月を連れて行ってはならぬと言った時、彼は珍めずらしく声を荒あららげて反はん抗こうした。それは自分の事を思ってなのだと勝手に思い込んでいた。

　だけど、やっとそれが違うと気付いた。彼にはこの神社に来なければならない理由があったのだ。それを知らずに彼を唯ゆい一いつの味方だと信じていた自分は、確かに愚かだというしかない。

「なぜ女だとばらさなかったのだと言われましたが、簡単な事です。もし女だとばれたら、あなたの奉ほう公こう人である私もここを出て行かなくてはならなくなる。ですから何としてでも、私が像を盗ぬすむまではあなたの秘密がばれないようにしなければならなかった。だからあなたに優しい言葉をかけ、あなたが逃げ出さないように励はげましていたのです」

「だ、だったらどうして像を盗んだ後も、わたしの事をばらさなかったの？」

　一いつ緒しよに暮らした年月の分だけ、情も育っていたと信じたかった。

　願いを込めて問いただしたのに、想月は冷たい眼まな差ざしを崩くずさなかった。

「像を全部盗む予定だったのに、二つしか盗めなかったからです。私の目的はあくまで、四つの像の破は壊かい。だからあなたにはもう少し、跡あと取とりの男子としてここにいてもらわなければならなかった。それで黙だまっていただけです」

　静かで抑よく揚ようのない言葉だった。ずっと一緒にいたから、白桜にはわかる。

　今のは本気だ。彼は本当にそう思っているのだ。

「青丞……！」

　そこへ聞き覚えのある声がした。見ると、大ぶりの刀を持った鵬玄と、弓を持った朱咒が、血相を変えてこちらに駆けてくる所だった。先さき程ほど想月に突き飛ばされてどこかを打ち付けたらしい青丞も、ようやく身体を起こしかけている。

　想月もそちらに気付いたのか、小さく息をついた。

「妖よう鬼き帝てい、鵬玄か。奴やつが相手では、さすがに私も分が悪い」

　呟つぶやくと同時に軽々と、馬乗りになっていた白桜を突き飛ばし、想月が身を起こした。

「うわっ……！」

　地面に転がった白桜に向かって、想月が素す早ばやく刀を振り上げる。

　彼の目が本気だと一いつ瞬しゆんで悟さとって、ぎゅっと瞼まぶたを閉じた。

（殺される……！）

　身体を丸めて頭を抱かかえ、防ぼう御ぎよの体勢を取って覚かく悟ごもしたのに、痛みが襲おそう事はなかった。

　代わりに降ってきたのは、昔から聞き慣れた優しい想月の声こわ色いろだ。

「……やはりあなたは、できたら殺したくない」

　恐おそる恐る目を開けると、想月の顔が驚おどろくほど近くにあった。

　目と目が合うと、ふいに彼の表情が引き締しまる。

「忌いみ神一族は至る所にいる。……里桜姫、今から都には嵐あらしが来ます。帝みかどや宮中の貴族達を巻き込んだ大きな嵐は、都全体を吞のみ込むでしょう」

　囁ささやきと一いつ緒しよに向けられた、厳しいけれど優しい眼差しは、いつもそばにいてくれる時の彼のものだ。

「あなたをその嵐に巻き込みたくはない。里桜姫、白桜の名を捨てて、すぐに故郷にお戻もどり下さい。さもなければ、今度会った時は本当に敵同士です。次に会う時、またしてもあなたが白桜だったなら──容よう赦しやなく殺します」

　想月が白桜の白銀の髪かみを一ひと房ふさ手に取った。そしてそっと密ひそやかな口付けを落とす。

　一瞬だけ、息を吞んだ白桜と、薄うすく笑った想月の視線が絡からみ合った。

「いったい、何事だっ」

　叫さけんだのは、こちらに駆け寄ってきた鵬玄だ。彼は一瞬で状じよう況きようを判断したようで、すぐに切っ先を想月の方へ向けた。想月はわずかに目を細めて白桜を見つめ、すぐに立ち上がる。

「では、もう二度と『白桜』のあなたには会うことのないよう願って」

　さっと白桜から離はなれて、想月が背を向けた。そして片手を振り上げ、青丞達を睨にらみつける。

「今ここで、我々忌み神一族は、四神の一族に反旗を翻ひるがえす。次に会う時には、お前達全員と帝を葬ほうむり去さる。この都も国も、我らのものだ！」

　想月が手を振り下ろした。何かが地面に落ちたと同時に、白はく煙えんがもうもうと立ちこめる。

　堂々とした宣言と余よ裕ゆうの笑えみを残し、想月の姿は消え去ってしまっていた。
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「ううっ……うっうっ」

　あれはそう、里桜が十一歳で、母が亡なくなってすぐの頃ころだった。里桜は母が大好きだった。だから亡くなってからしばらく経たっても、毎日泣いてすごしていた。

「そんなに泣くと、目が地面に落ちますよ」

　そんな時、入ったばかりの奉公人は、整いすぎた美び貌ぼうを動かしもせずにそう言うのだ。

「想月の噓うそつき。目は落ちたりしないもの」

「いいえ、落ちますよ。泣いてばかりいると、目も悲しみに負けて、逃にげたくなってしまうのです。だからあなたの身体からだから逃げて地面に落ちるのです」

　絶対に噓だとわかっている。だけど想月が真顔で言うと、不安になってくるから不思議だ。

「何よ、家族でもないくせに。想月はお説教ばかり」

「家族ではないからお説教するのです。旦だん那な様も都桜姫も、あなたにお優しすぎるから。……奥方様が、今の泣いてばかりいるあなたをご覧になったら悲しまれると思いますよ」

　そう言われると、余計に涙なみだが出てくる。この涙を一番止めたいと思っているのは、自分自身だった。里桜は抱えた膝ひざに顔を埋うずめる。

「だって、どうやって止めていいのか、わからない……うっうっ」

　しくしくと泣いていると、想月がゆっくりと歩み寄った。

「な、何よ、またお説教？」

「いいえ。──失礼」

　ふわり、と真綿でくるむように抱だきしめられた。

　他人にこんな事をされるなんて初めてで、びっくりして息が止まりそうになる。

「止めようとするから余計に泣いてしまうのかもしれません。では、今は思いっきり泣くといいです。うんと泣いてすっきりするまで、ずっと一緒にいますから。だから気がすむまで泣いたら、笑って下さい。私はあなたの笑顔がけっこう好きです。天てん真しん爛らん漫まんと言えば聞こえはいいですが、子供っぽくて少々お馬ば鹿かさんな感じがして可愛かわいらしい」

　なんて一言多い奉公人だろうと思った。屋や敷しきに勤め始めたばかりだが、あんまり表情が変わらないから近寄りがたくもあって、関かかわらないようにしていたのだ。

　だけど微笑ほほえんだ顔はそんな悪い印象を払ふつ拭しよくした。

　彼の優しい笑みは温かくて、見ているとこちらの心までぽかぽかしてくるのだ。

　里桜はおずおずと想月の背中に手を回してしがみつく。

　父や姉の前で泣くと心配をかけるから、隠かくれてずっと一人で泣いていた。悲しい時に誰だれかに抱きしめてもらうだけで、こんなにも安心できるのだと初めて知った。

「ううっ、うわーん」

　甘やかな彼の温ぬくもりがとても安心できて、小さな子供のようにわんわん泣いた。

　その時から、想月は里桜の一番の味方になったのだ。
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　はっと目を覚ましたのは、神社の社で自分に与あたえられた部屋だった。ちょうど母が亡くなった頃ころの事を夢に見ていた白桜は、ここがどこだかわからなくて、一瞬混乱する。

「大だい丈じよう夫ぶか？　急に起きるなよ。しばらく気絶してたんだからな」

　顔をのぞき込んできたのは、枕まくら元もとに座っていた青丞だった。

　白桜はその紺こん碧ぺきの瞳ひとみを見て、これまでの事を思い出した。

「想月……想月は!?」

　くらくらする頭を抱えて何とか起き上がる。

　しかしいつも影かげのようにひっそりとそばにいるはずの彼がいなかった。

「……あいつは煙えん幕まくを焚たいて姿を消した。今、大だい内だい裏りから役人が大勢来て行方ゆくえを追っているが、まだ見付からない。それから俺達の像は無事だ。御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきは、無事に行える」

　像が見付かって儀式が行われるのなら、一族が責任をとって処しよ刑けいだなんて事にはならなくてすむ。それにはほっとしたが、心は少しも晴れなかった。

「……想月は、五年前に田舎いなかのわたしの屋敷にやってきた」

　唐とう突とつに話し始めたのに、青丞は黙って頷うなずいてくれた。

　それに感謝して話を続ける。想月の裏切りが悲しくて苦しくて、とても心の中で消化できるものではなかった。だから、誰かに聞いて欲しかったのだ。

「わたしの家は貴族ではあるけれど、そんなに裕ゆう福ふくではなかった。だけど、父と母はとても仲がよくて、姉とわたしの家族四人で幸せに暮らしていた。でも五年前、母は流行はやり病やまいで亡くなってしまった。想月が屋敷に来たのはちょうどその後で」

　泣いてばかりいた自分を、彼なりに慰なぐさめてくれた。

　うんと優やさしい言葉ではなかったけれど、それでも心が安らぐ言葉をくれた。

　誰よりも信しん頼らいしていた。五年かけて築き上げた絆きずながあるのだと、信じていた。

「あの頃から、想月はわたしを利用して裏切るつもりだったのかな。彼の優しさも励はげましもすべて噓だった？　彼は四神の一族であるわたしを憎にくんでいたんだろうか……」

　涙が溢あふれてくるのを止められない。母が亡くなったせいで、泣いてばかりいた自分を慰めてくれた想月。あの日、彼の胸で涙が涸かれ果てるまで泣いた。

　一晩中泣いて泣いて、だけど文句一つ言わずに、想月は黙だまって抱きしめていてくれたのだ。

　それ以来、何があっても泣かないと決めていた。もう一生分想月の胸で泣いたから、これからは彼が好きだと言ってくれた笑顔で生きていこうと。

　だけど、今だけは堪こらえられなかった。

「うっ……うっ」

　もらした嗚お咽えつと堪えていた涙が、下を向いていたせいでぽたりと布ふ団とんに落ちる。

「……すべて噓ではなかったと思うぞ」

　青丞が言葉とともに、頭にぽんと手を置いてくれた。

「五年も仕えていたのだろう。本当に憎かったらそんなに長い年月は耐たえられないだろう」

　顔を向けると、青丞が珍めずらしく困こん惑わくしたような表情をしつつも、乱暴に頭を撫なでてくれた。

「まったく。俺は子供と女が泣く所を見るのが一番嫌きらいなのだ。別にお前を慰める義理はないが、そのままめそめそされたら俺の気まで滅め入いる。だから俺の話を聞け」

　青丞は白桜の事を男だと思っているはずだ。だから、どうやら、子供扱あつかいしているようだった。

　青丞が一つ息をついて手を引っ込め、腕うで組ぐみした。

「いいか、想月は四神の一族の敵である忌いみ神一族の一人だ。だが、お前と一いつ緒しよに五年をすごしたのも、やはり同じ想月だ。その間に色んな事があったと思う。お前が悲しんでいるように、想月もお前に情を移して、今いま頃ごろお前と離れた事を悲しんでいるかもしれない」

　最後に自分を殺せたのに、想月はそうせず、白桜の名を捨てて田舎に戻もどれと言った。

　あれは何の打算もない彼の優しさだと、白桜は思う。

「だからお前を裏切った想月だけを見て、それが奴やつのすべてだと決めつけるのはどうかと、俺は思う」

（確かにそうかも……。裏切られたからって泣いてばかりいたら、彼がどうして最後に優しさを見せてくれたのかもわからないままだ）

　心で呟つぶやいてどうにか涙を拭ぬぐう。目を向けると、照れくさいのか青丞が咳せき払ばらいをした。

「まあ、だからといって、奴がした事が許されるわけではないがな。……とにかく、明後日あさつては御披露目の儀式がある。お前は……」

「白桜！」

　そこへ几き帳ちようが引きちぎられんばかりの勢いで跳はね上がり、雄お叫たけびとともに上総が駆かけ込んできた。

　白桜が驚おどろいて目を瞬またたかせていると、上総が青丞を押しのけて、枕元を陣じん取どった。

「無事かっ、生きておるのか！　想月が忌み神一族の者で、像が盗ぬすまれてお前が襲おそわれそうになったと聞いて。……ああっ、それより怪け我がは。怪我はないか、見せてみろ！」

　慌あわてているのか狩かり衣ぎぬを脱ぬがそうとする上総に、白桜は驚いて首を振ふる。

「あ、あの、怪我はないです。ちょっと、脱ぐのはまずいですって……」

　青丞がいるのが目に入っていないのだろうか。彼の前で着物なんて脱げるはずないのに、上総は一向に気にしている様子はない。それどころか手を止めようとする白桜に目を剝むいた。

「何を言っておる。女の身体に傷がついたら、嫁よめに……」

「うわぁぁぁぁぁ！」

　とんでもないことを口走った上総に悲鳴を上げると、青丞が眉まゆ根ねを寄せた。

「ん？　おん……？」

　まくし立てていたから、うまく聞き取れなかったようだ。白桜は首と両手をぶんぶん振る。

「おん、おん、温泉！　そう、温泉とかに入ると傷の治りがいいからって、おじいさまはそう仰おつしやったんだよ。まったく怪我はないって言ってるのに心しん配ぱい性しようなんだから。あ、あははは」

「ああ、温泉か……。ん？　そんな話の流れだったかな？」

　首を傾かしげた青丞に、一気に冷や汗あせをかく。

「い、いや、おじいさまはいつも話が唐突なんだよ。……あ、それより青丞、ちょっとおじいさまと話があるから、二人だけにしてもらえないかな」

「いや、それより、温泉なんて話はしてなかっただろう。確か、おん……」

「しつこーい！　温泉って言ったら温泉なんだよ！　とりあえず、おじいさまと大事な話があるから出て行って」

　何度も首をひねる青丞を何とか追い出し、白桜は上総へと詰つめ寄った。

「おじいさま。女だなんて軽々しく口にしないで下さい。今まで苦労して隠してきたのに、その努力を水の泡あわにするつもりですか。……それに像は無事に取り戻しました。本当はわたしよりも、像の方が心配なんでしょう？」

　つい、自じ虐ぎやく的に口ぶりになった。上総が自分よりも、白びやつ虎この一族とその地位の方が大事なのだと先日の話でよくわかっていた。みせかけだけの心配ならして欲しくない。

「何を言うか！　お前の方が心配に決まっておろうがっ」

　それなのに、真しん剣けんな顔で言い返されて面食らう。

　目を瞬かせている白桜に気付いたのか、上総がやや声を落とした。

「すまぬ。こんな時にこんな事を言うのは、さぞかし虫がよく聞こえるじゃろう。だがこれは、わしの噓うそ偽いつわりない気持ちじゃ。……お前に、桜子にも結けつ婚こんを強しいたから駆け落ちされたのだと言われて、よく考えた」

　力のない、だけど噓を言っているとはとても思えない声だった。

「確かに桜子には、わしが選んだ最高の貴族との結婚を強いた。お前の父親が好きだと言われたが、人がいいだけの貧びん乏ぼうな男に娘むすめは幸せにできぬと考えたのじゃ。駆け落ちした桜子が幸せに暮らしていたとお前に聞いて、わしは間ま違ちがっていたのかもしれないと……思ったのじゃ」

　それは初めて聞く、上総の後こう悔かいに満ちた言葉だった。

　正座して膝ひざに手を置いた上総は、大おお柄がらな身体からだを丸めて、わずかに肩かたを震ふるわせている。

「わしはお前も桜子も都桜も、みんな大事なのじゃ。本当は幸せになってもらいたいとも思っておる。だが、我が白虎家に跡あと取とりがいないとなれば、一族は都を追われる。そしてこの国のどこにいっても神に見捨てられた一族だと言われて迫はく害がいを受けるじゃろう。わしだけならいい。だが、その処分は桜子の娘であるお前と都桜にも及およぶ」

　都を追われた者達がどんな目にあうのか、具体的には白桜にはわからない。

　だがこれだけはわかっている。彼らは忌み神一族という徒党を組んで帝みかどに逆らうほど、この国と四神を恨うらんでいる。

　それだけ強い負の感情を抱かかえ込んでしまうからには、言葉にはできないほどの辛つらい目にあっているに違ちがいないのだ。

「わしはお前と都桜、それにまだ幼い弟の孫だけは、この運命から救いたかった。特に都桜の身体の弱さでは命にも関かかわるじゃろう。それだけは絶対に避さけたかった」

　上総がそっと白桜の手を握にぎった。しわだらけで大きくて骨張っていて、でも温かかった。

「お前に男の真似まねなどさせて、心の底ではずっとすまないと思っていた。だが条件に合う者はお前だけ。お前が二年頑がん張ばってくれれば、都桜も弟の孫も一族の者達も、すべて救える。だが今回の事で身にしみた。わしは愚おろかだった。お前をこんな危険な目に……」

　祖父が自分の事をちゃんと考えてくれているとわかって、白桜の胸がぽわんと温かな光に包まれた。嫌われていたわけでも、愛されていなかったわけでもない。

　祖父は祖父なりに愛情を示してくれていたのだ。ただ、言葉が足りなかっただけ。

「──白桜、もうよい。このまま里桜に戻れ」

「し、しかし、それでは跡取りは……」

「よい、お前と都桜、そして父と一緒に逃にげるのだ。できれば弟の孫も連れて行ってくれ。金と都桜の薬はできるだけ用意する。幸い、お前達とは今までまったく連れん絡らくを取らずにきた。急いで逃げれば、役人達に見付からずにすむかもしれん」

　初めて聞く思いやりに満ちた言葉だった。白桜は上総の手を握り返して、顔をのぞき込む。

「ですが、それではおじいさまは？」

「わしはよい。お前に男のふりをさせた罪は、わしが命をもって償つぐなおう。……わしはな、亡なくなった妻を愛していた。周りからは側室をとってもっと子供を作れと言われたが、生しよう涯がい妻は一人だと決めていた。その妻が産んだ子は桜子だけ。結局、今のこの跡取り不足の状じよう況きようを招いたのは、わしのわがままのせいだとも言えるのじゃ」

　穏おだやかな笑えみは、亡くなった祖母を思い出しているからかもしれない。

　初めて聞く祖父の過去に、胸がかっと熱くなった。

「だめだよ！」

　その熱い思いから、言葉は自然と出てきた。上総の両りよう肩かたに手を置き、強い眼まな差ざしを向ける。

「わたしは二年間、男として生き抜ぬいてみせるって決めたんだ。おじいさま一人を犠ぎ牲せいにして逃げるなんて、そんな事ができるわけない！」

　毅き然ぜんと言い切った白桜に、上総が目を丸くしている。

「わたしは男として、明後日の儀ぎ式しきに臨のぞみます。秘密を抱えて二年間を生きるのは、きっと辛いでしょう。でもわたしは負けません！……ごめんなさい。おじいさまを誤解していました。本当はとても、愛情深い方なのですね」

　そっと微笑ほほえむと、上総が眩まぶしいものでも見るように目を細めた。

「白桜、しばらく見ぬ間にずいぶんと成長したな。それに強くなった。少し前までなら想月に裏切られて辛い目に遭あって、もう嫌いやだと逃げ出していただろうに」

　白虎家に来たばかりの頃ころの自分ならそうだろう。

　だけど今は違う。都にきてから出会った人々との関わりや、起こった出来事を通して、少しだけ強くなれたのだ。

「逃げてばかりいてはだめだと気付いたのです。おじいさまは一人で、わたしや姉を含ふくめた一族全員を救おうとして下さっていたのでしょう？　これからはその重荷を半分わたしに分けて下さい。わたしは白虎家の跡取り白桜。まだ未熟ではありますが、おじいさまと一緒に一族を守っていきます」

　白桜は胸に手を当て、自分で決めた誓ちかいを口にして、ゆっくりと微笑んだ。









　終章







　跡取りの御お披ひ露ろ目めの儀式は、取り戻もどした四神の像、そして白桜を含めた四人の跡取り達と一族が集まってつつがなく行われた。

　それが終わった後は、一族全員が入り乱れての宴うたげになった。跡取り達もこの時ばかりは立場を忘れて親しげに酒を酌くみ交かわす。

　だけど白桜はただ一人、その人の群れから離はなれた場所にいた。

　なぜなら、誰だれかに会えば酌しやくをされるからだ。以前朱咒に酒を飲まされてふらふらになって以来、絶対に飲むものかと決めていた。

「ここまで来れば誰もいないな。あーあ、ごちそう食べたかったのに……」

　社の裏手にある庭まで来ると人ひと気けはないが、ごちそうもない。白桜は、ぐうと鳴るお腹なかをなだめて、置き石に腰こしを下ろした。

　白しろ砂利じやりが敷しき詰められた庭は手入れがされていて、満天の星も相まって景色がいい。少し時間を潰つぶしてから部屋に戻ろうと決めて、夜空を眺ながめた。

　だけど、すぐに俯うつむいて唇くちびるを嚙かむ。一人になると色んな事を考えてしまうのだ。

「想月、うっ……」

「おい」

　嗚お咽えつがこみ上げた所で、ばしっと何かで頭をはたかれた。慌あわてて振ふり向くと、青丞がいつもの扇おうぎを片手に立っている。どうやらそれで頭をはたいたらしい。

「青丞、何をするんだ。痛いじゃないか」

「また落ち込んでいるから、気合いをいれてやったんだ。めそめそするなと言っただろう」

　きつい物言いにむっとするが、以前のように腹は立たなかった。

「泣いてなんていませんよ。勝手に涙なみだが出てきそうになってしまいますけどね。それにしても、わたしを心配して探しに来てくれるなんて、ずいぶんと優やさしいですね」

　今までとは違う穏やかな調子で返すと、青丞が心底驚おどろいた顔をした。

「くだらん冗じよう談だんを。俺は冷たいと言われた事はあるが、優しいとは一度も言われた事はない」

「そうかなぁ。あなたは優しい人だと思うよ。だって、想月に襲おそわれそうになった時も助けてくれたでしょう。本当に冷たい人間だったら放っておいたと思う。嫌きらっているわたしがもしあの時死んでいたら、あなたにとっても好都合のはずです。帝の候補も一人減るんだし」

　青丞がむっとした顔で、白桜の隣となりにある置き石に腰こし掛かけた。

「お前が死ぬのを黙だまって見ていて、それで帝になれたとしてもちっとも嬉うれしくはない。そんな卑ひ怯きような真似をしてまで、帝になりたいとは思わないのだから。それに何より、俺は別にお前の事が嫌いなわけではないしな」

　一いつ緒しよに像の捜そう索さくをするようになった頃から、青丞の色んな表情が見られるようになっていた。今の彼の表情からすると、今の言葉は噓うそではないようだ。

「本当に？　でも、初めて宴で会った時、さっさと田舎いなかに帰れみたいな事を言っただろう」

　口を尖とがらせると、青丞がわずかに苦く笑しようした。

「ああ、あの時はお前にとても四神の跡取りが務まるとは思わなかったからな」

　意味がわからなくて目を瞬またたかせると、青丞が肩を竦すくめた。

「突とつ然ぜん白びやつ虎こ家の跡取りとして現れたお前は、周りに怯おびえてびくびくしていた。明らかに四神の跡取りとしての自覚ができていなかった」

　それはそうだろう。白桜はつい一月前までは何も知らない、田舎暮らしの貧乏貴族の姫ひめ、里桜だったのだ。突然都に連れてこられて、いきなり白虎家の跡取りになれと男装させられた。

　そのすぐ後に行われた宴では、まだまだ自覚なんて持つ暇ひまはなかった。

「だが自覚はなくとも、跡取りと認められたなら、宮中へ上がる事も多くなる。四神の跡取り達を敵視している者、取り入ろうとする者、今から様々な者達にもまれるだろう。それに潰されないように強く生きていかなければならない。だがお前はあまりにも頼たよりなさすぎた」

　いったい何を言いたいのだろう。けなされているようだが、以前のように腹は立たなかった。今回の事件を通して感じた事だが、彼は彼なりの信念を持って生きている気がする。

　自分に対しての言動も、どうやらその信念に基もとづいてのもののような気がしていた。

　もしそうなら、それが何なのかを知りたかった。

「宮中ではみな腹の探さぐり合いだ。お前のようにまっすぐなだけの頼りない人間は、すぐに淘とう汰たされる。だったら、跡あと取とりとしての資格だけは得て、帝みかどの座は辞退させて田舎でゆっくり暮らした方がお前の為ためにもいいのではと思った」

　そこまで聞いて、やっと彼の言いたい事が理解できた。

「もしかして田舎に帰れって言ったのは、あなたなりにわたしを案じての事だったのか？」

「ああ、そうだ。あの時もいとけない坊ぼうやはさっさと田舎に戻れと言っただろう」

　まじめに返されて開いた口が塞ふさがらなくなる。彼の表情から察するに、本気のようなのだ。

「いとけないってもしかして、言葉通りにあどけないって意味だったの？　わたしはてっきり幼よう稚ちだとか年とし端はもいかないガキだからと、あなたに侮ぶ蔑べつされているんだと思ったよ!?」

　思わず叫さけぶと、青丞が苦笑した。

「あの時はそういう意味もないわけでもなかった。さっきも言ったが、俺は優しい人間じゃない。同じ四神の跡取りとして足手まといになりそうだから、お前に厳しくしただけだからな」

　その言葉の奥に、厳しくするのは白桜の為でもあるのだという意味が隠かくれているのに、今なら気付ける。白桜は身体からだの力が抜けて、ぐったりと項うな垂だれた。知らない人とは、まずちゃんと向き合って、じっくりと話をしてみないといけないと思い知ったのだ。

　祖父が家族みんなの事を思って、心を鬼おににして自分に厳しい態度をとっていたのも、もっとよく話しあえば気付けたかもしれない。そして青丞の冷たい態度と表情に隠された、わかりにくい思いやりも、もっと深く彼と会話すれば気付けていたかもしれない。

　白桜はじっと青丞を見つめた。彼が不思議そうに見返したので、ゆっくりと微笑む。

「ありがとう。あなたから見れば、わたしは確かに危なっかしいのだと思う。でもちゃんと頑がん張ばるから」

　心からの笑えみを向けると、青丞の目が一いつ瞬しゆん大きく見開かれた。

　ほんのわずかだが彼が顔を赤らめた気がして、白桜は首を傾かしげる。

　だけどそれを確かめる前に、青丞がふいっと顔をそらした。

「どうしたの？」

「……月明かりのせいだと思うが、妙みようにお前が綺き麗れいに……いや、やはりお前は女のようだな」

　向き直った青丞に目を細められて、息が止まりそうになる。

　顔が引きつってしまったが、何とか作り笑いを浮うかべて、首と両手を思いっきり振った。

「な、何を馬ば鹿かな事を言ってるんですか、女みたいだなんて言わないで下さいよ！　病弱で身体が鍛きたえられなかっただけなのですから。嫌だなぁ、もうっ」

　ばしっと青丞の肩かたを叩たたいて、乾かわいた笑いを続ける。白桜が突然そんな態度をとったせいか目を丸くしていた青丞だが、やがてふっと口元を緩ゆるめた。

「そうだな。お前が一瞬女に見えるなんて、俺の目がどうかしているようだ。お前は見かけはいとけないが、根こん性じようは立派にあるようだからな」

　乾いた笑いを止めて目を見張ると、青丞が肩を竦めた。

「俺としては、厳しい態度をとってお前が脱だつ落らくするならそれまでだと思っていた。だがそれでも負けずに這はい上がってくるならまだ見込みがある。──お前はどうやら後者のようだ」

　珍めずらしく素す直なおな微笑ほほえみを向けられた。なぜだか胸がざわついて、落ち着かない気持ちになる。

「守りたいものがあるとお前は言った。その為に都に来て努力しているのだとも知った。そんなお前を少しだけだが、今は見直している。だから田舎に帰れといった言葉は撤てつ回かいしてやろう。その根性があれば、何とかなるかもしれない」

　そんな風に言われると、今までの努力が報むくわれた気がした。

　青丞は公平に物事を見る力があると思う。努力すればそれをきちんと評価もしてくれる。

　言葉足らずなのが玉に瑕きずだが、常に彼なりに芯しんの通った言動をしているのだ。

「しかし不思議だ。女のようにか弱くて頼りないお前が、都に来て四神の跡取りになる決意をしてまで守りたいものがあるなんて。それはいったい何なのだろうな」

　ふいに問いかけられて、話してもいいものかと一瞬躊ちゆう躇ちよした。

　しかし一呼吸おいてから、おずおずと口を開く。

「……家族です」

　青丞は悪い人ではないと思う。まだ完全に信しん頼らいはできないけれど、自分の事を話しても大だい丈じよう夫ぶだと思った。もちろん、当たり障さわりのない範はん囲いでだが。

「わたしの母は白虎家の姫でしたが、父と駆かけ落ちして。母は五年ほど前に亡なくなって、わたしは何も知らず父と姉と暮らしていました。都に来たのも、祖父に無む理り矢や理り跡取りになれと連れてこられたからで、本音を言うと最初はあまり気は進まなかったのです」

　どうして彼にこんな話をするのだろう。考えたが答えは出なかった。

　もしかしたら、彼が案外優しい男だと知ったからかもしれない。

　ずっと秘密を抱かかえて噓をついていたから、誰だれかに本当の事を聞いて欲しかった。

「姉が病気で、希少な薬が必要でした。祖父は跡取りになるなら、薬を譲ゆずってくれると言ってくれて。それにわたしの家は、お恥はずかしいですが裕ゆう福ふくではありません。祖父は家族が困らないだけの生活費も用意すると言ってくれました。それでわたしが都に来たのです」

　さすがに自分が女だとは言えないから、その辺りはごまかして、真実に近い話をした。

「姉とは、俺が白虎家の屋や敷しきに忍しのび込んだ時に出会った、美しい黒くろ髪かみの娘むすめか？」

　突然聞かれて、息を吞のんだ。だけど、何とかそれを顔には出さずに小さく頷うなずく。

「そうか。彼女は病気だったのか。……もう田舎に帰ってしまったと言っていたな。できたら少し話をしてみたかったのだが」

「姉と……ですか。いったい何の話を？」

　目を瞬かせると、青丞が苦笑混じりの表情になる。

「大した話じゃない。もう一度口止めしようと思ったのと、彼女のように利発そうな女性は珍しかったから、会話してみたかっただけだ。だが、もう都にいないのなら仕方ないな」

　どうやら、田舎にまで追いかけて行って口止めする気はないようだ。

　ほっと胸をなで下ろしてから再び青丞に目をやると、彼は夜空に浮かぶ月を見つめていた。

「守りたいものは家族か。……俺と似ているな」

　呟つぶやくような声だった。

　似ているとはどういう意味だろうと考えて、ふと想月から聞いた話を思い出す。

（青丞は帝の正室の息子むすこだって言ってた。だけど気を抜ぬくとたくさんいる側室の子供に、跡取りの座を奪うばわれちゃうって。もしかしたら、彼が守りたい家族ってお母様のことなのかな）

　似ている、と呟いた事からもそれは察せられた。正室の息子である青丞と側室の息子達の間では、もしや白桜が想像もつかないような戦いが密ひそかに起こっているのかもしれない。

　そういえば、と白桜は思い出す。以前池に落ちそうになったのを青丞が助けてくれた時の事だ。守りたいものがあると言った自分の話を聞いて、それまで冷たい目と悪意のある言葉しか向けなかった青丞がやや態度を変えたのだ。あれはもしかしたら、同じく守りたいものがあって跡取りとなった青丞が、白桜の気持ちを初めてくみ取ってくれた瞬しゆん間かんかもしれなかった。

　白桜は彼と同じく月を見上げる。

　柔やわらかい光は太陽のように強くはないけれど、暗い闇やみを照らしてくれていた。

「……誰にでも、守りたいものはありますよね。それを守る為ならどんな事でもできるくらいに大切なものが。わたしにも、きっとあなたにも」

「ああ、守りたいものの為に命を賭かける。それでこそ男だ。……白桜、女みたいだといった前言もまた撤回しよう。守るべきものの為に祖父しか知り合いのいない都へきたお前は立派な男だ」

　坊や、ではなくきちんと名前で呼ばれたのは初めてかもしれない。

　立派な男だと言われて複雑な気持ちではあったが、彼に認められた事は素直に嬉うれしかった。

　白桜は強くなりたいと心から祈いのった。

　想月の裏切りにも、男として生きるというこの状じよう況きようにも立ち向かえるように、強く。

（これから先も秘密を抱かかえて生きていくなら、もっとたくさん辛つらい思いや苦しい思いをするだろう。でも男として二年間を生き抜ぬいてみせる。家族の為ため、そして自分が強くなる為に！）

　満天の星の下、白桜は新たな誓ちかいを胸に秘ひめ、大きな一歩を踏ふみ出そうとしていた。
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「ずいぶんと仲良くなったようだね」

　白桜が青丞と神社の裏庭で話をしていると、ふいに声をかけられた。

　見ると、相変わらず派手な身なりの朱咒と、凜り々りしい正装姿も様になっている鵬玄がいた。

「ひどいよ、白桜。君は酔ようと可愛かわいいからお酒を飲ませたいのに、逃にげてしまうなんて。青丞は君を追いかけていなくなるし、鵬玄も君が心配みたいできょろきょろして……イタッ」

　朱咒が叫んだのは、無表情の鵬玄に耳を引っぱられたからだ。白桜は立ち上がり、じゃれているのかけんかしているのかわからない朱咒と鵬玄に、頭を下げる。

「あ、あの、ずっと言おうと思っていたんですけど、儀ぎ式しきやら何やらで遅おそくなってしまって。お二人とも、一昨日おとといは助けて下さってありがとうございました」

　想月に襲おそわれた時、駆けつけてくれたのは彼らだ。朱咒が白桜の頭にぽんっと手を置く。

「いいんだよ。君達が無事ならそれで。でも水くさいな。像が盗ぬすまれて捜そう索さくするなんて楽しい事をしていたのなら、私だって手伝いたかったよ」

「不届きな事を言うな。それにお前は俺達が像を探していた事を知っていたんだろう？」

「そう睨にらまないでくれ、青丞。像があった蔵の方で騒さわぎがあって、白桜と君が何やらこそこそしていて。とどめに白桜が私を訪ねて来て帝みかどになりたいかなんて聞くから、もしかしてと思っただけだよ。だけど君達の様子に注意しておいてよかった。おかげで姿が見えなくなった時におかしいとすぐに気付けて、鵬玄を呼びに行けたからね」

　朱咒が目を向けると、鵬玄が無表情のまま頷いた。

「……無事で何よりだ。今度から危険な所に行く時は俺を呼べ。捜索も戦いも俺の得意分野だ」

　ぶっきらぼうな物言いだが、鵬玄の優やさしさが身にしみた。

　そこへ朱咒が、さっと白桜の手に何かを握にぎらせる。目をやると、大だい嫌きらいな酒の杯さかずきだった。

「まあ、無事に儀式もすんだし、結果良ければすべてよしだ。それより、儀式も終わってようやく私達は四神の一族の跡あと取とりとして認められた事になる。これからは一いつ緒しよに行動する機会も多くなるだろう。だから仲良くなる証あかしとして、まずは一いつ献こん。前から言っているけど、君とは特に仲良くしたいんだ。……可愛い白桜」

　背筋がぞくっとした。彼は母を知っているらしく、その母と似ている自分に興味があるらしい。しかも噓うそか本当かはわからないが、恋れん愛あい対象は男でも女でもいいと言っていた。

（わたし、男のふりしてるのに、男相手に襲われる心配しなきゃならないなんて……！）

　何とか朱咒の酒攻こう撃げきから逃のがれようと顔を背そむけつつ、今だけの我が慢まんだと自分に言い聞かせた。

　この宴うたげが終わったら、屋敷に閉じこもってしまえばいいのだ。そうしたら朱咒にも会わなくていいし、男だとばれるんじゃないかとびくびくしなくてすむ。

　大きな鵬玄の背中に隠かくれて朱咒を警けい戒かいしていると、彼は不満気に口を尖とがらせつつも、ようやく目線を青丞に向けてくれた。

「そういえば、今度は四神の跡取りとして帝にご挨あい拶さつをしに、宮中に上がらないといけないようだよ。君のお父上にお会いするのも、ずいぶんと久しぶりだ。お元気か？」
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「さあな、俺も父にはずいぶん会っていない。多分元気なのではないか」

　父親なのに、まるで他人のような口ぶりだ。青丞の父と言えば龍りゆう宝ほう帝ていだ。白桜は会うどころか見た事もないのだが、帝の御ご殿てん医いだという朱咒は知っているようだった。

「相変わらずそっけないな。まあいい。君ともぜひ仲良しになりたいな、青丞。実は私は君も大好きなのだよ。からかうと実に面おも白しろいし」

　背中から抱だき付いた朱咒を、青丞がうっとうしそうに払はらいのけた。

　朱咒がくすくすと笑いながら、再び白桜に目を向ける。

「白桜、宮中では青丞のように薄はく情じような男ではなく、私を頼たよっておくれよ。全力で守ってあげるからね。ただし、見返りは必要かもしれないけど」

「えっ……わたしは、あの」

　帝へご挨拶をしに、宮中へ上がる。できればそれも、仮け病びようを使って遠えん慮りよしたかった。

　きっと祖父はそれでいいと言ってくれるだろう。だけど……。

（想月はあの時、都に嵐あらしが来るって言ってた。帝や宮中の貴族達を巻き込んだ大きな嵐だって。もしかしたら、忌いみ神一族は宮中で何かとんでもない事をする気なのかも……）

　もちろん、白桜を故郷へ帰らせる為ための、脅おどしに近い噓なのかもしれない。

　何の証しよう拠こもない事なので、誰にも言えないでいた。

（でももし本当だったら、その嵐に想月は関かかわっているはず。宮中に行けば、嵐の事が何かわかるかもしれない。それを探さぐれば、想月にもう一度会ってこれ以上罪を犯おかすのを止められるかも……）

　嵐とは、もしかしたら都を揺ゆるがすような大事件かもしれない。それが何なのかを突つき止める事も大事だろう。だけど白桜はまず想月に会いたかった。会って彼を説得し、忌み神一族から引き離はなしたかった。彼もまた、血はつながっていなくても一緒に暮らした大切な家族だ。

　もう一度彼に会おうと思うなら、宮中に行くべきだと思った。

　忌み神一族が起こす嵐の中心に、きっと想月はいるはずだ。

　だがそれは、白桜にとっても危険な賭かけだった。宮中に行けばたくさんの人の目がある。

　秘密を知られてしまう可能性も、屋や敷しきにいるよりずっと高くなる。

　それでも……。

「……わたしは田舎いなか育ちで、宮中の事は何も知りません。どうか皆みな様さまご指導下さい」

　決心して告げ、頭を下げる。秘密を守りつつ宮中に上がり、想月を見付けて説得する。そして忌み神一族の起こそうとしている嵐の全容を探る。

　とてもそれらが自分一人でできるなんて思わない。

　今までだって、危ない時は想月が助けてくれたから、何とかやってこられたのだ。

　それでも白桜は決意していた。自分にできる事を力の限りやろうと。

　何もしないで屋敷に閉じこもればきっと楽だろう。だけど、それでは絶対に後こう悔かいする。

「わたしは……どんな困難にも負けません！」

　自分にも言い聞かせた言葉だった。拳こぶしを握りしめると、朱咒が満足げな表情になる。

「いい気合いだね。もちろん、たくさんご指導してあげるよ。だって私達はみんな、宮中に上がったらしばらく同じ部屋で暮らす事になるからね」

「え……？」

　我が耳を疑った。今、朱咒はにこにこしながら、何と言ったのか。

「あれ、知らないのかい？　跡取り達が御お披ひ露ろ目めの儀式を終えた後は、帝の政まつりごとの補ほ佐さをする準備として、大学寮りようでしばらく勉強するしきたりになっているんだ。その間、跡取り達が互たがいに理解を深められるようにと、四人が同室で寝ね起おきをともにすると決められている」

　そんな話は聞いていなかった。きっと上総は、儀式が終われば白桜に病気のふりをさせて宮中には行かせないつもりだったから、わざわざ言わなかったのだろう。

「大学寮の首席だった私には、簡単な勉強ばかりでつまらないけど、みんなと……特に白桜、君と同じ部屋で暮らせるのは楽しみでならないんだよ。よろしくね」

　頰ほおがひくひくと引きつるのを止められない。

　神社ではしばらくの間一いつ緒しよに生活していたが、一人一部屋が与あたえられていた。それだけでも女だとばれないようにするのは大変だったのに、今度はみんなと同室だというのか。

「いやーっ。そんなの絶対に無理っ！」

　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようすると、青丞が目を丸くした。

「どうしたんだ、急に大声を出して。男同士なのだからそんなに嫌いやがらなくてもいいだろう」

　鵬玄も目を瞬またたかせているのに、一人わくわくとした表情を隠しもしないのは、朱咒だった。

「そんなにびっくりするなんて、まさか私達と一緒に暮らせない秘密でもあるのかな？」

　心臓が口から飛びだしそうだったが、何とか朱咒に顔を向ける。

「そ、そそそそんな事あるわけないじゃないですか。あ、あはははははははは」

　しかし、笑ってごまかせるほど朱咒はたやすい男ではなかった。

　赤い瞳ひとみをふいに鋭するどく光らせて、そっと白桜の耳元に口を寄せた。

「……宮中ではよろしくと、君が言ったのだから、絶対に逃げないでくれよ。それではつまらないだろう。君は何かを隠している。それもとても楽しそうな秘密のようだ。一緒に暮らしている間に、私がじっくり暴あばいてあげるからね」

　思わず胸の前で、両りよう腕うでを交差させた。

　朱咒には、着物の下が透すけて見えているのではないかと錯さつ覚かくまでさせる、何かがあった。

（わ、わたし、この人達と一緒に暮らして、本当にやっていけるのかな……!?）

　不安な気持ちは大きいけれど、ここで引き下がるわけにはいかない。

　田舎にいる父と姉、そして祖父を守る為にも、絶対に秘密を知られてはならないのだ。

　白びやつ虎こ家の跡取りとなった白桜の、男としての綱つな渡わたりの生活はまだまだ続きそうだった。
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　こんにちは。伊藤たつきです。

　やっとやっとの新作です！

　無事に皆みな様さまのもとにお届けできて、ほっとしています。

　平安時代をテーマにしてはいますが〝なんちゃって平安風〟なので、まったく難しくありません。気軽に読んでもらえるといいなと思います。

　我ながらテンションの高いお話になったなと思います。

　少しでも笑って読んで頂けたら、嬉うれしいです。

　新作はいつも、心の中で色んな葛かつ藤とうを繰くり返かえしながらお話作りをします。

　楽しいけれど苦しいし、できあがると嬉しいけれど、楽しく読んでもらえるか不安だし。

　この『白桜四神』もそうやって生まれたお話です。このお話が皆様にとって、忙いそがしい毎日の中での、一時の癒いやしになれればいいなと願っています。

　それでは、またお会いできる事を祈いのって。


伊藤たつき　　
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白はく桜おう四し神じん




伏ふく魔ま殿でんの紅こう一いつ点てん！








伊い藤とうたつき
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